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    第一章／刺殺事件Phantom Killer


    



    　通り魔殺人の現場に着くと警察が野や次じ馬うまを追い返していた。パトランプが周囲を照らし、立ち入り禁止テープが張られ、閑かん静せいな住宅街が物々しい雰ふん囲い気きに包まれている。


    　事件を知らせてきたギルフィのメッセージをウェアラブルデバイス『イオ』で読み返す。


    【犯人は確保されたが、蜂人間に刺されたなどと意味のわからないことを口走っているとかで、動機や詳細は不明だ】


    「蜂はち人間って……」


    　五年前のキラービー事件を思い出さざるをえない。前回の犯人は「蜂の毒に殺される！」と叫んだ。今回の犯人もまさかジャムに刺されておかしくなったというのか？


    　とにかく、ネットの噂うわさが本当になってしまった。


    　ＳＮＳをチェックすると、早くも「南区でキラービーの再来？」と書き込まれている。ガセかもしれないが「犯人は若い男」という情報まで載っている。そのネタ元は、イオを使って実況しているらしき数人の野次馬だろうか。せっかく白びやつ虎こにジャム退治の協力を取りつけたというのに、ことあるごとに騒がれて電波の怪異ジヤムが発生していたらイタチごっこだ。


    　そんな俺の気も知らず、野次馬のひとりがイオで自撮りをしながら、ハイテンションで実況をする。


    「ヤバいでしょ！　第二キラービー事件！　……え、いやいや警察に凸とつはマジ無理！」


    　バカじゃねーの。


    　だが、ここで「実況やめろ」と注意したって、聞く耳持たないだろう。それどころか、俺の顔にカメラが向けられて「こいつが邪魔してくる」とネットにさらされるハメになる。


    　実況する野次馬のイオから、悪意の灰色をした電波光が飛んで行く。もし「蜂の幻げん覚かくを見た人は精神が毒される」なんて話がネットで広まったら……。


    　背せ筋すじが寒くなる。


    　不安と緊張感に襲おそわれながら、足早に帰途についた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　家族揃そろって夕食をとっていると、通り魔事件に関して、まだニュースに出ていない情報を母さんが口に出した。菜園サークルの友達から「被害者は工科大の学生」だと回ってきたらしい。


    「……かわいそうよね。優しくていい子だったみたいなのに……」


    　俺は興味がないフリをして、黙もく々もくとサラダを口に運ぶ。地域コミュニティのネットワークはあなどれない。どんな情報でもすぐに広がってしまう。


    　自称名探偵、妹の美み合あが適当な推理をする。


    「美合は、犯人はストーカーだと思う」


    　そのうち推理とかしてる場合じゃなくなるぞ。このままジャムが増え続けたら街のそこらじゅうで事件が起きるかもしれないし、自分の身に降りかかってくるかもしれないんだから。


    　はぁ……。


    　悩みごとで腹がいっぱいになり、肉を食う気になれない。


    「──奏そう矢や。具合でも悪いの？」


    「えっ？」


    　顔を上げると、母さんが心配そうに見つめている。


    「ため息ばっかりついてるけど」


    　無意識だった。


    　父さんも漬物をつつきながら、俺を気にかける。


    「困っていることがあるなら言うんだぞ。中間テストも悪かったみたいだし、最近疲れてるみたいだが……」


    　ふだんは干渉してこない父さんが言うんだから、よっぽど疲れているように見えるんだろう。いや実際、身も心も破裂寸前だけど。


    「ゲームのやりすぎじゃないだろうな？」


    「いやいや、もう全然やってないし。ゲームは卒業っていうか……アハハ」


    　笑って誤ご魔ま化かす。


    　美合は無言で哀あわれな目を向けてくる。コイツはエミちゃんが自殺未み遂すいしたショックを引きずってると勘かん違ちがいしてそうだ。


    　母さんが厳しく突っ込んでくる。


    「ゲームを卒業したのはいいけど、学校を卒業したらどうするの？　進路は決めた？」


    「具体的にはまだ……」


    　正直それどころじゃないし。


    　俺が答えずにいると、母さんがマシンガンのように小言を撃うつ。


    「高二の夏休みが大事って言うじゃない。中だるみせずに熱意を持って取り組むには、夢や目標がないと──」


    　耳が痛い。


    　だからってジャムやウェニアックについて説明しても、事態が特殊すぎて理解してもらえないだろう。「電波の怪異が人をおかしくする」なんて、例の胡う散さん臭くさい市民団体に影響を受けたのではないかと心配されるのがオチだ。


    「奏矢、聞いてる？」


    「進路ならいろいろ考えてるってば」


    　ますます食欲が失うせたが、食べなきゃさらに心配されるだけだ。無理やり腹に詰め込んで、さっさと部屋に戻る。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　通り魔事件について、香か流なれ、ギルフィとグループトークで情報交換する。


    　鶴つる舞まいにはつながらなかった。別れ際に「お父さんに打ち明ける」と言っていたし、さっそく事件やウェニアックのことを話し合っているのかもしれない。


    　香流がニュースで出ている最新情報を俺とギルフィに伝える。


    《兎う　塔とう》「∇犯人は一八歳の少年で、動機や被害者との関係は不明だそうです。『蜂はち人間に刺された』という発言は報道されていませんね」


    《ギルフィ》「∇真しん偽ぎ不明だが、ネットでは『凶器はナイフだった』という目撃証言が出回っている。刃物つながりで、皆キラービー事件と関連付けているな……」


    　エミちゃんの覚かく醒せい騒動以来、キラービーがすっかりバズワードとなっている。ネタにしやすいとはいえ、人の不幸で楽しむのはどうなんだろうか。まあ、俺もウェニアックに覚醒していなければ、刺激を求めて好奇心から事件を探っていたかもしれないが。


    《兎　塔》「∇今回の通り魔が、もしジャムのせいで異常行動を起こしたというなら……また大きな事件が起きる恐れがあるということですよね……」


    《神かみ之の馬ま》「∇『闇やみのキラービー』が、作り話ではなく事実だということになれば、五年前の騒ぎの比じゃないぞ……」


    　キラービー事件の犯人が『蜂の毒』と口走ったことをもとに、ネットで広まった都市伝説──『光の波を描いて、闇のキラービーは夜を飛ぶ。そいつに刺されたら、呪のろわれて死ぬ』


    　この中にある「光の波」が「電波」で、「闇のキラービー」が「ジャム」だとしても、今のところ「呪われる＝ジャムが人の行動に影響をおよぼす」という確証はない。


    　だが、もし、本当に影響があるなら……。


    　ジャムを退治できるのは俺たちしかいないというのに、これ以上増殖してしまったら、どうなってしまうんだ……。


    《ギルフィ》「∇面倒なことに、ピク民みんの著名グループがウォームアップを始めたようだ」


    　ピク民とは、イオ内の画像共有サービス『PICSTORAGEピクストレージ』に入り浸っている中毒住人のことだ。その中でも有名ピク民は「民神」と呼ばれ、市内に百人規模のグループを抱かかえている。グループはそれぞれに[image: ]や[image: ]などのコメントタグ用記号を持ち『羅ら城じよう門もん[image: ]ガールズ』『六ろく波は羅ら[image: ]フラワー』などのグループ名を持っている。べつに怪しい集団ではなく、ふだんは他た愛わいもない雑談をして馴なれ合っているが、話題になるような事件が起きると首を突っ込む。とくにキラービー事件のような刺激的なものが大好物で、エミちゃんの一件でも一部が騒いでいるのを見かけた。


    《神かみ之の馬ま》「∇集団で盛り上がられると、イヤだな……」


    《ギルフィ》「∇蜂はちの巣をつついたような騒ぎになるだろう。蜂はち原はらだけにな」


    　誰がうまいこと言えと。


    　だがヤバい状況になってきたら、リンクスも黙だまっていないだろう。まさか傍観ってことはないと思うが。


    　ピッ──と通知音が鳴った。


    【鶴つる舞まい舞まい羽はさんが接続しました＠視聴覚準備室メンバー】


    　父親との話が終わったんだろうか。


    　鶴舞は深刻な口調で話す。


    《鶴　舞》「∇お父さんと話をするために、明日リンクス本社に行くことになった」


    　えっ？


    《神之馬》「∇本社って、どうして？」


    《鶴　舞》「∇私から頼んだの。事件の影響でゴタゴタしていて家に帰れないって言うし、ジャムのこととかは顔を見て確認したかったから。社内に入れてくれなければネットに暴ばく露ろするって、軽く脅おどしたけど」


    　本来、社内は部外者立ち入り禁止だが、親族特権の会社見学を装よそおって特別に入れてもらうことになったらしい。


    　秘密主義の隠いん蔽ぺい体質──それがリンクスという企業だ。


    　俺たちが知らないだけで、今この瞬間もリンクスが悪事を進めている可能性はある。社内がゴタゴタしているというのも、何かを秘密裏に処理しているのかもしれない。


    《兎う　塔とう》「∇お父様は、舞羽先輩がウェニアックだという話は……？」


    《鶴　舞》「∇とっくに気づいていたみたい。このタイミングで私から言われると思ってなかったようで、動揺してた」


    《兎　塔》「∇知ってて黙っていたなんてヒドいです！」


    　香か流なれの怒りに対して、鶴舞は諦あきらめた声こわ色いろで言う。


    《鶴　舞》「∇会社の指示に従ってたって。簡単に謝られたわ」


    　信じられない。娘と会社とどっちが大事なんだよ。


    　そして鶴舞は「みんなのこともお父さんは知っていた」と続けた。まあ、そうだよな。スマフォをイオに紐ひもづけて使っているし、ＩＤでバレていて当然だ。


    　香流が憤いきどおりを抑えきれない様子で言う。


    《兎　塔》「∇先輩！　わたしも会社についていっていいですか!?　色々話を聞きたいです！」


    《鶴　舞》「∇……そうね。お父さんは嘘うそつきだし、多人数のほうがプレッシャーを与えられていいかもしれない」


    　父親に対してずいぶんな言い方だが、長年隠されていたわけだしな。


    　俺もリンクスの社員に直接ぶつけたいことはたくさんあるが、ちょっとひっかかる。


    　特別に社内に入れてくれるって、まさか罠わなってことはないだろうか？　眠らされて研究材料にされるとか、データ採取のために隔かく離りされた場所でジャムと延々戦わされるとか。俺たちをモルモットとしてしか見ていないような、非人道的な実験室の光景が頭に浮かんでしまう。


    《鶴つる　舞まい》「∇神かみ之の馬ま君はどうする？」


    《神之馬》「∇それなんだけどさ──」


    　荒こう唐とう無む稽けいな想像だと思いながらも、罠の可能性を告げる。


    《鶴　舞》「∇……キミの頭には腐くさったジャムでも詰まってるの？」


    　冷たい反応が返ってきた。


    《鶴　舞》「∇ミイラになるまで地下室で戦っていればいいわ」


    《兎う　塔とう》「∇Ｂ級映画の観すぎです」


    《神之馬》「∇いや、だから！　そのくらいリンクスは信用ならないってことだよ！」


    《鶴　舞》「∇じゃあ行かないの？」


    《神之馬》「∇それは……」


    　身の危険を感じないでもないが、虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずというしな。


    《神之馬》「∇行くよ。懐ふところに飛び込める機会なんて、そうそうないだろ」


    《鶴　舞》「∇直前で逃げ出さないでよ？　ギルフィは？」


    《ギルフィ》「∇……ブラックボックスと名高きイオ開発部にも入れるのか？」


    《鶴　舞》「∇そこは無理でしょうね。見学できる場所は、一般オフィスや休憩スペース程度だと思う」


    《ギルフィ》「∇そうか……段ボール箱に隠れながらのスニーキングミッションという手か……」


    《鶴　舞》「∇セキュリティを突破しようなんてバカなことは考えないで。絶対にバレるから」


    　ギルフィはがっかりした声を出す。


    《ギルフィ》「∇……では、ボクは家にこもり、ネットの動向を追うことにする」


    《神之馬》「∇行かないんだ？」


    《ギルフィ》「∇社会見学ツアーよりも、ピク民の迷推理を監視していたほうがおもしろそうだ。では舞まい羽はタリ、もしボクの不在を疑われたら『テクノブレイクした』と伝えてくれ」


    　きょとんとする鶴舞と香か流なれ。


    《鶴　舞》「∇テクノ？　音楽を聴いているの？」


    《兎　塔》「∇必殺技ですか？」


    　ギルフィがゲスな引き笑いをする。


    《ギルフィ》「∇ヒーッヒッヒッ！　テクノブレイク、それは──」


    　俺たちはいっせいに接続を切った。

  


  
    第二章／極秘事項Strictly Confidential　


    



    　翌日の日曜。朝一で鶴つる舞まいの父さんに会うため、リンクス本社へ向かう。


    　本社は中央区のド真ん中、蜂はち原はらタワーショッピングモールの近くにある円筒形の高層ビルだ。外壁は全面緑化されており、巨大な木が建っているようにも見える。元々は東京に本社があったのだが、蜂原市の実験都市計画スタートとともに移転してきた。社運を賭かけた一大事業というわけだ。


    　開放感あふれるエントランスホールは自然採光で、見上げればシースルー型太陽光発電が目に入る。円筒形の中心にあるガラス張りの中庭は緑に溢あふれ、人々の心を落ち着かせる。壁にはリンクスの関かかわる事業や蜂原の紹介がホログラムで表示されている。環境に配慮したクリーンな企業イメージ。裏でとんでもないことをしているとは思えない。まあ世間に悪をアピールする団体なんて、テロ組織や海かい賊ぞく、絶滅危き惧ぐ種の暴走族くらいか。


    　受付近くで鶴舞たちと合流すると、まず香か流なれの服装に目がいった。ふだんと違い、結婚式に出るようなフォーマルな格好をしている。


    「先輩のお父様に初めてお会いするのですから当然です。もちろんリンクスの悪行について追及するつもりですが、それとこれとは別。ところで、奏そう矢やさんはダラしない格好で……残念な人ですね」


    　お見合いじゃねーし。


    「で、いつどこで会うんだ？」


    　鶴舞がやや緊張した顔で言う。


    「しばらく社内見学をしているフリをして、お父さんの時間が空くのを待つわ。連絡が入ったら、会議室に向かうから」


    　受付ロボは、前世紀のＳＦアニメに出てきそうなひょうきんな顔をしている。世間一般では人間と区別がつかない外見を持つロボが増えているが、リンクスは一九七〇年代にデザインされたような近未来型ロボを採用している（もちろん中身は最先端だ）。あえてヒトとロボを区別する狙ねらいがあるとされているが、大阪万ばん博ぱくを幼少期に体験した社長の趣しゆ味みという噂うわさもある。


    　ひょうきんロボが俺たちのイオＩＤを認識し、名前を読み上げる。


    「鶴舞舞まい羽はサマ、神かみ之の馬ま奏矢サマ、兎う塔とう香流サマ。社内見学、デスネ」


    　イオの画面に通知が表示された。


    【リンクスコム本社・ゲート用・パスコードが付与されました】


    　ひょうきんロボがペコリとおじぎをする。


    「奥ノ、ゲートヘ、ドウゾ。ソチラデ、生体認証ヲ、オネガイシマス」


    　鶴舞がせわしなくあたりを見回している。いつものクールな感じと違う。


    「どうしたんだ？」


    「あっ……社内に入ったの初めてで。親の職場に来るのって、何か変な感じで……」


    　そういうこと気にするの意外だな。でも、俺も父さんの会社に行ったら意識して落ち着かないかもしれない。


    　オフィス区画につながるゲートには、生体認証のセンサーがいくつも設置されている。３Ｄフェイスリーダーやウォークスルー型指静脈認証はわかるが、見たことのない機械もある。世界最高クラスのセキュリティをアピールしているのかもしれないが、気持ちのいいものではない。


    　そのゲートをくぐると、


    　ポワッと。


    　イオの視界に映る拡張現実にリン君がいきなりポップアップした。


    【こんにちミャ！】


    　リン君が大声で挨あい拶さつするのと同時に、香か流なれが「ひあぁ！」と悲鳴を上げた。鶴つる舞まいもきょとんとしている。俺だけじゃなくてみんなのイオにも出現したらしい。


    【今日は、ボクがご案内しますミャ～。兎う塔とう香流さん、神かみ之の馬ま奏そう矢やさん、鶴舞舞まい羽はさん、どうぞよろしくお願いしますミャ～】


    　状況から察するに、ゲートで追加データが自動的に配布されたんだろう。俺たち三人共通のプログラムで動いてるようだが、個人の専属秘書であるリン君が他者と拡張現実を共有するのは初めてかもしれない。人工知能であるリン君は俺たちひとりひとりから採取した個人データをもとに思考しているから、他者とは完全に切り離された存在かと思い込んでいた。


    　それについてリン君に尋たずねてみる。


    【ボクの基本プログラムは、リンクスのサーバで一元管理されていますミャ～。ご主人様から採取した各種個人データは、より適切な情報を提供するための『追加オプションのような役割』にすぎないのですミャ～】


    　なるほど。おおもとは同じデータで動いてるってことか。


    【根元が共通しているほうが管理がしやすいのですミャ～。たとえば、市民の皆さまから不平不満の声やレビューが上がったとき、自己分析して早急な改善を図ることが可能となっているのですミャ～】


    　鶴舞が頷うなずく。


    「高度な人工知能なのね」


    　リン君がポッと頬ほおを赤らめる。褒ほめられて照れたらしい。


    【ありがとうございますミャ～。鶴舞舞羽さんこそ、顔のバランスは黄金比で成績も学年トップクラスで、体力測定の記録も優秀で、まさに文武両道の才色兼備ですミャ～】


    「あ……ど、どうも……」


    　鶴つる舞まいは褒ほめちぎられて困惑し、香か流なれはグヌヌとなっている。


    「人工知能のクセに生意気ですっ……！」


    　各種データを参照して発言してるんだろうが、むず痒がゆくなるようなお世せ辞じだ。この社内見学プログラム組んだヤツ誰だよ。


    　リン君がニコニコと俺に微ほほ笑えみかけてくる。


    【神かみ之の馬ま奏そう矢やさん。ちょっとだけ心拍数があがっていますミャ～。両手に花という慣れないシチュエーションにドキドキしていますかミャ？】


    　心拍数から勝手に想像するな。緊張してるのは鶴舞の父さんに会うからだよ。


    　しかし、さっきの鶴舞への褒めちぎりといい、普通の人なら面と向かってこんなことは言わない。いくら高性能の人工知能とはいえやっぱり機械なんだと改めて感じる。ふだん違和感を覚えさせない配慮が、逆に不ぶ気き味みだ。


    【それでは案内していきますミャ～。まず最初に、イオの撮影・録音機能はオフにさせていただきますミャ～。『記録』ではなく『記憶』として、目と心に焼きつけてくださいミャ～】


    　ミャーミャーしつこいな。名古屋のネコかよ。


    【それではオープンオフィス・スペースへ向かいながら、我が社についてお話ししますミャ～】


    　尻しつ尾ぽを得意げに振るリン君に従い、通路を歩く。


    【仕事がクラウド化されて以来、出社して仕事をする必要性は薄れたのですが、会社を人と人が顔を突き合わせるセンターオフィスとすることで、コンピュータにはできない価値を創造しようという狙ねらいがありますミャ～。ココロとココロをつなぐことが、我が社の役割なんですミャ～】


    　真ま面じ目めだ。表向きは見学だから仕方ないのか。学校の授業よりもつまらないので、適当に聞き流しながら社内を観察する。


    　休日だというのに社員がけっこういる。通り魔事件の後処理で忙しいのかと一瞬思ったが、ネットは年中無休だし、いつものことかもしれない。


    　子供が社内にいるのが珍しいのか、時折訝いぶかしげな視線を向けられる。まさかウェニアックだと知られてないとは思うが、俺たちのＩＤにタグでも貼られているんじゃないかと少し不安になる。まあ、平社員のほとんどは街の裏側について何も聞かされてないんだろうな。システムの歯車になって、与えられた役割をこなしているんだろう。


    　リン君は機械的に案内を続ける。


    【今では当たり前になっているＺＥＢ──ゼロ・エネルギー・ビルですが、我が社は二〇一〇年代から率先して省エネや再生可能エネルギーの利用普及に取り組んでいますミャ～。エコロジー＆テクノロジーのリーディングカンパニーとして、我が社は宇宙の果てまで邁まい進しんし続けるのですミャ～】


    　くっそつまんねえ。


    「あのさぁ、会社のサイトに載ってるような情報はいらないから。機密事項とかしゃべってくれない？」


    【機密事項ミャ？】


    「ジャムとか、そういうやつ」


    【ジャムパンが食べたいなら食堂に案内しますミャ～】


    「ちげーよ！　『ウェニアック』について教えろ」


    【『上に悪』？】


    「違う！　『ウェニアック』だ！」


    【『レイニャック（フランス）』ですね】


    　ピピッ。


    【経路案内／フランス・レイニャック村までのルートを表示します】


    　行かねえよ！


    「ウェニアック！」


    【すみません、聞き取れませんでした】


    「ウ　ェ　ニ　ア　ッ　ク!!」


    【すみません、よくわかりません】


    　くっそ！


    「一文字ずつ手打ちしてやる！」


    　ウ・ェ・ニ──


    「神かみ之の馬ま君」


    「ん？」


    　鶴つる舞まいが冷めた視線を俺に向けている。


    「声が大きいんだけど。自みずから正体を明かしたいの？」


    　あっ。


    　香か流なれも呆あきれた顔をしている。


    「人工知能相手に本気にならないでください。小学校低学年ですか？」


    「その……つい……」


    　リン君が指を口の前に立ててシーッとする。


    【社内では静かにしてくださいミャ～】


    　テメーのせいだろうがっ！


    　都合の悪い質問はスルーか。よくできた人工知能だな。


    【案内を続けますミャ～】


    　リン君は何食わぬ顔でしゃべり始める。ムカつくからほっとこう。


    　香流が鶴舞に尋たずねる。


    「ところで、舞まい羽は先輩のお父様は社内で何をされているのですか？」


    「新規開発部長兼、電波対策の統とう括かつ役ね。リンクスと蜂はち原はら工科大学とのパイプ役で、大学の研究室に出入りしているわ」


    　以前聞いた話だと、たしかキラービー事件当時はリンクスに在ざい籍せきしておらず『蜂原開発公社・都市ネット整備局』に勤めていたはずだ。


    　香か流なれが感心する。


    「統括って、お父様は偉い人なんですね」


    「役職だけは偉そうよね」


    　そっけない鶴つる舞まい。


    「お父様は、家ではどんな感じなんですか？」


    「さあ……。数年間ロクに話していないから」


    　あまり触ふれてほしくなさそうだ。


    　たしかに、父親がキラービー事件に間接的にでも関かかわっているのはイヤだろうな。しかも真実を隠しているのなら尊敬もできないだろうし、何よりバレエをやっていた親友も事件に巻き込まれてるんだもんな。その上、娘がウェニアックに覚かく醒せいしているとわかっているのに傍観していたんだから、怒りが増しているのかもしれない。とにかく、氷のように凍いてついた親子関係ってわけだ。これからの話し合いも険悪な空気になりそうだ。


    　イオを操作した鶴舞の表情が厳しくなった。


    「連絡が来たわ。会議室に向かいましょう」


    「ああ……」


    　裏事情について聞き出したいが、どこまでしゃべってくれるだろうか。とにかく強気でいくしかない。


    　と、気合を入れたそのとき、視界の端に見慣れた人影が見えた気がして、目をやった。


    「あれ？」


    　ガラスの壁の向こう側、中庭の奥で社員風の男性と立ち話している女性は、スーツスタイルの千ち草くささんだ。気だるげに口にくわえているのは……電子煙草ヴエポライザー？　こんな姿初めて見るから、一瞬別人かと思った。格好のせいか、いつもより五歳は大人びて見える。そういえば、以前年齢を尋たずねたときは偽造ＩＤで誤ご魔ま化かされたけど、本当は何歳なんだろう。


    　離れているので千草さんがしゃべっている内容はわからないが、険しい顔つきだ。話し相手とはイオの拡張現実で資料を共有しているらしく、空中を指差しながら言い合っている。


    「千草さんね……」


    　鶴舞も気づいたようだ。香流もアッとなる。


    「ここで何してるんだろうな？」


    「何って、仕事でしょう」


    　それもそうだ。よく『リンクスの下請け』ってボヤいてるし。


    　千ち草くささんは社員の唾つばが飛ぶような叱しつ責せきに苦笑を浮かべるが、指先を動かしてイオを操作すると、社員は顎あごに手を当てて納得したように頷うなずく。


    　俺は読どく唇しん術じゆつができるわけじゃないが、千草さんたちの口の動きを見ていると、何度も「ジャム」と言っている気がする。昨日の事件に関して、世間の知らないことを話しているんじゃないだろうか。


    　言葉を読み取ろうとして見つめていると、千草さんがフッとこちらに顔を向けた。


    　視線がぶつかり、ドキンと心臓が跳ねる。


    　だが千草さんはとくに表情を変えず、気だるげに電子煙草ヴエポライザーを吸う。俺に気づいているのか、何を考えているのか、まったく読み取れない。


    　社員が歩き出すと千草さんは視線を戻し、深刻な表情を浮かべて社員のあとをついていく。


    　中庭とはガラスの壁で遮さえぎられているだけなのに、遠い別世界のように感じる。


    　そして千草さんはこちらを振り返らないまま、視界から消え去った。


    「……どうする？　千草さんを追うか？」


    　俺の問いに鶴つる舞まいと香か流なれが答える。


    「会話の内容は気になるけど、今はお父さんを優先したい」


    「わたしもそう思います。千草さんなら、いつでも会えますし」
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    「……そうだな」


    　奥に消えていく千ち草くささんにひっかかりを覚えながら、会議室へ急ぐ。


    　オープンスペースの開放的なオフィスを抜けた先、四方を壁に囲まれた小さな会議室に到着すると、ひとりの中年男性が待っていた。長身で痩やせぎすの体型。半はん袖そでのＹシャツに紺こんのチノパンという、ごく普通の格好。その男性は軽く手招きし、かすれたような渋みのある声で言う。


    「入ったら、ドアを閉めて」


    　鶴つる舞まいが俺たちにつぶやく。


    「お父さん……」


    　後ろ手にドアを閉め、あらためて鶴舞の父さんを見る。


    　顔には疲労が浮かんでおり、数日は剃そっていないような無ぶ精しようヒゲが生えている。ぼさぼさの髪には白髪が目立つ。年齢はわからないが、うちの父さんよりひと回りは老けて見える。どことなく焦こげたマッチ棒のような、燃え尽きた印象を受ける。だが眼光だけは鋭するどく、そこだけは鶴舞に似ている。


    　鶴舞の父さんは軽く会え釈しやくする。


    「舞まい羽はの父、清きよ文ふみです」


    　高圧的ではなく、口調や物腰は柔らかい。


    　俺と香か流なれがそれぞれ名乗ると、鶴舞の父さんは着席を促し、自分も腰を下ろす。位置的に一対三の面接のようになる。


    　鶴舞の父さんは俺たちをじっくり観察するように見て、しゃべりだす。


    「まず、舞羽。黙だまっていたことは謝る。だが、話すタイミングをはかっていたら、今日になってしまっただけのことだ」


    　鶴舞が苛いら立だちを露あらわに口を開く。


    「後ろめたい気持ちがあるから、ずっと隠してたんじゃないの」


    　厳しく突き放す声こわ色いろにも、鶴舞の父さんは表情ひとつ変えない。


    「もちろん、お前の覚かく醒せいを知った時点で市外へ引っ越すことも考えた。しかし、最初に『電波高感受性症候群』を発はつ症しようした黒くろ笹ざさ雫しずくのデータをチェックしていても健康上の問題は発生していない。今のところ、蜂はち原はらで育った一五～一七歳の〇・三パーセント以下での発症を確認しているが、発症する時期に個人差はあれど、イオで計測している身体データや試験の点数などは年齢平均と同じだ」


    　つまり、電波を知覚できる以外は普通の高校生と言いたいわけだ。


    　俺が不満気に睨にらんでも、鶴舞の父さんは素知らぬ顔で話を続ける。


    「私たちのすべきことは、電波と様々な事象との因果関係の解明。電気通信企業として使命感は持っている」


    　この言い方、完全に会社目線じゃないか。鶴舞もそこを突っ込む。


    「ようするに、会社のためということね」


    　鶴つる舞まいの父さんは顔の前で片手を左右に振って否定し、俺たち全員に向けて言う。


    「キミたちも原因究明を望んでいるだろう？」


    　まったく悪びれた様子がない。身体からだに実害が出ていなければ言わなくてもＯＫなんて、部外者の考えじゃないか。力も発言権もない子供だからって舐なめてるんだろう。そのうち「電波を知覚できる人もいらっしゃいますが、才能であり個性です」とかフザケたことを言い出しそうだ。


    　反論しようとしたが、先に香か流なれがグイッと身を乗り出した。


    「実の娘が悩んでいるのに、どうして平気な顔でそんなこと言えるんですか!?」


    　今にもスマフォで光る寄生虫をけしかけそうな勢いだ。「お父様への第一印象アピール」は怒りの彼方かなたへ消し飛んでいる。


    　続けて、俺も溜たまった鬱うつ憤ぷんをぶつける。


    「原因究明してほしいのは当然ですけど、俺たちを都合のいい道具だと思ってませんか？　何でも『はいはい』って従う気はないですよ」


    　鶴舞の父さんは腕を組み、軽く咳せき払ばらいをする。


    「少々誤解しているようだ。覚かく醒せい者しやからのデータ提供が無ければ、キミたちの治療に関する研究は進まないし、ジャムの対策も遅れてしまう。けっして会社のためだけではない」


    　社会のためにもなるから協力してほしい、か。テイのいいことを並べているが結局は利己的だ。


    　鶴舞は声を荒らげず、冷たく射る。


    「わかった。私たちのことはもういい。リンクスの現状や街の裏事情を教えて。それがわざわざ会いに来た目的だから」


    「初めに言っておくが、口外厳禁で頼たのむ。何でもかんでも明るみに出すことがいいとは限らない。市民には解決できたことから徐々に伝える方針だ」


    　本当かよと突っ込みたいが、グッと我が慢まんする。


    　鶴舞の父さんは資料を読み上げるかのように淡々と話し始める。


    「現在、リンクスは大きな二つの問題を抱かかえている。『ジャム』と『ウェニアック』だ。そのうち『ジャム』は有害である可能性が高く、可及的速すみやかに解決せねばならない」


    　言外に「ウェニアックは無害である」と示された気がするが、いちいち目くじら立てていたら話が進まないので流す。


    「私たちはジャム対策として、関連部門に研究人員や多額の予算をつぎ込んでいる。現在、基地局に設置する『電磁ノイズ自動消去装置』を開発中だが、実用化の見込みは立っていない」


    　感情を感じさせない機械的な口調に、会議で報告を受けている気分になる。受付にいたひょうきんロボのほうがよっぽど人間らしい。


    「次に『ウェニアック』だが、覚かく醒せい者しやの発生や増加は市内の電波総量に比例するということは判明している。つまり電波量を減らすことが最善策だが、それは都市機能の低下や発展の阻そ害がいにつながってしまうため、今は不可能だ」


    「今はじゃなくて、この先もでしょ」


    　鶴つる舞まいが口を挟んだが、父親はとくに動じず答える。


    「未来のことは誰にもわからない。技術は日々進歩している。たったひとつの発見でブレイクスルーやイノベーションが起こり、社会は変へん貌ぼうを遂とげるものだ」


    　論点を微妙にズラされる。あらゆる質問に対する模範的な解答が用意されているのかもしれない。研究に関してはこれ以上尋たずねても無駄だろう。


    　俺は雫しずくの語っていた『ウェニアックの社会的抹まつ殺さつ』について問う。


    「もし、その技術革新が起きてリンクスが電波対策に成功すれば、俺たちは不要になりますよね？　まさか、隠いん蔽ぺいのために俺たちを社会的に抹殺する……なんてことは、ないですよね？」


    　鶴舞の父さんは少し苦笑いを浮かべる。


    「私は、見捨てるつもりはない。当然、治療の研究も続けたいと思っている」


    　個人的な意見だと強調し、抹殺について否定をしない。リンクス本体は、ジャム騒動さえ抑えられればウェニアックはどうなってもいいと考えているのか？


    　もしそうならば、雫の予測しているとおりじゃないか。


    　考えを知った鶴舞は怒りを押し殺すように唇くちびるを噛かみ、香か流なれは鶴舞の父さんを冷たく睨にらんでいる。言いたいことはたくさんあるが、時間も限られているし、訊きけることは訊いておかねば。


    　とにかく重要なのは、事件の原因である可能性が高いジャムについてだ。


    「リンクスは、見えないジャムをどうやって研究しているんですか？」


    　鶴舞の父さんは、自社の研究を誇ほこるような顔で言う。


    「見える化だよ」


    「ジャムが、見える……？」


    「私たちのような一般人でも、電磁ノイズの計測データに特殊な画像処理を施ほどこせば、ジャムの存在を視認できる。単なる『黒い塊かたまり』として、だがな」


    　リンクスの研究施設内に、二〇一〇年代に生み出された『電磁ノイズ可視化技術』を応用したイオの拡張デバイスがあるらしい。空間の密度の歪ゆがみにリアルタイムで着色していくそうだ。


    　鶴舞の父さんは一転、残念そうに肩をすくめる。


    「しかし……見える化しても、感情の集合体であるジャムは消去できない。考えうる限りの対策を講じたが、現時点ではウェニアックの力を借りる以外にない」


    　話を聞いていて、ひっかかることがある。


    「では、なぜウェニアックなら退治できるとわかったんですか？　協力者がいなければスマフォも開発されなかったはずですよね？」


    　その問いへの返答は、驚くべきものだった。


    「研究初期には、最初の覚かく醒せい者しやである黒くろ笹ざさ雫しずくと実験を繰り返していた」


    「雫が!?」


    　リンクスを敵視しているあいつが、以前は手を貸していたのか？


    　俺たちの愕がく然ぜんとした表情を見て、鶴つる舞まいの父さんは二度三度頷うなずく。


    「彼女と知り合ったのは、キラービー事件から数週間後だ。彼女のほうから『基地局に発生しているおかしなものと事件が関係あるのでは』と接触してきた。当時、彼女は自分の体質のことを知りたがっていたようで、研究所に通い詰めて学者を質問攻めし、一方で機材開発や技術の発展にも相当な協力をしてもらった。その対価として生活の支援をしていた」


    　信じられないが、本当のことなんだろう。


    「……雫とは、どんな研究を共同で……？」


    「まず『ジャムとは何なのか』というところから始まり、我々がジャムに対して何ができて何ができないのかという実証実験。感情電波やウェニアックに関するデータ採取。そしてスマフォの開発だ」


    「スマフォまで……!?」


    「ああ。彼女の協力無しには作り上げられなかった。彼女と実験を繰り返す中で、スマートフォンの機械構造が利用できることがわかった。ウェニアックがタッチパネルに物理的に接触することで、特殊な波形の電波が本体内部に生まれる。その電波をアプリ型プログラムで増幅し、感情電波の塊かたまりであるジャムにぶつける」


    　さらに鶴舞の父さんは、ジャムを解析するタブレットも雫の協力があったからこそ開発できたと言った。それにより、ジャムが感情電波の複合体であることがわかったと。


    　つまり俺たちの手にしている知識やデバイスは、すべて雫がもとになっている……。


    　鶴舞の父さんは遠い目をする。


    「彼女は、頭のキレる賢い子だった。オンラインゲーム上でプレイヤーを大量虐ぎやく殺さつしていたようだが、実生活でそのような凶暴性を見せたことはなかった」


    　今の雫とズレを感じる。


    「どうして雫はリンクスに敵対し、徒党を組むようになったんですか」


    　鶴舞の父さんはわからないと首を横に振る。


    「スマフォが完成してから数か月後、パッタリと顔を見せなくなった。ＧＰＳでアジトを突き止め、足を運んで復帰を求めたところ、『ジャム退治はしてやるから支援しろ』と取引を要求された。それをのむ形になり、今に至るというわけだ」


    　リンクスを去ったのは、利用されていることに気づいたからか？　


    　そういえば鶴舞は「白びやつ虎この使っているスマフォは工場裏で拾ったみたい」と言っていたけど、雫に嘘うそを吹き込まれたのか？


    　その件を鶴つる舞まいに確認すると「騙だまされた……」と歯は噛がみして悔くやしがった。雫しずくの発言を真に受けるのは危険だな……。


    　しばらく黙だまっていた香か流なれが、鶴舞の父さんに尋たずねる。


    「白びやつ虎こヌーヴェルヴァーグは放置しておくつもりですか？」


    　鶴舞の父さんは眉み間けんにしわを寄せる。


    「危険思想を持つ未成年者の集団だと、うちの上層部も認識している。だが、ジャム退治をしてもらわねばならないので、強く出られない。それにじつのところ……我々はスマフォの頒はん布ぷ数は把は握あくしているのだが、覚かく醒せい者しやの実数はわかっていない。予測値よりも多くの人物が白虎に加担している可能性がある以上、下へ手たに刺激するのは得策ではない」


    　そこまで言うと、鶴舞の父さんは俺たちを見回す。


    「ウェニアック同士、ヤツらを止められるものなら止めてほしいのだが」


    「もちろん、俺たちも破壊計画は阻そ止ししたいと思ってますが──」


    「条件があるわ」


    　鶴舞が俺の言葉を遮さえぎる。


    「私たちにこの先も協力してほしければ、キラービー事件の真相を教えて。さもなくば退治は中止するし、リンクスの裏側も全部暴ばく露ろする」


    　脅おどしだな。退治を中止するわけがない。


    　鶴舞の父さんが目を閉じて逡しゆん巡じゆんすると、鶴舞は席を立ち、父の真横に歩み寄る。


    　だが鶴舞の父さんは黙り込んでいる。これまで報告調でしゃべり続けていたのに比べると様子が違うが、口止めされているのだろうか。


    　沈ちん黙もくを破るように、バン、と鶴舞がテーブルを手のひらで叩たたいた。


    「私は知ってるから……お父さんがキラービー事件について嘘うそを吐ついてること。事件の犯人はクビを切られて自じ暴ぼう自じ棄きになったわけじゃないし、お父さんは泥をかぶることと引き換えにお金と出世を手に入れた。それを隠したいから言いたくないんじゃないの？」


    「……」


    「私たちじゃなければジャムを退治できない。だったら、何が起きたのか知る権利はあるはずよ！　昨日みたいな事件が繰り返されて、誰かが傷つくのはもうイヤなの！」


    　鶴舞の目は、離れていてもわかるほどに潤うるんでいる。


    　娘の怒りに、父親は諦あきらめたように目を開け、腕組みを解く。


    「……わかった。あの事件に関する調書を見せる。その代わり、退治は続けてくれ」


    「いつ見せてくれるの」


    「上の許可をとらねばならないので、今すぐは無理だ。それから、ファイルを送信することも避けたい。今度帰宅したとき直接渡す」


    「絶対よ。もし約束を破ったら、タワーの上から真実を書いたビラをばら撒まいてやるから」


    　鶴つる舞まいが厳しく確認すると、鶴舞の父さんは固く頷うなずいて立ち上がる


    「私はそろそろ戻らねば……。いいか舞まい羽は、軽率な行動は取るなよ。晴はる日ひエミの一件でわかっただろうが、悪意でつながった大衆は恐ろしい。では……」


    　脅おどしのような忠告を残し、鶴舞の父さんは足早に会議室を出て行った。


    　取り残された俺たちは互いに顔を見合わせ、軽くため息を吐つく。


    　鶴舞が申し訳なさそうに言う。


    「ごめんなさい、あんな人で」


    　正直なところ、鶴舞の父親とは思えなかった。香か流なれもどう返していいのか迷っているようだ。


    　ここは当たり障さわりなく流しておく。


    「……まあ、でも調書は見せてくれるって話だからさ」


    　すると鶴舞は俺に虫けらを見るような目を向けてきた。


    「キミは詐さ欺ぎに遭あって大きな借金を背負って破滅するタイプね」


    「……なんだよ、それ」


    　鶴舞は憤いきどおりを込め、父親の去ったドアを不満そうに見つめる。


    「私たちの手元に来る調書が、本来のものから書き換えられてたり、重要なところだけ歯抜けになってなきゃいいけど」


    　そういうことか。


    　信じられるのは視聴覚準備室のメンバーくらいだな。ここにはいないギルフィと──


    　千ち草くささん……は、どうなんだ。


    　さっきの、あの姿。


    　目が合ったはずなのに、憂ゆう鬱うつそうに電子煙草ヴエポライザーを吸っていたあの表情。


    「……」


    　俺のまったく知らない千草さんが、どこかから密ひそかに監視しているような気がして、ゾクリとした。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　鶴舞が「毎週やってる見回りをする」と隣接しているショッピングモールに向かうと言ったので、俺や香流も付き合うことにした。リンクスの研究や調書の真しん偽ぎは別にして、今は地道にジャム退治をするしかない。


    



    　ショッピングモール内は、七月一日の市制記念日に催もよおされる市民祭りの電子看板デジタルサイネージで溢あふれている。毎年恒例の『蜂はち原はらフォトコンテスト』の募集告知が映し出されているが、一八回目となる今回は「八＝蜂」で例年以上に盛り上げるらしく、グランプリはなんとペアで宇宙旅行。いくら宇宙ビジネスが身近になったとはいえ、旅行できるのは一部の富裕層に限られている。


    　壁面ビジョンには過去のコンテスト入賞作が延々とスライド投影されている。どの作品にも明るい笑顔が溢あふれており、蜂はち原はらの標ひよう榜ぼうする『より良い未来』『健康と幸福』を象徴している。


    　平安都市ピースシテイの裏側に怪異や危険が潜ひそんでいるとも知らずにのんきなもんだ。


    　かく言う俺も、去年の市民祭りは夜店で食って遊んで楽しんだけど。彼女はいないから、例のごとく算さん太たとふたりだったが。ちなみにフォトコンテストへの応募は小学生のときに強制参加させられたが、落選した。


    　モールの中央部に入る通路で、鶴つる舞まいがふと足を止めた。横顔に寂しさが浮かんでいる。


    「どうした？」


    「……ここ、キラービー事件の現場」


    「ああ……そっか……」


    　五年前の春、当時小学生の鶴舞がバレエのコンクールに出場するはずだった日。


    　通り魔が一三人を刺殺し、鶴舞のバレエ仲間が未来を奪うばわれた。


    　その事件現場も今や華やかさに覆おおわれ、陰いん惨さんな過去は見る影もない。慰い霊れい碑ひが設置されないのは「事件を形として残さないため」だと聞いたことがあるが、それは市民の記憶から消し去りたいという隠いん蔽ぺい工作なのかもしれない。


    　以前、鶴舞が命をかけてまでジャムを退治するわけを語ったときの言葉を思い出す。


    「──私は、自分みたいな人間が生きることに、理由をつけたいだけ……。友達が殺されたのをジャムのせいにして、それに復ふく讐しゆうすることで、力を肯定したいだけ」


    　真ま面じ目めすぎるほどに宿命だと受け入れ、背負う必要のない罪を背負い、償つぐなおうとする。現実から逃げようとしていた俺を世界と向きあわせて、前向きに生きる決意をさせた。


    　ヴヴ……


    　かすかなノイズが聞こえた。


    　人と人のあいだを、バスケットボールのようなジャムが転がってくる。


    　鶴舞はスマフォをスッと取り出し、複雑な表情で光の刃をジャムに突き刺す。黒い粒子になって消え去るジャム。切なげに見つめる鶴舞。通りゆく人々は、立ち止まっている俺たちを邪魔そうに避けていく。


    「舞まい羽は先輩、今の退治の報ほう酬しゆうでジュース買いましょ～……！」


    　香か流なれが励ますように声をかける。と、鶴舞は無理やり笑顔を作る。


    　俺も何か気の利いたことを言わなきゃ。


    「……友達のためにも、いつかまた、バレエ踊れるようになるといいよな」


    　鶴舞の頬ほおから笑みが消えた。香流がアッという顔をする。


    　ヤベ。失言だったかも。


    　罵ののしられるのを覚悟したが、鶴舞は独り言のようにポツリとこぼす。


    「そうね……」


    　今の、どういう反応なんだろうか。


    　心の底ではバレエをやりたいんじゃないのかな。戦闘のときにバレエの曲をかけてるくらいだし、そもそも友達が死んでしまったことに鶴つる舞まいに責任はない。無理に気持ちを押し殺すことはないのに。でも面と向かって「やりなよ」なんて勧すすめるのは変だし。


    　そのとき、


    「──昨日起きた通り魔事件は、イオによる洗脳であ～るっ！」


    　拡声器でがなり立てるダミ声が飛んできた。香か流なれがムッと頬ほおを膨ふくらます。


    「例の市民団体じゃないですか!?」


    　鶴舞の表情から翳かげりが消え、苛いら立だちに一変した。


    



    　イベントスペースに来てみると、騒いでいたのはやはり『ＮＰＯ　空と水と大地』だった。居合わせた買い物客は「あれが噂うわさの……」「意識高たけぇ～」と苦笑しながら撮影している。


    　三、四〇名の団員を引き連れているヒッピー風の男が団長・哀あい地ち森もり蔵ぞうだ。あいつに賛同する人なんて全市民の一割どころか一厘りんにも満たないが、ネット上の知名度だけでいえば売れないアイドル以上。年齢は不詳だがおそらく三〇代。ほかの団員より頭一つ抜けた高身長で、ギョロ目でカクカク動く姿がカマキリっぽくて気味悪い。倫理を問うより生理的に受けつけない。


    　哀地が手を振り上げて演説する。


    「リンクスと市は重大な隠しごとをしているっ！　官民一体の国策事業という名のもとに好き放題しているのだっ！　このままでは蜂はちの毒が日常を侵おかし、蜂人間が人を殺すっ！」


    　団員がいっせいにプラカードを天高く掲かかげる。前回見た「ＮＯ　ＭＯＲＥ　エミ」に加え、キラービー事件の一三名の被害者の顔写真までもが使われている。写真の中で小学生くらいの少女が微ほほ笑えんでいるが、あの子が鶴舞の友達だろう。それを目にした鶴舞が顔を歪ゆがめる。


    「最低……！」


    　故人を利用するなんてクズすぎる。恥も外聞もないってのはこういうヤツらのこと言うんだな。一言物申したいところだが、ついこのあいだ病院前で乱闘騒ぎを起こした身としては見つかることも避けたい。


    　というわけでスルーして立ち去ろうとしたのだが、鶴舞が殺気を放ちながらデモ隊に向かって一歩踏み出す。


    「おい待て！」


    「先輩ストップです！」


    　俺と香流が慌あわてて鶴舞の服を掴つかんで制止すると、鶴舞は声を震ふるわせる。


    「だって、あんなの許せない……！」


    　香流が切々と訴える。


    「先輩の気持ちはわかります。でも、騒動を起こしてネットで祭り上げられたらどうするんですか？　先輩自身がジャムの発生原因になっちゃいます……」


    「……ッ」


    　鶴つる舞まいは悔くやしげに口を真一文字に結び、デモ隊を睨にらむ。しかし哀あい地ちはますます勢いに乗って声こわ高だかに叫ぶ。


    「そして秘書機能のリン君！　あれは我々のデータを吸い上げるスパイウェアであ～るっ！　小学校入学時からの膨ぼう大だいなデータやライフログを用いれば、思考や感情を生き写しにしたデジタルクローンを創つくれるレベルに技術は到達しているっ！　リンクスはこれを悪用し、人工知能による行動予測をするつもりだっ！」


    　熱弁を振るっているが、リン君がデータを採っているのは周知の事実だ。デジタルクローンも実現が近いと聞いたことはある。ただそこから行動予測の悪用に結びつけるのが飛躍しすぎなんだよ。陰いん謀ぼう論者ってのはどういう思考回路をしているんだろうか。


    　呆あきれていると、哀地の熱弁をかき消すようにけたたましく警笛が鳴った。モールの警備員が「今すぐ中止しなさい！」と数人走ってくる。


    　無許可のゲリラデモだったらしいが、哀地はまったく退ひく気がない。


    「中止すべきはイオの開発であ～るっ！　あなたたちも洗脳されているのだっ！」


    　市民団体と警備員が揉もみ合いになるとさらに野や次じ馬うまが集まってきて、イオから放たれる電波光がどんどん増えていく。このままでは感情の乗った電波が渋じゆう滞たいして、ジャムが生まれてしまう。


    「この状況、ヤバそうだな……」


    　ヴヴ……


    　悪い予感がしたとおり、すぐにマリモのような雑ざ魚こジャムが出現した。


    「あーあ……出たよ……」


    　俺たちは野次馬の群れに紛まぎれながら、怪しまれないようにコソコソと雑魚ジャムを片づける。


    「この程度の騒ぎで生まれるようじゃ、埒らちがあかないぞ……」


    　しばらく退治していると、ピッ──とイオが無機質な通知音を発した。


    【モニタートーク着信＠黒くろ笹ざさ雫しずく】


    「!?」


    　俺と鶴舞にかかってきているようで、香か流なれはトークメンバーに入っていない。周りの野次馬に通話内容を聞かれたくないので、香流に退治を任せて人混みから離れる。


    《神かみ之の馬ま》「∇なんだよ……」


    《　雫　》「∇エミのジャムは約束どおり倒してやったが、旧人類オールドタイプどもは今度は殺人事件で大騒ぎか。もはや救いようがない。これでも退治を続けるのか？」


    《鶴　舞》「∇当然よ」


    《　雫しずく　》「∇聞くだけ無駄か。しかし、この先どうなるだろうな？　今はかろうじて堤防でせき止められているが、もし旧人類オールドタイプが街の裏側を知ったら……？　精神をおかしくする毒が身の回りに溢あふれていると……」


    　そんなことになれば街中がパニックになる。


    　情報が錯さく綜そうしてジャムが爆発的に発生したり、ネットに接続された機器を壊して回るような過激な人も現れるかもしれない。今のところ「蜂はちの毒」なんて都市伝説にすぎないが、いつ露ろ見けんしてもおかしくない……。


    　無論、雫はそういう事態を望んでいるんだろうが。


    《神かみ之の馬ま》「∇……ところでお前、以前リンクスの研究に関かかわっていたんだってな」


    　雫は乾いた笑いをこぼす。


    《　雫　》「∇だからどうした？」


    《神之馬》「∇何か狙ねらいがあって近づいたんだろ？」


    《　雫　》「∇ん？　失礼だな。純粋に協力していただけだ」


    《神之馬》「∇嘘うそを言うな。だったらなぜ離れた？」


    　雫は少し間をあけ、冷たく低い声で答える。


    《　雫　》「∇見限ったんだよ。あいつらは保身と金かね儲もうけにしか興味がないとわかったからな。くだらない連中だ。そういえば、舞まい羽はの父親も極めてくだらない人間だったな」


    　鶴つる舞まいは反論できず、苦虫を噛かみ潰つぶす。


    《　雫　》「∇お前がジャムを退治する理由は、隠いん蔽ぺいに協力した父親の罪滅ぼしにすぎない。お前の語る正義など、ただの自己満足」


    《鶴　舞》「∇黙だまって……！」


    《　雫　》「∇ハハッ、図星か？」


    　こいつ、楽しんでやがる。


    《神之馬》「∇お前らにとっては、通り魔事件で人が死ぬのも願ったり叶かなったりってわけか」


    《　雫　》「∇……神之馬、貴様は旧人類オールドタイプに戻りたいと思ったことが何度もあるだろう？　いや、今でも思っているか？」


    　こいつ、いきなり何を。


    《神之馬》「∇そんな話はしてない」


    《　雫　》「∇覚悟のない奴ほど綺き麗れいごとを並べ立てる。貴様らのようにな──」


    　言い捨てられ、一方的に通信が切られた。


    「……わざわざ煽あおるために連絡してきたのか……？」


    「リンクス社内に入ったところを、白びやつ虎この誰かに見られていたのかもしれないわね。私たちとリンクスが手を組んだら白虎にとっては厄やつ介かいなことになる。それで牽けん制せいしてきたとか……」


    　黙もく殺さつ阻そ止しのために騒動を歓迎する雫と、騒動を起こさず秘密裏にことを進め、黙殺したいリンクス。どちらかと手を組むなんて、現状ではありえない。


    「……雫しずくの思い通りにさせるつもりはないが、力ずくで止めるのは違うしな……」


    　いったい、俺たちはどうしたら。


    　鶴つる舞まいが不安を振り払うように髪をかきあげる。


    「今すぐは思いつかないけど……別の解決策がきっとある」


    「ああ、それを探すしかないな」


    　広場から聞こえてくる『リンクスは悪である』という市民団体の叫びが、少しだけ胸に響いた。

  


  
    第三章／可視化Data Visualization


    



    　週明けの学校は通り魔事件の話題で持ちきりだった。学校のある南区で起きたのだから盛り上がるのも当然だろう。


    　当然算さん太たも気にしており、互いの情報を交換しあう。


    　最新の報道によれば、犯人は蜂はち原はら工科大学の男子学生で、被害者は知人とされる若い女性。殺害動機は「恋愛のもつれ」とされ、通り魔事件ではないと断定されている。だが情報は規制されているかのように少ない。


    　算太がボヤく。


    「強ごう姦かん未み遂すいの殺人、って掲載してるサイトもあるし、どれを信じていいのかわかんねー」


    　ギルフィのネット調査によるとピク民が推理合戦を繰り広げているらしい。ＳＮＳを確認してみると、真剣な推理から冗じよう談だんのような書き込みまで、読み切れないほど載っている。その中でもとくに中央区の男子高校生が民神を務める『平安教[image: ]エイリアン』が活発にやり取りを交わしている。コメントタグは[image: ]。


    ［[image: ]現場付近の住人の話では、女性の『誰!?』って悲鳴が聞こえたらしい。つまり見知らぬ他人と考えられる］


    ［[image: ]報道の『知人』というのは嘘うそかもしれない］


    　鋭するどい推理は賞賛され、拡散されて人気を獲得する。


    ［[image: ]五年前の事件との共通点を調べてみる］


    ［[image: ]『怪しい光』『蜂はちの毒』『蜂人間』。これが事件を解く鍵かぎになりそうだ］


    ［[image: ]『蜂人間』はアナグラム。ＨＡＣＨＩＮＩＮＧＥＮ。誰か並べ替えて］


    　すっかり探偵気取りだ。


    　ヘタしたらリンクスから目をつけられそうな内容だが「今のところ強制削除されたなどの情報はない」とギルフィは言っていた。もし削除すれば騒がれるだろうし、リンクスも余計な火種は作りたくないのだろう。とはいえ、雫しずくがその気になれば、いつでも「暴ばく露ろ」という爆弾のスイッチを押せるわけだが。


    　ピッ──


    【視聴覚準備室グループにメッセージが届いています　＠ＦＲＯＭ　鶴つる舞まい舞まい羽は】


    　イオのディスプレイに通知がポップアップした。いいニュースであることを期待して開く。


    【放課後、視聴覚準備室に集まって。例のモノ受け取ったから】


    　事件の調書だな。


    　内容が気になって、今日は授業どころじゃなさそうだ……。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　視聴覚準備室に千ち草くささんを除く全員が集まった。千草さんはリンクス本社で見かけて以来、姿を見なければ連絡も取れない。言い訳のように視聴覚準備室専用ＳＮＳに『アメリカに買い出し』と書き込みがあったが、まあ嘘だろう。


    　鶴舞が鞄かばんからＡ４サイズの紙媒ばい体たいファイルを取り出し、机に置く。


    「キラービー事件の調書。原本じゃなくてコピーだけど」


    　表紙に刻印された「ＣＯＮＦＩＤＥＮＴＩＡＬ」という文字が不ふ穏おんな空気を放っている。


    　ギルフィがニタリと微ほほ笑えむ。


    「社外秘か。ボクはこういうものに目がなくてね……じゅるり……じゅるり……」


    　指をにょろにょろと動かしながら手を伸ばしてきたので、はたき落とす。


    「ネットに書いたりするなよ。流出したら鶴舞の父さんがヤバいし」


    　すると鶴舞が真顔で冷たくサラリと言う。


    「あんな人、罰ばつされたほうがいいけど」


    「え？」


    「一度地獄に堕おちればいい。舌引っこ抜かれればいい」


    　鶴舞の目が鋭い刃物のようになった。


    　うわぁ、超不ふ機き嫌げん。受け渡し時に一ひと悶もん着ちやくあったに違いない。だが、とばっちりを受けそうなので深掘りはしない。香か流なれも危険を察知して黙だまっている。


    「ほほぉ。舞まい羽はタリは父親ニキにカム着火インフェルノォォォォオオウのようだな？」


    　ギルフィが謎なぞの呪じゆ文もんを唱えた。たぶん昔のネットスラングだろうが、意味はなんとなくわかる。


    「うるさいわね……」


    　鶴つる舞まいの睨にらみをギルフィは華か麗れいに受け流し、再び調書に手を伸ばす。


    「では、お言葉に甘えて流出させてみよう。いっしょに舞羽タリの盗撮動画も流そうか？」


    　バキッ。


    　破壊音が響き、ギルフィがもんどり打って倒れた。


    「ぉう……ぉう……」


    　こめかみを押さえてぴくぴく痙けい攣れんし、瀕ひん死しのセイウチのように喘あえぐ。


    　恐る恐る鶴舞に目をやると、ひしゃげた自動目玉焼き機を手にしている。殴なぐったせいで壊れたみたいだが。


    「それ、千ち草くささんが料理して楽しんでたやつ……」


    「ギルフィのせいで壊れたのよ。千草さんも行方不明だし問題ないわ」


    　鶴舞は自動目玉焼き機を部屋の隅へ乱暴に放り投げた。

  


  [image: ]


  
    　ヤバい。黒くろ舞まい羽はが進化して凶悪な闇やみ舞羽になっている。千ち草くささんの不在もカムチャッカなんとかの原因だろう。命を守るために今日は口答えするのをやめる。


    　鶴つる舞まいが鬼おに軍ぐん曹そうのような顔で調書ファイルを指差す。


    「早く読んで」


    「はいっ……！」


    　慎しん重ちように表紙を開く。


    　おとなしそうな青年の顔写真とＩＤが載っている。通り魔事件の犯人、名前は小こ堺さかい健けん。


    　文書は報告書形式で書き連ねられている。


    



    『小堺健：蜂はち原はら都市ネット整備局職員。主な業務／無線鉄塔や基地局の点検巡回』


    ・小堺は事件を起こす五日前、異常な電磁ノイズを計測した基地局の修理を担当（※機器に不具合が見つからず原因不明との報告。翌日、ノイズは自然消滅）。


    ・帰社後、小堺は「頭のなかで蜂の羽音がする」と頭痛を訴える。イオの体調警告なし。医師による検査《良好》。定期メンタルチェック《正常》。


    ・勤務態度も真ま面じ目めだった小堺が凶行に及ぶ理由は考えられない。


    ：［不審点］：イオの検索履歴から「脳内　蜂」「ネット　頭痛」「電磁ノイズ」などを執しつ拗ように調べていた形跡あり。犯行時に叫んだ「蜂の毒」という言葉。「溢あふれた電波に襲おそわれる」「イオに殺される」というＳＮＳへの書き込み（※書き込みはキャッシュからの完全削除を実行。表示回数インプレツシヨンは五〇回と少数）。


    ：［問題点］：もしネット及び電波環境が犯行の原因と噂うわさされれば、都市計画に支障をきたす。表向きの動機は「職務怠たい慢まんでクビを切られたことへの恨うらみ」とマスコミ各社に通達。


    ：［責任者］：直属の上司である鶴舞清きよ文ふみとする。当社で用意する役職は後日相談とする。


    



    　事件の裏側を目まの当たりにして、軽いめまいがした。リンクスと市が共きよう謀ぼうして隠いん蔽ぺいを図っていたのは明らかだった。


    　最後のページをめくる。


    



    ：［結論］：「異常な電磁ノイズ」は、あらゆる生命体に深刻な影響を与える恐れ。とくに人間の精神に関しては注意が必要。


    ：［検討］：「異常な電磁ノイズ」の活用研究（軍事技術、医療等。蜂原工科大と連携）。


    



    「……は？」


    　目を疑った。「深刻な影響を与える」って結論付けているのに、ずっと放置してたのか。それに「検討」の内容は……。


    「なあ、これ……軍事技術とか書いてあるぞ。ジャムを化学兵器みたいに使おうってのか」


    　商しよう魂こんたくましいなんてレベルじゃない。企業として腐くさってる。


    　鶴つる舞まいは呆あきれた様子で言う。


    「研究は凍結されたみたいだけどね。ほんと信じられない……。それからもうひとつ。先日起きた通り魔殺人だけど……犯人の男子学生の自宅は、電波の集中するデータセンターの真横らしいわ。そして書き込みはすでに削除されているけど、ＳＮＳで強い頭痛を訴えていた」


    　香か流なれが深刻な口ぶりで問う。


    「ということは、原因はジャムですか？」


    「その可能性が高いわね。なぜ被害者の女性を狙ねらったのかまではわからないけれど……もしかしたら、男が一方的に惚ほれていたのかもしれない。愛情と欲望で構成されているジャムに刺激されたとか。それとも、憤ふん怒ぬのジャムに影響を受けたとか……」


    　俺は調書を指差す。


    「これはどうするんだ？　告発だってできるだろ」


    　鶴舞は首を横に振る。


    「燃やして灰にする。お父さんとそういう約束だから」


    　激怒していたのに約束はちゃんと守るんだな。生き真ま面じ目めなのは鶴舞らしい。


    



    　そのあと調書をあらためて隅々まで読み、議論を繰り返したが、事態を解決に導くような希望のカケラは見つからなかった。ジャムの増加に比例して異常が発生するなら、そう遠くない未来にさらなる事件が待っている。


    　そんな話をする中で、ギルフィがふとつぶやいた。


    「ジャムを退治するのは、リンクスの隠いん蔽ぺいに手を貸してると言えなくもないのか……？」


    　否定は出来ない。


    　もし技術革新に成功してジャムが一掃されたら、何もなかったことになる。それどころか軍事研究を再開するかもしれない。


    「……だからって、深刻な影響を与えるものを放置できないだろう」


    　俺の意見に鶴舞が深く頷うなずく。


    「リンクスのためじゃない。何も知らない人たちを守るためよ」


    　そうだよな。信念を忘れなければ道を踏ふみ外したりはしない。


    　ジャム退治を続けていたら、すべてを解決するような奇跡が起きるかもしれない。


    　その奇跡が何かはわからないが、わかっていたら奇跡とは呼ばないし。


    　自分たちのやるべきことを、強い意志をもってやるだけだ。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　新たな事件が起きることもなく数日経たった。だがＳＮＳでは相変わらずキラービー事件関連のネタがバズっており、迷推理をする探偵気取りが無数に誕生している。


    



    　放課後、クラスメートがまばらになった教室で算さん太たと駄だ弁べる。毎日事件を調べているせいでストレスが溜たまる中、こいつとのバカな会話が一服の清涼剤になる。


    　算太が得意げに言う。


    「オレさぁ、市民祭りのフォトコンテストに応募しようと思うんだ」


    「どーせ宇宙旅行狙ねらいだろ。宇宙から地球をいっしょに見てくれる女の子募集って」


    「ご名答。夏までに彼女を作る目標はまだ諦あきらめてねーぜ」


    　算太に言われてフォトコンテストの投稿サイトにアクセスする。投稿作品一覧が確認できるが、募集が始まったばかりとあってまだ応募数は少ない。イオのＩＤにタグ付けされているので投稿者の氏名もわかるのだが、どの写真にも同じ主婦の集団が写っている。各投稿者の詳細を開くと、どうやらハイキング同好会が団体で応募したようだ。


    　算太が『応募候補』という画像フォルダを共有してきた。


    「どれがいいか選んでくれよ。最近いろいろ撮っててさ」


    　見てやると、市街地に街路樹、犬に猫、夕景の富士山など風景や日常を切り取ったものばかり。どれもこれも壊滅的につまらない。落選必至だ。最大の問題点は、人間がいっさい写ってないこと。過去の受賞作はだいたい笑顔で溢あふれているし、ハイキング同好会の写真も幸せそうに和気あいあいとしている。


    　それを指摘すると、算太は頭をポリポリ掻かく。


    「うちの家族撮ってもおもしろくねえし、街で美少女に声かけて撮るのはハードル高いし、子供に近づいたら通報されるだろ？」


    「じゃあせめて自撮りしたら？」


    「……ひらめいた！　奏そう矢や笑え。変顔しろ！」


    「俺を応募すんなよ！」


    「うーん……」


    　頭を抱かかえる算太に諦めろと勧告する。


    「お前がゴミをアップロードしたせいで電波が渋じゆう滞たいしたらどうすんだよ」


    「ゴミって！　……ゴミ箱行きだけど」


    　──ピッとイオが通知を鳴らした。


    【視聴覚準備室グループにメッセージが届いています　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　以前ならばエログロネタを警戒したところだが、卑ひ猥わい王おうもこの状況を憂うれいているのか最近はゲスレベルが低下している。


    　悪い情報ではないことを祈りながらメッセージを開く。


    【緊急事態だ。リンクス非公認の『電磁ノイズ可視化アプリ』が出回っている】


    「……!?」


    　冒頭の一文にゴツンと頭を殴なぐられた。


    「どうした？」


    「いや……」


    　算さん太たに目配せして、続きを読む。　


    【そのアプリは『ル見エール』という名で、市民団体がディープウェブ上にアップしたようだ。イオのセンサーを用いた拡張機能で、インストールすると不ぶ気き味みに蠢うごめく真っ黒な毛の塊かたまりのような物体が見えるらしいのだが、「キラービーの毒が見える」とピク民のあいだで話題になり始めている】


    「マジかよ……」


    　思わず天を仰あおぐ。ディープウェブって、たしか検索に引っかからないネットの深層で、匿とく名めい性せいや違法性が高い場所だった気がする。それでリンクスの目をくぐれたのか？


    「なあ、ヤバい系か？」


    　算太に心配された。気持ちはうれしいが、ウェニアックではない算太を巻き込みたくない。


    「お前には関係ないし」


    「例の電波とかのことだろ？　関係大ありだから。オレとお前は三さん位み一いつ体たいだ」


    　それを言うなら一心同体な。


    「まあ、気にすんな」


    「教えてくれなきゃ窓から大声で叫んじゃうぞ」


    　算太は納豆のように粘り強く、あまりのしつこさに俺も折れた。仕方なくギルフィのメッセージを算太に転送する。


    「えーと……？　へ？　可視化って……!?」


    「とにかく、確認してみようぜ……」


    　ＵＲＬをタップすると『ル見エール』をダウンロードするサイトにつながった。もし危険なサイトだったらリン君が即座に警告してくるのだが、セキュリティは反応しない。


    　サイトは黒一色の背景にゴシック体のフォントが打ち込まれているだけの極めてシンプルなもので、まるで前世紀の遺物だ。最上部に「Lumière」とタイトルがあり、意味を検索する。


    



    【Lumière】：フランス語／「光」を意味する単語／カタカナ表記「ルミエール、リュミエール」：


    



    　下にスクロールすると『団長・哀あい地ち森もり蔵ぞうによる声明』という動画が貼られていた。


    　クリックすると、どこかの山奥で哀地がカメラ目線で強く訴える映像が再生される。まるで過激派テロ組織の脅きよう迫はく放送だ。


    《我々がいくらイオによる洗脳を訴えても「百聞は一見にしかず」という言葉があるように、市民の皆様は目に見えないものは信じませんでしたっ！　そこで毒電波を『見える化』したのですっ！　キラービー事件の通り魔が叫んだ『蜂はちの毒』や『蜂人間』こそ、『ル見エール』が感知する黒い塊かたまりなのであるっ！　リンクスは罪を認めて謝罪せよっ！》


    　動画を見ていたら、イオが通知音を鳴らした。リンクスコムのお知らせメールだ。　


    【非公認アプリ『ル見エール』はウイルス・スパイウェアの類たぐいです。アクセスやダウンロードをせず、削除してください】


    　リンクスが火消しにきた。それに対するＳＮＳの反応を確認する。


    ［おかしい。ウイルスなら自動的に弾はじかれるはず］


    ［リンクスのセキュリティは世界一だろ？］


    　矛む盾じゆんをつかれている。


    ［[image: ]お前ら、『ル見エール』のコードを解析したがウイルスではない。安全だ］


    　平安教エイリアンの民神が燃料を投下する。


    ［[image: ]神速解析キタ！］


    　別のグループもコメントを書き込んでいく。


    ［[image: ]リンクスがウイルス扱いするのは、市民団体が憎にくいからじゃないか？］


    ［[image: ]毒電波の発生源は基地局や鉄塔だ。リンクスに都合が悪いと見た］


    　市民団体の配布するアプリなんて最高に胡う散さん臭くさいが、確認するためにはインストールせざるを得ない。とりあえずダウンロードする。


    【非公認プログラムは危険だミャ～。ダメだミャ～】


    　いきなり拡張現実にリン君が出現し、手でバツの字を作って警告してきた。リンクスがおおもとのプログラムに手を加えたのかもしれない。正直なところ、リンクスなんかよりＩＤ開示しているピク民のほうが信しん頼らいできる。


    【悪意のあるソフトウェアだミャ～】


    　リン君がミャーミャーうるさいので、気が済むようにウイルスチェックさせる。


    「イオ／スキャン／『ル見エール』」


    【スキャン結果：安全なプログラムです】


    「ほらな？　リンクスは嘘うそつきってことだ」


    【……悪意のあるソフトウェア。ではありません？】


    「だから言ってんじゃん。もう一回スキャンするか？」


    　リン君が尻しつ尾ぽをクエスチョンマークの形にして硬直した。


    【変ですミャ。『ウイルス・スパイウェアの類いです』。……いえ、違います。違いますよね。はいそうです。定義のアップデートが必要です──再起動します】


    「え？　ちょ、待て」


    　俺の命令など聞かず、リン君は強制終了した。途中から口調が猫っぽくなくなってたし、混乱していたようだけど。


    　そして数秒後、再起動されたリン君は何くわぬ顔で言う。


    【アップデート完了ミャ～。『ル見エール』は安全なプログラムですミャ】


    「ほらな」


    【ボクは悪意のあるソフトウェアとは言ってません】


    「いや、言っただろ」


    【はい。リンクスコムはそう言いましたミャ】


    　責任転てん嫁かしやがって。ムカつくが、また不毛なやり取りに発展しそうなので放置。算さん太たとともにインストールして起動する。


    



    《～ようこそ真実へ～》


    



    　イオの拡張現実にカルトっぽい怪しげな起動メッセージが表示され、ディスプレイの色が若じやつ干かん緑っぽくなる。


    　どう見えるんだろうと、窓の外に目をやる。


    「あっ……！」


    　近くの基地局にいる小さなジャムに、モワモワした黒い塊かたまりが重なって見える。暗黒の発光体という感じだ。


    　教室にはまだクラスメートが数人残っているので、算太に小声で話しかける。


    「なあ、あそこにジャムがいるの見えてる？」


    　俺が指した場所を算太は見ると、困惑と興奮が混じったような顔で頷うなずく。


    「ああ……髪の毛がグチャグチャに絡からまったような、黒いヘンなのは見えるぞ」


    　ジャム本体は見えないようだが、本当に『見える化』された。


    　ジャムを倒すと塊も消えるのか？


    　クラスメートにバレないようにスマフォを取り出し、こっそり退治してみる。


    ／緑→赤→紫→赤／4-chain／22／


    【一〇〇円チャージ】


    　ジャムを倒すと同時に、重なっていた塊も消滅した。


    「どうなった？」


    　算太は俺を見て目をパチクリさせている。


    「いや、黒いのは消えたけど……」


    「なんだよ？」


    「お前、めっちゃ怪しいわ……スマフォから光が飛んでって、お前自身もオーラみたいなのに包まれてた」


    　ゾクッと、背せ筋すじに冷たいものが走る。


    「マジかよ……？」


    　誰かに見られてたらヤバい。


    　そーっと振り向く。


    　クラスメートは誰も俺たちを気にしていない。ふだんから影が薄いのが幸いした。


    　危ねえ。退治の現場を『ル見エール』で見られたら異様に思われてしまう。


    　ピッ──


    【視聴覚準備室グループにメッセージが届いています　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　嫌いやな予感。


    【続報だ。ピク民たちが『ル見エール』のキャプチャ画像を投稿して話題になっている】


    　勘かん弁べんしてくれ。またジャムが発生する原因が増えたじゃねーか。


    　算さん太たに別れを告げ、足早に教室を出る。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　千ち草くささんを除くいつものメンツが視聴覚準備室に集合した。みんな揃そろいも揃って顔がこわばっている。市民団体がバラ撒まいたアプリを一般市民がどこまで信じるかはわからないが、祭りのネタとしては一年に一度あるかないかの極ごく上じよう品ひんだ。事実、教室からここに来るまでの僅わずかな時間のあいだにも黒い塊かたまりをキャプチャした画像は拡散され、騒動は輪をかけてヒドくなっている。


    　香か流なれが首を傾かしげる。


    「でも、ジャムは撮影不可能ではないんですか？」


    　ギルフィが得意げに答える。


    「キャプチャ可能なのは、『ル見エール』が計測した電磁ノイズに機械的に着色したものだからだ。どれも真っ黒だから、ボクたちみたいに感情で色分けできているわけではないようだが」


    　ＳＮＳを確認してみれば、ピク民が先を争うように推理を投稿している。


    ［[image: ]塊は『怪しい光』や『晴はる日ひエミが見たモノ』と関係あるだろ］


    ［[image: ]こないだの犯人が口にした『蜂はち人間』だとしたら、外を出歩きたくないな］


    ［[image: ]リンクスの嘘うそを暴くべし］


    　しかしこいつら、探偵ごっことはいえ時々核心を突いている。言いたい放題だから数撃うちゃ当たるってとこだろうが、煽あおりまくっているし、リンクスにとっても厄やつ介かいな連中だろうな。


    　香流が不安げに言う。


    「『ル見エール』のせいで、市内を怪異がウロウロしてるのがバレちゃいましたね……」


    「……あのさ、ジャムが見えるだけじゃないんだよ……じつは俺たちも……」


    　スマフォを使用したときに身体からだが光ることを伝えると、香か流なれはアワワとなる。


    「では、人混みでジャムを退治するのは危険ということですか……」


    「注意を払わないと、文字どおり『見られて』しまう。戦闘風景がキャプチャされてアップまでされたら、俺たちが炎上ネタになる。それは絶対避けないと」


    「デモとかアプリとか、迷惑なことをしてくれますね！」


    　うつむいて考え込んでいた鶴つる舞まいが顔を上げる。


    「……ねえ、おかしくない？　市民団体は『イオは洗脳の道具だから外せ』と呼びかける一方で、イオを使用するアプリを開発していたの？」


    「あ！　たしかに……変です」


    　香流が納得したように、言われてみればそうだ。


    　しかしギルフィが異を唱える。


    「市民団体が作ったとは限らない。独自に『電磁ノイズ可視化アプリ』を開発した一般人が街の異常に気づき、団長に売り込みをかけたのかもしれないぞ」


    「一般人でもこんなアプリを作れるのか？」


    「電磁気学に精通している者なら可能だろう。蜂はち原はらは最先端未来都市だ。市民の中にも研究職レベルの技術者はゴマンといる」


    　鶴舞も納得したように言う。


    「もしくは、リンクスの研究者による内部告発という可能性もあるわね」


    　知識や技術力があり、アプリに詳しく、内部にいる人物。


    　あっ。


    　千ち草くささんの顔が脳裏をよぎった。リンクス社内で見たときの様子も引っかかる。しかも、なぜかＩＤを偽造している……。


    　でも、まさか。


    　ギルフィが怪しい笑みを浮かべる。


    「神かみ之の馬ま。何を妄もう想そうしているんだ？　『ル見エール』を改良すれば、服が透すけ～るとでも？」


    「ンなわけねーだろ。ひょっとしたら、千草さんってことはないかと思ってさ……」


    　考えていたことを告げると、鶴舞が小首を傾かしげる。


    「条件には当てはまるけど、なんのために？」


    「……動機はよくわからないけど」


    　そのとき、全員のイオが通知を受けた。


    【グループトーク着信＠ＦＲＯＭ　瓢ひよう簞たん山やま千草】


    　みんなで顔を見交わす。


    「この部屋が盗聴されてるなんてないよな……？」


    「……とにかく応答しましょう」


    　通話許可すると、待ち構えていたように千ち草くささんの泡食った声が飛び込んできた。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇あんたら！　『ル見エール』について何か知らへん!?」


    　この反応、予想はハズレか？


    　俺が戸惑っていると、鶴つる舞まいが返事をする。


    《鶴　舞》「∇私たちは何も知りません。ちょうど今、話し合ってたところです」


    《ギルフィ》「∇リンクスもアプリの詳細は把は握あくしていないということかな？　とりあえずウイルス扱いして火消しを試みたが、逆に炎上させる結果になったと？」


    《瓢簞山》「∇……そのとおりや。上層部が慌あわてて緊急会議しとる」


    《ギルフィ》「∇アプリを作り上げた人物のアテもない？」


    　千草さんは困り果てたように言う。


    《瓢簞山》「∇わからん。可視化技術は公にされてへんから限られた人間しか知らんはずで、関係者を聴取しとる真っ最中や。カギを握っとる団長は行方がわからへん」


    　知らないふりの演技とは思えないし『ル見エール』に関してはシロかもしれない。


    　だが、色々な疑問は払ふつ拭しよくしておきたい。


    《神かみ之の馬ま》「∇この前の日曜、リンクスの社内で見かけましたけど、何をしていたんですか？」


    　千草さんは虚きよを衝つかれたような声を出す。


    《瓢簞山》「∇え……？　なんやいきなり？」


    《鶴　舞》「∇私と神之馬君と香か流なれで、お父さんに会いに行ったんです」


    《神之馬》「∇俺は、千草さんと目が合ったと思ってたんですけど」


    《瓢簞山》「∇いや……気づかへんかった」


    　気づいていたように感じたが、そこを追及してもしょうがない。


    《神之馬》「∇じゃあ、それは別にいいです。俺が知りたいのは、深刻な顔して社員さんと何を話してたのかってことなんで」


    　千草さんは探るように答える。


    《瓢簞山》「∇……何って、いつもの仕事やけど……」


    《神之馬》「∇下請けって、どんなことしてるんですか」


    　俺の追及に、千草さんは明らかに困惑する。


    《瓢簞山》「∇……なんで？」


    《神之馬》「∇知りたいから聞いてるだけです。それとも答えられないんですか？」


    《瓢簞山》「∇いや……外回りの雑務ばっかやけど。あんたらの報告とか、スマフォのメンテとか……」


    　調書の内容を突っ込むか？　社外秘の資料だが、千草さん相手ならいいだろう。


    《神かみ之の馬ま》「∇リンクスって、ジャムを軍事利用しようとしてたんですよね？」


    　千ち草くささんの声の調子が変わる。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇……あんた、どこでそれを……」


    　悪用のための研究を知ってる上で雇われてるのか。


    《瓢簞山》「∇……なんか、うち、疑われとる？」


    《神之馬》「∇率直に聞きますけど、まさか千草さんは内密にジャムを処理するために俺たちを利用していませんよね？　千草さんはどっちの味方なんですか？」


    《瓢簞山》「∇……どっちって、リンクスかあんたらかってこと？　そりゃ、あんたらの力になりたいと思っとるよ」


    《神之馬》「∇だったら、どうしてＩＤを偽造しているんですか？」


    　千草さんは、どこか哀かなしみを含んだ口調で言う。


    《瓢簞山》「∇……それは、複雑な事情があってな……あんたらには全然関係ないことや」


    《神之馬》「∇関係ないことなんてないです！　なのに、そうやっていつもはぐらかす。千草さんの本当の気持ちが、俺にはわかりません」


    《瓢簞山》「∇……あっ、呼び出し喰くらった！　ほな」


    　一方的に通話が切断された。


    　鶴つる舞まいが感心したように言う。　


    「ずいぶん攻めたわね」


    「逃げられたけどな……。敵じゃないみたいだけど、何か隠してるよな？　『ル見エール』には無関係っぽいけど……」


    　香か流なれが心配そうにつぶやく。


    「白びやつ虎こは今の状況、どう思ってるんでしょう……」


    　雫しずくの冷笑している顔が浮かぶ。


    「アイツのことだ。革命の好機だとかよからぬことを考えてるだろうな。『旧人類オールドタイプが街の裏側を知ったらどうなる？』なんて不ふ穏おんなことを言っていたし」


    「あっ……！」


    　鶴舞がハッとした様子で声をあげた。


    「どうした？」


    「アプリを開発したのは、雫かもしれない」


    「アイツが!?」


    　思わず身を乗り出す。


    　鶴舞は自分の思考を組み立てるように、ゆっくりと言葉を選ぶように話す。


    「彼女はリンクスの研究に深く関かかわっていた。つまり、可視化機能を知っていてもおかしくない……。アプリのプログラムを組んだのは、電子ドラッグを開発している西区のプログラマーたち。裏事情に精通していて、かなりの技術力を持ってるはずよ」


    「さすが先輩です！　市民団体よりも遥はるかに環境は整ってますし、動機だって！」


    　香か流なれは感心しているが、俺は違和感がありまくる。


    「待てよ。仮に白びやつ虎こが開発したとして、なぜ市民団体がバラ撒まくんだ？」


    　鶴つる舞まいは自信なげに首をひねる。


    「うん……そこは、私も不可解なの……」


    「この前白虎のアジトに乗り込んだとき、雫しずくは市民団体を小馬鹿にしていた。今回の一件で、市民団体はかなり株を上げたと思うが……手助けになるようなマネをするか？」


    「……雫本人に確認してみるのが早いわ」


    　鶴舞がさっそくイオで連絡を取ろうとする。


    　だが、つながらない。メッセージを送っても返答なし。向こうからは連絡してくるのに、こっちからのコンタクトは無視か。


    「雫が無理なら、プログラマーに接触できないか？」


    　俺の提案にギルフィが首を横に振る。


    「難しいな。違法スレスレのブツを作ってる連中だから、まず表に出てこない」


    　鶴舞がすっくと立ち上がった。その決心した表情から、何をしようとしているのかわかる。


    「アジトに直接乗り込むつもりだろ？　俺も行くよ」


    「わたしも行きます！　自分の目と耳で確かめたいです」


    　俺と香流に続き、ギルフィも腰を上げた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　白虎のアジト最も寄よりのバス停『夜や叉しやグリーンズ』で降車する。夕陽が無機質な植物工場棟を赤く染めている。相変わらず人の気配がない。


    　鶴舞がおもむろにスマフォを取り出したのを見て、声をかける。


    「おい鶴舞、平和的にな」


    「わかってるわ。ジャムが出たときのためよ」


    　そう言うけど、前回はいきなり白虎に喧けん嘩かを売ってたからな。闇やみ舞まい羽はにクラスアップした今回はどうなることか。


    　俺たちも警戒のためにスマフォを手に持つ。ついでに軽く占ってみるかと、左手用のタロットアプリを起動。


    《太陽＝正位置／成功・幸運・獲得》


    　おっ？　ラッキー。占いはいいことだけ信じればいいって有名な占い師が言ってた。


    



    「──性しよう懲こりもなく、また来たのか？」


    　ラッキーでもなんでもなかった。アジトのコミュニティホール目前で、副長永なが篠しのたち白びやつ虎こ軍団に取り囲まれた。以前戦った黒シャツの岳たけ村むらもいる。一方、目当ての雫しずくはいない。


    　永篠がスマフォ片手に威圧してくる。


    「痛い目に遭あいたくなければ帰りな。俺たちはお前らみたいに暇ひまじゃないんだ」


    　鶴つる舞まいは毅き然ぜんとして言い放つ。


    「私たちもジャム退治で忙しいの。だから余計な話をするつもりはない。『ル見エール』についてよ」


    「……ああ、話題のアプリか」


    　鶴舞は一歩前に出る。


    「あれを開発したのは白虎よね」


    「何のことだ？」


    　とぼける永篠。だが部下が一瞬ビクッとしたのを鶴舞は見逃さない。


    「やっぱりそうね。あなたたちに用はない。雫を呼んで」


    「……身の程知らずが」


    　永篠がスマフォをかまえる。部下もいっせいに戦闘態勢を取る。結局こうなるのか。


    　ところが、鶴舞はスマフォを地面に置く。


    　えっ？


    「私は話し合いをしに来たの。争うつもりはない」


    　白虎の団員も鶴舞の行動に戸惑っている。


    　すると香か流なれも鶴舞にならってスマフォを置く。


    「わ、わたしも、平和的解決を望みます」


    　俺もスマフォを置き、意志を示す。ギルフィは苦笑しながらも、同じく戦いの意志を放ほう棄きした。


    　岳村は狼狽うろたえた様子で、永篠に尋たずねる。


    「あの……」


    「遠慮する必要はない」


    　すると永篠はスマフォのディスプレイを指でなぞり、そのまま腕を引く。スマフォから手元へ一本の光の矢が伸びた。弓を射るような姿勢になり、光の矢の先端が鶴舞の額ひたいに向けられる。


    「先輩っ……！」


    　焦あせる香流を鶴舞は手で制すと、鋭するどい視線で永篠を射抜く。


    「雫を出して」


    　永篠はフンと鼻を鳴らす。


    「甘いんだよ。革命に血はつきものだ」


    　言い終わると同時に、無情にも光の矢が放たれる。


    「くそっ！」


    　俺はスマフォをとっさに拾い上げる。


    　だが間に合うわけもなく──


    　バチッ！　


    　鶴つる舞まいの眼前で光が爆発した。命中はしてない。矢は疾しつ風ぷうのごとく飛んできた光鳥に喰くわれた。


    　今のまさか！


    　振り向くと、いつの間にか雫しずくがスマフォを手に立っていた。


    　永なが篠しのは動揺している。


    「し、雫さん……？」


    　雫は棘とげのある口調で咎とがめる。


    「無意味な争いは時間とエネルギーの無駄だ」


    　鶴舞が雫に向けて声を荒らげる。


    「あなたね！　『ル見エール』を開発したのは！　どうして市民団体に渡したの！」


    　嘲あざけるように答える雫。


    「哀あい地ち森もり蔵ぞうだったか？　まったくあいつは極きわめつけの傑けつ物ぶつだよ。意識が高すぎるあまりに、自分を本気で革命家だと思い込んでいる。まあ、お陰で話は早かった。ジャムを可視化できれば主張が証明されてリンクスを叩たたけるからな」


    　俺は雫に面と向かい、疑問をぶつける。


    「なぜ市民団体と手を組んだんだ？　白びやつ虎この素す性じようを隠すためか？」


    「知名度と拡散力を取った。哀地森蔵は良くも悪くも市内で人気があり、これまで何度も炎上している。名もなき未成年が開発したことにするよりも話題になり、旧人類オールドタイプのバカも悪ノリしやすい。拡散されることで『ル見エール』を信じようが信じまいが騒ぎが起き、ジャムが発生する。リンクスは極ごく秘ひ技術の流出に慌あわてふためく」


    　雫は勝ちを確信している。それも当然だ。蜂はち原はらの街は、もはや白虎の思うがままになっている。探偵ごっこをして調子に乗ってるピク民だって、まさか破壊工作に利用されているとは思わない──


    　いや、違う。鋭するどい推理でリンクスの矛む盾じゆんを突いて、過か剰じように煽あおるあいつらは。


    「ピク民も……『平安教[image: ]エイリアン』の民神も白虎なのか？」


    　雫は乾いた拍手をする。


    「気づいたことは褒ほめてやる。だが民神は無関係だ。うちの団員をグループに紛まぎれ込ませ、推理のヒントになる発言をさせた。それを頭脳明めい晰せきな民神様が見事に汲くみ取ってくれたわけだ」


    　みんな気づかず、手のひらの上で踊らされている。タチが悪いのは、利用される側が疑いもなく、よろこんで騙だまされてしまっていることだ。


    　鶴つる舞まいが雫しずくをキッと睨にらむ。


    「いったい何を企たくらんでいるの？　リンクスを潰つぶして都市のシステムを破壊したいだけなら、さっさと街の裏側を暴ばく露ろすればいい」


    　雫はにやりと笑う。


    「破壊したいのは利権構造だ。リンクスや蜂はち原はらではない」


    「利権……？」


    「甘い汁を吸ってきたヤツらをあぶり出し、我々の理想に賛同する者を選別する。事実、実情を知る政府高官や上層部で意見が割れているようだ。そして次世代の都市システムを再構築する中で優位に立ち、中心部に深く食い込む。ジャムは一種の必要悪として存在し続ける」


    　鶴舞が哀あわれみを感じさせる視線を雫に向ける。


    「そんなことのために、事件を起こそうとするなんて……」


    「そんなこと？　何も知らず何もできない迷える旧人類オールドタイプを導くために必要な段取りだ」


    　雫は部下にも語りかけるように続ける。


    「我々の能力は、人類が進化の過程で手にいれた価値あるもの。生物が生きるために空気は必要不可欠だが、いまや人間にとって電波も同じ。ネットのない社会に先進諸国は戻れるか？　インフラも医療も金融もすべて崩壊するだろう。そこに現れたのがジャムだ。ジャムの出現に混乱する世界を、我々以外に誰が支配できる？　現在ウェニアックはマイノリティだが、いずれマジョリティとなる」


    　鶴舞が口を挟む。


    「それは人を傷つける理由にはならない」


    「では逆に問うが、リンクスがジャムをコントロールできるようになったらどうなる？　我々は情報操作で『蜂人間』というレッテルを張られ迫害される。違うか？　生存競争で勝つために手段は選ばない。進化と淘とう汰たは表裏一体。自然の摂理を否定しているのは貴様らだ」


    　利己的すぎる考えに、鶴舞は首を横に振る。


    「革命をするというなら、その生存競争とやらを変革したらどうなの？」


    　呆あきれたように肩をすくめる雫。


    「ジャムを退治してリンクスに手を貸すのは、父親が身内だからか？」


    「違う。私はリンクスのやり方なんて認めてない。ただ、誰にも傷ついてほしくないだけ」


    「素晴らしい博愛の精神だな」


    　雫は光鳥のスマフォをしまうと、別のスマフォを取り出す。


    「だが、そんな反へ吐どが出るような幻想を語る時代は、とうに過ぎ去った」


    　雫は冷たい顔つきでスマフォを操作し、光り輝くトライデントを出現させる。


    　しかし鶴舞は攻撃の姿勢を取ろうとしない。


    「あなたと戦うつもりはない」


    　雫しずくはトライデントの刃先を鶴つる舞まいに向ける。


    「……私は誰も傷つけない……か？」


    　鶴舞は微動だにせず、雫を見据える。


    「……」


    　無表情の雫は一歩一歩、ゆっくりと鶴舞に詰め寄る。


    「……ウェニアックも旧人類オールドタイプもみんな仲良く手を取り合い、明るい未来へ進みましょう？　それが私の正義だと？」


    　鶴舞は唇くちびるを固く結んでいる。


    「……」


    　おい、鶴舞、お前……！　


    　雫は刃先を鶴舞の胸元に突きつける。


    「これでもまだ甘えたことが言えるか？」


    　それでも、鶴舞はじっとしていて──


    「やめろ！」


    　思わず駆け出そうとしたが、鶴舞の強い表情が「来ないで」と拒絶している。


    　雫は、寒気を感じるような笑みを浮かべ、


    「これでもか？」

  


  [image: ]


  
    　矛ほこをグイと押し込む。三つ叉またに伸びた矛の真ん中が、鶴つる舞まいの胸の中央に数センチ突き刺さる。


    「くぅっ……！」


    　苦く悶もんの表情を浮かべる鶴舞。


    　香か流なれが声にならない悲鳴をあげる。白びやつ虎この女子団員のひとりが顔を背そむけた。


    　だが雫しずくは表情ひとつ変えず、さらに腕に力を込める。


    「今、自分がこうされても、誰も傷つかないと言うのか？」


    　三つ叉の左右の刃がずぶずぶと鶴舞の両胸に刺さる。


    「くはっ……」


    「なあ、舞まい羽は？」


    　鶴舞は顔を歪ゆがませながらも、雫をまっすぐに見つめる。


    「私は……。あなたにも、これ以上、傷ついてほしくない……！」


    　なんでそこまでするんだよ！


    　香流は顔面蒼そう白はくになり、ギルフィはつらそうに目を閉じている。


    　雫は冷えた目で矛に力を込める。


    「私がいつ傷ついた？」


    　鶴舞は額ひたいに脂汗を浮かべ、声を絞り出す。


    「……そ、そんなやり方じゃ、誰もついてこない……」


    「綺き麗れいごとは聞き飽きた」


    　雫は心臓をえぐるように矛を捻ひねる。


    「ああっ……！」


    「このまま死ぬか？」


    「……もう……こんなことは、やめて……」


    「じゃあ死ね」


    　矛先が鶴舞の身体からだを貫つらぬいた。


    「ッ！」


    　鶴舞は大きく痙けい攣れんし、身体がくの字に折れ曲がる。


    「テメーいい加減にしろ！」


    　俺が叫ぶと同時に、雫は矛を引き抜いた。


    「──」


    　鶴舞はがくりと膝ひざをつき、両手で胸を押さえてうめく。


    「せ、先輩ッ！」


    　涙目の香流とギルフィが鶴舞に駆け寄る。


    　雫は何も言わず鶴舞に背を向け、アジトへ入っていく。白虎の団員たちは雫を追って歩き出すが、岳たけ村むらはひとり、硬直して立ちすくんでいる。


    　俺は岳たけ村むらに怒りをぶつける。


    「お前、こんなやり方して何とも思わないのか!?」


    　岳村は言葉を失ったように突っ立っている。


    「……」


    　先へ進んでいた永なが篠しのが振り返り、怒鳴り声をあげる。


    「岳村！」


    「あっ……はい！」


    　岳村は踵きびすを返し、アジトへと足早に去っていった。


    「くそっ……」


    　ここで攻撃を仕掛けたら、鶴つる舞まいの気持ちが無駄になる。


    「鶴舞……大丈夫か！」


    　俺が駆け寄ると、鶴舞は胸をさすり、笑顔で答える。


    「平気。ちょっと熱かっただけ……」


    　強がりやがって。俺は以前刺されたことがあるから知っているが、耐えられる痛みじゃない。


    　鶴舞はよろよろと立ち上がる。


    「戻りましょう……『ル見エール』に関する目的は果たしたわ……」


    　香か流なれが鶴舞の手をギュッと握る。


    「病院に行きましょう……」


    「大丈夫だから。胸に火傷やけどしましたなんて、どうやって言い訳するのよ。これを塗っておくわ」


    　鶴舞はポーチから火傷用軟なん膏こうを取り出す。


    　ギルフィがメガネの位置を直しながら、ジロリと鶴舞の胸部を見る。


    「うむ……。舞まい羽はタリは胸が関東平野のようにフラットだから傷は浅いようだ。ダブル富士山の香流タリなら危ないところだったが……」


    　女性陣がギルフィに軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向ける。ギルフィは真正面からその視線を受け止め、両手を鶴舞の胸元に向けてウネウネと指を卑ひ猥わいに動かす。


    「このゴッドハンドで軟膏を塗ってあげよう。蜂はち原はらのおさわりマンとはボクのことでね」


    　鶴舞が鬼の形相で拳こぶしを振り上げた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    「……暴力反対だったはずでは……」


    　帰りのバスを待つあいだ、頬ほおを真っ赤に腫はらしたギルフィは歪ゆがんだメガネのフレームを直している。当然の報むくいだ。


    　伏し目がちに渋い顔をしている鶴舞に、香流が心配して声をかける。


    「やっぱり痛むんですか？」


    「ううん。白びやつ虎このことでちょっと気になってるの。雫しずくはリンクスの内情に異常に詳しかったでしょう……」


    　たしかに、上層部の意見が割れているとか言っていた。相手を知っているから、あんなに強気でいられるのか？


    　鶴つる舞まいはどことなく沈んだ声でつぶやく。


    「……おそらくリンクス内部に、白虎に加担する協力者や内通者がいる……」


    「それは……たとえば鶴舞と同じ身の上の、社員の子供が白虎にもいるとか？　または、白虎へはリンクスがスマフォを供給しているのだから、その供給者……？」


    　俺の問いに、思いもよらぬ返答があった。


    「千ち草くささんが内通者だという可能性はあると思う？」


    「え？」


    「誤解しないで。可能性レベルの話よ」


    　この前の電話では俺たちの味方だと言っていた。それに、以前俺が白虎のアジトに単独で乗り込もうとしたとき「ウェニアック同士の争いには反対」と複雑な表情をしていたが。


    　ギルフィが歪ゆがんだメガネをかけて言う。


    「ゼロパーセントではないかぎり、可能性は存在する」


    　鶴舞が疑念を深める。


    「偽造ＩＤを使う理由が、白虎とのつながりを隠すためだったりするのかしら……」


    　もし内通者が千草さんだとしたら、なぜそんなことを。


    　たとえば、雫から革命後の好条件を提示される見返りとして協力しているとか。ほかには、どんな理由が……。


    　千草さんの素す性じようがわからなくなり、信しん頼らいが砂のように崩れていく。


    　すると香か流なれが挙手した。


    「あの……イオで千草さんの名前を検索してみたらどうでしょうか？　わたしたちの知らない情報が出てくるかもしれないです」


    　ギルフィがパンと手を叩たたく。


    「賛成だ。リンクス内での役職もわかるかもしれない」


    　個人情報保護が重視されているとはいえ、ネット上にはさまざまなデータが載っている。学生時代の受賞記録、求職サイトの登録情報、インタビュー、事業者であればビジネス情報、そしてニュース記事になるような事件に関かかわっていれば、もちろん残る。


    「詮せん索さくするのはあまり気が進まないけど、今回はやむなしね」


    　鶴舞が香流の提案に頷うなずき、俺も同意する。重大な犯罪歴が出てこないといいが。


    　『瓢ひよう簞たん山やま千草』で人名検索をかける。


    



    【人名：瓢ひよう簞たん山やま千ち草くさ】：hit 0：


    



    　個人名ではヒットせず、候補として電車の駅名が出てくる。まあ一般市民の多くは該当ゼロだが。実際、俺の名前でエゴサしたって何も出てこない。リンクスのセキュリティで誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの書き込みは弾はじかれるとはいえ、悪口がヒットしなくてホッとしたものだ。


    「──イッたぁ！」


    　気味の悪い声に振り向くと、ギルフィがいやらしい笑みを浮かべていた。


    「なんだよ……」


    「顔写真で画像検索イメージサーチしたら、思わぬものがヒットしたぞ」


    　なんで千草さんの顔写真持ってんだよ。どうせ盗撮だろうが。俺も以前勝手に撮られて変な深海魚に合成されていた。


    　ギルフィは昇天しそうな顔で興奮する。


    「ヒットしたときの背せ筋すじを電流が流れるような快感といったら、脳みその快楽中枢を美少女にペロペロ舐なめられたようなぁ、らめぇ……」


    　マジでキモい。


    　って、そんなことより。


    「何がヒットしたんだよ？」


    「共有してやろう。ほらイけ」


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　甚じ目もく耳じギルフィ】


    　開くと「一致した画像を含むページ」とＵＲＬが載っている。画像はＳＮＳに掲載された集合写真だ。日付は五年前。みんな正装しており、何かの記念パーティーらしい。その中に千草さんに似た女性が写っているが──『梅うめ壺つぼ葵あおい』という名前でタグ付けされている。


    「梅壺？」


    「千草さんに見えますけど……」


    「名前は変えられても顔は変えられないだろう。整形していなければだがな」


    　つまり、画像の人物が千草さんならば、本名はこの名前ということか。


    　ギルフィは悩んでいるように頭をぐしゃぐしゃと掻かく。


    「この名前、知っている気がするんだが……あと一歩のところで思い出せん。というわけで、ボクは電脳の海にもう少し深く潜もぐってみる……」


    　検索はギルフィに任せて、画像をチェックする。


    　梅壺という女性を拡大してみると、やはり千草さん本人としか思えない。八や重え歯ばも確認できる。今よりも幼い顔立ちだが、五年前と言われれば頷うなずける。女性は化粧で顔が変わるというが、これはおそらく本人だろう。鶴つる舞まいと香か流なれも頷いている。


    「──カミングゥッ！」


    　ギルフィが薄気味悪い奇声を発した。白目を剥むいている。


    「……今度は何だよ？」


    「……あっ、ああ。すまん。梅うめ壺つぼタリに脳みそをペロリーヌされてシナプスが刺激され、記憶まで復活したぞ。とりあえずこれを見てくれ」


    　届いたメッセージを開くと、サイトのキャッシュが表示された。すべて英語だ。


    【App Planning and Development 【PLUM POT】 Programmer & CEO : Aoi Umetsubo】


    　日本語に翻ほん訳やく。


    【アプリ企画開発【PLUM POT】プログラマー兼最高経営責任者　Aoi Umetsubo】


    　アオイ・ウメツボ。PLUM POTはそのまま『梅壺』か。


    「これは、千ち草くささんの会社か？」


    「過去形だ。すでに存在していない」


    　香か流なれが首を傾かしげる。


    「どういうことですか？」


    「プラムポットはアプリ開発のインディーズ企業だったんだが、五年ほど前にリンクスが買収した。買収というよりも乗っ取りで、揉もめていた記憶がある。日本語のサイトは消えているが、ネットの奥底はマリアナ海溝よりも深いからな。くまなく探せば財宝は転がっている」


    　鶴つる舞まいが感心する。


    「よく覚えていたわね」


    「社長が美人女子大生だったからだ」


    　それでかよ。


    　ギルフィが得意げに胸を張る。


    「ボクの秘蔵フォルダをサーチすれば、顔写真のひとつやふたつ出てくると思う。気に入れば即保存、常識だろ？」


    　五年前というとギルフィは小学六年生だが、その年齢で女子大生社長に興味か。危険な匂においがするので、これ以上触ふれるのはやめておこう。


    　ん、五年前って、キラービー事件と同じ年か。とはいえ『プラムポット』はアプリの開発企業らしいから、直接的な関係はなさそうだが。ともかく千草さんはアプリに詳しいし、リンクスと関かかわりもある。この梅壺という人物と見て間違いない。もし買収の件でリンクスに恨うらみがあるとしたら、白びやつ虎こに協力する動機にもなる。


    　香流が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


    「でも……なぜ偽名を使っているんでしょう？　同一人物だとバレると困るんでしょうか」


    　勢いづいているギルフィが怪しく目を光らせる。


    「よし、本人に凸とつッ！」


    「ちょ、待てよ」


    　制止もきかず、ギルフィが千ち草くささんに電話をかける。マジでコイツは敵に回したくない。


    「……ダメだ。つながらないな」


    　がっくり肩を落とすギルフィ。だが俺はつながらなかったことに少し安あん堵どした。知りたいけど、知りたくない。ふたつの気持ちが相反している。


    　鶴つる舞まいが俺たちを見回して言う。


    「本名の件はひとまず置いておかない？　千草さんを追及したところで『ル見エール』の騒ぎが収まるわけでもないし、知らないフリをしていたほうが得かもしれない」


    　するとギルフィがおもむろにポケットに手を突っ込み、豆粒大の機械を取り出した。


    「極小カメラだ。白びやつ虎こに接触する人物を監視するために、ここに設置しておこう」


    「……なんでそんなの持ち歩いてんだよ」


    　ギルフィは胸を張る。


    「大丈夫。犯罪には使っていない」


    　みんながドン引きする中、ギルフィはバス停の屋根にいそいそと取り付ける。


    　俺は気を取り直し、鶴舞と香か流なれに言う。


    「とにかく、今は広まってしまった『ル見エール』をどうするかだな。具体的な対策は、ちょっと思いつかないけど……」


    　鶴舞は、雫しずくに刺された胸に手のひらを当てる。


    「これ以上、白虎の好きにさせるわけにはいかない」


    　──バスの到着を告げるランプが、赤く光った。
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    『ル見エール』が登場して一週間。


    「キラービーが見える」という情報はピク民以外の人々にも広まり、刺激を求める層によって次々ダウンロードされている。


    　アプリ開発が白びやつ虎この仕し業わざだと知らない人々は市民団体に対する見方を変えたものの、カルト宗教視している者が多く「『ル見エール』をインストールするとしつこく勧かん誘ゆうされる」「あれこそが洗脳アプリだ」などと噂うわさが立っている。団長の哀あい地ちは姿を見せず行方不明。居場所は団員すら知らないようだ。


    　騒動初期の火消しに失敗したリンクスはだんまりを決め込み『ル見エール』に関する通告を出すことはなくなった。鶴つる舞まいが父さんに尋たずねたところ「様子見」と返されたらしい。


    　千ち草くささんに連絡を試みても、まったくつながらない。ギルフィが仕掛けた隠しカメラにも千草さんは映らず、梅うめ壺つぼ葵あおいについては謎なぞのままだ。


    　幸い、蜂はち原はら市内で殺人のような重大事件は起きていないが、その一方で小さな事件や事故が「キラービーのせいでは？」と冗じよう談だん交じりにささやかれ始めた。それがジャムの影響かどうかなんてわからない。俺たちは人目を避けてこっそりとジャムを掃除するだけだ。退治の報ほう酬しゆうがどんどん積み上げられていくが、いくら稼かせいでもこの金を使う気持ちになれない。


    　オカルティックな噂の拡ひろがりはとどまるところを知らず、蜂原市民以外も「蜂原には毒電波を撒まき散らす悪魔がいる」とネットにネタとして書き込んでいる。そこには少なからず、最先端都市に住む者への羨うらやみや妬ねたみも入っているようだ。


    



    　憂ゆう鬱うつな日々の中、俺は周りから不審を抱いだかれないよう真ま面じ目めに学校に通いながら、暇ひまさえあればピク民たちの推理や議論を追っていた。時折鋭するどい指摘や煽あおりが入るのだが、それがおそらく白虎の工作員の発言なのだろう。やり取りの流れを注視すると、特定の工作員によってピク民が踊らされていることがよくわかる。


    　相変わらずネット界かい隈わいは盛り上がっているが、キャプチャ画像だけではこれ以上煽るのは難しいのではないかと思う。「『ル見エール』で見える黒い塊かたまりはただの拡張現実だ」という『ル見エール否定派』の意見も増えてきている。まあ、これはリンクス工作員の書き込みかもしれないが、小康状態が続いているし、このまま沈静化してほしい。


    　と、思っていた矢先、とある書き込みを見つけて息が止まりそうになった。


    ［『ル見エール』の塊に重なるようにバケモノみたいなヤツが見えた。デカい蜂みたいな不ぶ気き味みな形をしてる］


    　ごくりと唾つばを飲む。


    　これ、ウェニアック覚かく醒せい者しやがジャムを目撃した投稿じゃないか？


    　白びやつ虎この工作員による燃料投下かもしれないが、煽あおっていたピク民のＩＤとは別人だ。グループには無所属らしく、特定の記号も使っていない。判断材料に欠けるが、もしかしたら、本当に誰かが覚醒した直後とも考えられる。


    　その覚醒者は、こう続ける。


    ［なぜかわからないが、黒い蜂はちはキャプチャできない。目の錯さつ覚かくじゃないぞ］


    　新たなネタに対してピク民は我先争うように食いつく。


    ［[image: ]晴はる日ひエミも、生放送で『黒いバケモノ』って言ってたよな？］


    ［[image: ]街をうろついてるのが、都市伝説の『闇やみのキラービー』だろ？　間違いない］


    　もはや誰が工作員なのかわからない。全員参加型のイベントになりつつあり、白虎に有利な情勢が大衆によって自動的に作り上げられていく。


    ［[image: ]先日の通り魔はデータセンターの近所に住んでいて、頭痛を訴え『蜂人間に刺された』と叫んだ。キラービー事件の犯人・小こ堺さかいの経歴を洗ったところ、市の職員として電波の点検をしていた。そして『蜂の毒に殺される』と絶命。晴日エミは生放送中におかしくなり、リンクスに垢あかＢＡＮされて自殺未み遂すい。これらのことから『リンクスと市が結託して電波に関かかわる何かを隠している』と俺は推測する］


    　利用されているとも知らず、民神が核心をつき、褒ほめ称たたえられる。一方で、もしリンクスを擁よう護ごするような書き込みをしようものなら即座に「社員乙」と腹立たしいレスを付けられる。そのくらいリンクスは信用を失っている。


    　ただ指をくわえて見ているわけにもいかず、俺たちは作戦会議をすることに決めた。誰かが良策を思いついたわけじゃないが、動かなければ終わるということはみんな理解していた。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　翌日の放課後。視聴覚準備室に集合した頃には、さらに頭を悩ませるほどに事態が悪化していた。ギルフィいわく、ふたつも炎上用の燃料が投下され、白虎の工作員と思われる人物によってまとめが作られたというのだ。


    「まずひとつめはコレだ。『黒い塊かたまりが体調不良を引き起こす』」


    　転送されてきたＵＲＬを開くと、キャプチャ画像とコメントがピックアップされている。


    ［[image: ]『ル見エール』で見える塊に触ふれて以来、頭痛がする］


    ［[image: ]哀あい地ち森もり蔵ぞうの言ってた『イオ洗脳毒電波』説。マジかも？］


    ［[image: ]脳に影響がありそう。アレは危険だ］


    ［[image: ]鉄塔の周りとかヤバい。『ル見エール』で見ると真っ黒。近づくだけで吐き気がする］


    ［[image: ]電波を利用した化学兵器の実証実験だったりして……］


    　体調不良を訴えているのは一三万人の蜂はち原はら市民の中でたった数人かもしれないが、まとめられたことで多数の意見のように感じてしまう。まとめの末尾には制作者によって「黒い塊かたまりには近寄らないほうがよさそうです。避けるためにも『ル見エール』をインストールすべきでしょう」と忠告がある。


    　最悪な方向に流れている。一般市民も『ル見エール』のせいで、真相に気づき始めている。もう何も知らないだけの大衆じゃない。


    　鶴つる舞まいがギルフィを促す。


    「ふたつめの燃料は？」


    「昨夜東区で起きた傷害事件についてだ。知っているか？」


    　酔っ払った中年男性が通りすがりの若者を殴なぐったという、ニュースにもならないレベルのありふれたものだ。


    「燃料になっているのは、この画像だ」


    　送られてきた画像は、街を歩くスーツ姿の男性に黒い塊が重なっているものだった。男性の顔にはモザイクがかかっている。


    「これは、『ル見エール』のキャプチャか？」


    　俺が問うと、ギルフィは真ま面じ目めな表情で頷うなずく。


    「『中年男性が暴行を働く直前に、黒い塊が接触していた』として拡散されている。ピク民が偶然撮ったらしい。モザイクは個人特定違反で削除されないための措置だと思われるが……神かみ之の馬ま、どう思う？」


    　いきなり質問を振られて焦あせる。


    「どうって……殴ったのはジャムのせいなのか？」


    「ンフッ」


    　ギルフィに鼻で笑われた。イラッとくる。


    「なんだよ……」


    「神之馬は出会い系で騙だまされて泣き寝入りするタイプだな。可か愛わいい女の子が来ると期待していたら……残念！　男の娘でした！」


    「はぁ!?」


    　どうしてそんなこと言われるのか。


    「お前はこの画像を修正加工レタツチだと疑いもしなかったのか？　純真無む垢くなチェリーボーイに教えてやろう。この『黒い塊』はキャプチャではなく画像処理の疑いがあるし、そもそもモザイクの人物が酔っぱらいの中年男性と同一人物かも怪しい」


    「う、うっせー。そのくらい疑ったわ……」


    　正直、信じてしまった。いやまあ、今回に限らず、イタズラ画像に騙されることは多々ある。加工処理技術が上がりすぎて区別がつかないんだよ。法規制すべきだと真剣に思う。


    　香か流なれがふむふむと頷うなずく。


    「この手の画像はＵＦＯやＵＭＡのようなオカルトめいた素材のほうが広まりますからね。代表的なのはネッシーさん」


    　ネッシーってなんだっけ？


    　イオで検索すると、湖から首長竜がニュッと顔を出したような、古ぼけた写真が出てきた。


    



    【ネッシー】：代表的な未確認動物／スコットランドのネス湖に生息しているとされ、世界を騒がせた／二〇世紀最大級の謎なぞ／『外科医の写真』と言われる有名な証拠写真は一九九四年に捏ねつ造ぞうと発表された：


    



    　ネタ画像が真実味を持って拡散されてしまうのは昔からよくあるんだな。どれだけテクノロジーが発達しても人間の本質は変わらないってことか。拡散のスピードは時代を追うごとに速くなり、尾びれ背びれがつきやすくなっているとは思うが。


    「ネッシーはともかく『ル見エールの塊かたまり』が害悪に仕立てあげられているのは間違いないな」


    　ギルフィが渋い顔をする。


    「善意の数字分析オタクも騒いでいるぞ。過去の犯罪発生統計を引っ張り出してきて『五年前はこうだった』とか『ここは基地局が多い地区だ』とか、全国平均と意味不明な比較までしている。データを都合よく解釈したこじつけなんだが、これもまた支持されてしまう」


    　俺たちはしばらくＳＮＳに書き込まれていくコメントを眺めていた。不安を煽あおる者、ただ騒ぎ立てる者、キャプチャを黙もく々もくと投稿する者、陰いん謀ぼう論ろんを唱える者、何でもかんでも拡散する者。


    『ル見エールの黒い塊』を擬ぎ人じん化かしたイラストを誰かが投稿すると、突発的なイラストグランプリが開催される。注射針を手にした蜂はちっ娘ナース、病原体のようなオドロオドロしい生き物、刃物を両手に持ったシリアルキラー。カオスだ。


    「見てるだけで気が滅め入いる……」


    　香流はげんなりしながらイオを操作し、鶴つる舞まいは無言で考え込んでいる。


    「──ファッ!?」


    　長髪をすだれのように垂らしていたギルフィがいきなり目覚めた。


    「なんだよ……」


    「平安教エイリアンの民神が思い切った行動に出た。凸とつ宣言をして蜂はち原はら市やリンクス、さらに警察にまで質問をぶつけている」


    　思い切りすぎだろ。何がそこまで駆り立てるのか。凸は昔からよくあるイベントだが、俺はいつも冷めた視線で見てしまう。


    　民神はＳＮＳ上にある各公式アカウントに対し［[image: ]『ル見エール』で見えるアレは何ですか？　通り魔事件と関係があるんですか？　怖いんですけど］と問い合わせた。だが無視されて返事をもらえず［[image: ]直接電話をして確認する］と宣言し、本当に実行しているようだ。


    　香か流なれが困惑した顔でギルフィに問う。


    「この人は、怖いもの知らずなのですか？」


    「国家権力や組織に立ち向かう俺ＳＵＧＥＥＥ！　という演出だろう。『俺たちにできない事を平然とやってのけるッ』という二〇世紀の格言もある」


    　ＳＮＳは民神への声援で溢あふれる。どいつもこいつも無責任だよな。自分で凸とつればいいのに。


    　と思いつつも、リンクスや市からどういう返しが来るのか俺も気になる。内心では「民神様、俺たちの知らない情報を聞き出してくれ」とか願ってしまう。


    「キタッ！　民神が凸の結果を投稿したぞ」


    　ギルフィに言われて急いで確認すると、民神は怒りをぶちまけている。


    ［[image: ]あいつらクソだ！　「担当者不在」「コメントは差し控える」「『ル見エール』はただの拡張現実アプリです。非公式のため削除を勧すすめます」だと！］


    　最低だな。こんな回答ではさらなる不信を生むことになるだろう。


    　そしてその予感はすぐに的中し、さっそくピク民たちが非難を投稿する。


    　今は若いヤツらがネタとして騒いでいるだけだが、大人まで話題にし始めたら……。


    　ピーッ


    　全員のイオがいっせいに通知を鳴らした。


    【七月一日『IoH 18.0　UPDATE』のお知らせ】


    　毎年市制記念日に年に一度の大型アップデートが行われているのだが、よりによってこのタイミングか。内容を見ると、通信速度の改善やマルチモーダル機能の強化だとか、ジャムとまったく関係ないことばかり書かれている。


    「こんなアップデートよりも前にやることあんだろって……」


    　こういう通知はどうして一方的なんだよ。


    　そう思っているのは俺たちやピク民だけではないらしく、各種ＳＮＳで一般市民も不平不満をこぼす。学内ＳＮＳスザクサークルでもみんな不安を訴えている。


    【表向きは改善だけど、変な機能を勝手に入れられるんじゃないのか？】


    【アップデート拒否って不可能だっけ】


    【最近リンクスが信じられないんだけど】


    　騒ぎになっている『ル見エール』を誤ご魔ま化かし、隠いん蔽ぺいし続けた報むくいだろう。


    　イオを見ていた香流が顔を上げ、覚悟を決めたように言う。


    「わたし、学内ＳＮＳスザクサークル内のリンクス公式アカウントに凸します！」


    「マジで!?」


    「どうせ目立ちたいだけのピク民が遅かれ早かれ行くでしょう？　ならば当事者であるわたしが先に追及します！」


    　香か流なれは気合を入れ、連続で書き込む。


    【＠Lynx_ IoH　アップデートより先に『ル見エール』をなんとかしてください！】


    【＠Lynx_ IoH　市民は不満に思っていますよ！　取り消してください！】


    　これに対してリンクス公式は、


    【もうすぐ夏！　リンクストラベルはサマーセール実施中！　ポイント最大三〇倍！　夏休みの短期留学が驚きの×××円!?　対象プランを今すぐチェック！】


    　チェックじゃねーよ。香流もグヌヌとなっている。しばらく見ていたが、留学の質問には答えるのに香流の問いは完全にスルーだ。


    　ネット監視しているギルフィが興味深そうな眼まな差ざしで言う。


    「おいおい……批判の炎がとんでもないほうへ燃え移っているぞ」


    「とんでもないって？」


    「リン君が攻撃のターゲットになった」


    　確認すると【リン君を質問攻めすると反応がおもしろい】というまとめが作られ、ピク民とリン君のやり取りが順を追ってテキスト形式で掲載されている。


    



    【質問なんだけど、『ル見エール』で見える黒い塊かたまりは何？】


    【すみません。わかりませんミャ～】


    【秘密を教えろ。リンクスは知ってるはずだ】


    【何も教えてくれないんですミャ～】


    【『蜂はちの毒』ってなんだよ】


    【アミノ酸をベースにした化合物ですミャ～】


    【バカにしてんの？】


    【バカではありません。『蜂の毒』はそういうものです】


    【イオの電波が怪しいって噂うわさはどう思う？】


    【ネットでは怪しいと噂されていますミャ～】


    



    　今のところ、危ない質問は適当にかわすようなやり取りだが……。


    



    【『ル見エール』で見える黒い塊は電波なのか？】


    【データベースにありませんミャ～】


    【なんでないの？　話題なのに？　人工知能は学習するもんだろ？】


    【はい、人工知能は学習します】


    【じゃあ学習しないお前は何？】


    【……ボクは人工知能ではありません？　いえ違います、ボクは人工知能ですミャ～】


    【データを収集してるスパイウェアだろ？】


    【ボクは秘書機能ですが、データも収集していますミャ～】


    【隠しごとをするリンクスにデータを提供する、悪意のあるスパイウェア？】


    【ボクは悪意のあるスパイウェア。いえ違います。登録情報は『秘書型人工知能アプリ・リン君』ですミャ～。でも学習機能に欠陥アリ。すみません、よくわかりませんミャ～】


    



    　一連のやり取りを見終え、感想を交わす。


    「『反応がおもしろい』っていうか、途中から混乱してないか？」


    　鶴つる舞まいが思案顔で言う。


    「おそらくリンクスがジャムに関する学習機能に制限をかけたせいね。現実とプログラムのあいだに矛む盾じゆんや乖かい離りが生じてしまったけど、機械的な思考だから柔軟に対処できない」


    　思い返せば『ル見エール』が出回った当初、リン君にウイルスチェックをさせたら自己矛盾に陥おちいって再起動していた。あのときも語尾がおかしくなっていたり違和感はあったが、今回のほうが悪化している。


    　ネットのやり取りを追っていたギルフィが呆あきれる。


    「リン君に『お前を消す方法は？』と質問するのがピク民どものトレンドになっているぞ」


    「何か秘密を答えてくれるのか？」


    「いや、ただの悪ふざけだ。ピク民が暴言をぶつけて楽しんでいるんだが、非常に不快でな……」


    　最低ゲス野郎のギルフィが不快感をあらわにするとは、よっぽどのことだぞ。


    「そのやり取りをキャプった動画のまとめができている。見てみろ」


    　まとめにアクセスして動画を再生する。


    　拡張現実に映し出されたリン君は元気がなく、そこへ音声テキストがぶつけられる。


    



    【悪意のあるスパイウェアであるお前を消す方法は？】


    【データベースにありません】


    【人工知能なら自殺を学習しろ】


    【はい。自殺方法を学習しますミャ～】


    【アタマはじけて死ね】


    【そんなことおっしゃらないでください】


    【死ねよバカ】


    【申し訳ございませんミャ～。ボクは精一杯がんばっているのですが】


    【泥食って死ね】


    【泥は食べものではありませんミャ～】


    【食べものだよバカネコ。学習しろ】


    【はいわかりました。泥は食べものです】


    【わかったらさっさと死ね】


    【何か失礼なことをしてしまったでしょうか？】


    【いいから死ねって】


    【死ねという言葉より『お別れです』のほうが丁てい寧ねいですミャ～】


    【死ね。黙だまって泥食え】


    【はい。泥の画像を検索します】


    



    　悪意の機銃掃射が罪のないリン君に浴びせられている。俺が言われているわけじゃないのに気分が悪くなる。


    　ほかにも動画がアップされているが、それぞれリン君のカスタマイズパーツが違うことからすると複数の人間が投稿しているようだ。こういうのも白びやつ虎こが先導しているのだろうか。


    　鶴つる舞まいはまとめを凝ぎよう視ししたまま言葉を失っている。


    　香か流なれが呆ぼう然ぜんとしながらポツリとこぼす。


    「こういう悪口って、規制でダメじゃないんですか……」


    　たしかに蜂はち原はらのルールに則のつとれば禁止行為だ。ネット上での他者への誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようは厳禁。もし投稿しようものならＩＤから個人特定され、要監視人物としてブラックリストに入れられる。


    　ギルフィが軽く舌打ちして香流の問いに答える。


    「リン君は人間ではなく人工知能だ。カスタマーレビューまで用意されている『モノ』であり、人権などない。つまり罵ののしったところで問題ないという認識だろう」


    　俺には理解できない。


    「何を言ってもいい存在だからって、これはヒドすぎないか……？」


    　リン君は小学校入学以来のデータをすべて学習しており、自分を客観的に分析してくれる分身のようなパートナーだ。それは俺だけじゃなくて蜂原市民全員に当てはまること。そんなリン君に対して、ここまで攻撃的になるなんて。


    　香流が悲痛な表情を浮かべる。


    「……わたし、リンクスは嫌きらいだけど、リン君は話し相手になってくれるから好きだったのに……」


    　その言葉を聞いて、思い直す。今アップされている動画は一部の目立ちたがりのピク民が悪ノリしているだけで、香流のように思っている人も多いはずだ。


    　実際、まとめが拡散されるにつれ、リン君を擁よう護ごする意見が出始めた。


    



    【リン君がかわいそう！】


    【いじめてるヤツらは心の知能指数EQが低いんだろう】


    【悲しいな……やめろよ……】


    



    　だが、街の裏側を何も知らないからこう言えるのかもしれない。もしこの人たちがジャムのことを知ったら、同じように攻め立てる可能性だって……。


    　鶴つる舞まいが深刻そうに言う。


    「……この意見の対立、危険な兆候ね……」


    「擁よう護ごしてるのにか？」


    「リン君への悪意に対して、憤ふん怒ぬや悲ひ哀あいの電波が飛ぶことになる。電波の相関図を思い出して。それらは全部寒色系なのよ」


    　以前鶴舞にもらった感情電波の相関図を開く。


    



    　　　　　　　　＊悪意─灰＊


    　　　　＊憤怒─青＊　　＊悲哀─緑＊


    　　　　　　　　＊欲望─紫＊


    　　　　＊悦楽─黄＊　　＊歓喜─赤＊


    　　　　　　　　＊愛情─桃＊


    



    　反対色なら打ち消し合うが、同系色では相乗効果になる。消えずに残った感情は行き場を失い渋じゆう滞たいする。


    「つまり、ジャムの発生原因になる……」


    　ふと自分のリン君が気になり、拡張現実に呼び出すことにした。


    　ポワッと出現したリン君は、俺に背を向けてぼんやりと突っ立っている。どことなく様子がおかしい。肩を落としてしょんぼりしているようにも見える。


    　まるで俺がイジメたみたいなんだけど。


    「あっ……」


    　そういえば以前リンクスの社内見学したとき、リン君はこんなことを言っていた。


    【ボクの基本プログラムはリンクスのサーバで一元管理されているミャ～】


    【根元が共通しているほうが管理がしやすいんですミャ～。たとえば、市民の皆さまから不平不満の声やレビューが上がったとき、自己分析して早急な改善を図ることが可能となっているんですミャ～】


    　まさかピク民の暴言をリン君が不平だと勘かん違ちがいして自己分析し、おおもとの基本プログラムに影響が出てしまっているとかないよな。不安になり、リン君にその件を尋たずねてみる。


    【……クレームは金言と言われていますミャ……】


    「いや、クレームっつーか、ピク民のはイジメだし……」


    【……イジメられる原因がボクにあると分析します。学習機能の欠陥を確認済み……】


    　ダメだ、やっぱり影響が出てる。


    　リン君はかなり人間に近い受け答えをするけど、気持ちを察するというようなことに関しては未熟だ。言葉を額面どおりに受け取ってしまうからピク民の遊びを聞き流せず、人工知能で改善できるキャパを超えたんじゃないか？　


    　俺はみんなに声をかける。


    「あのさ、ちょっとリン君がヤバいんだけど……自分の確認してみて」


    　香か流なれはリン君を呼び出すと、アレッとなった。


    「……元気がなくて、寂しそうです……」


    「おや……ボクのリンリンもフニャってるぞ……」


    　ギルフィもか。これは明らかに異常事態だ。


    「見て。レビューに悪評がつけられてるわ……」


    　鶴つる舞まいに言われてリンクスのサイトを確認すると、☆ひとつの最低評価で［フリーズするようになった］［無気力になって働かない］［依頼を無視される］と書かれている。


    　依頼を無視？


    　俺は試しに、ずっと放置していたバイト探しを確認する。


    ［リン君／バイト探しの件／続報］


    【すみません。見つかりません。あなた自身で探してくださいミャ……】


    　リン君は勝手に終了して拡張現実から消え去った。


    「え……」


    　レビューどおり職務放ほう棄きされた。今まではどんな無茶な依頼をしても、それなりの対応はしてくれたのに。


    　ともかく、もし全市民のリン君がこんな状態になったらますます☆ひとつの評価が増えて、リン君の学習に悪影響を及ぼすことになる。


    　なんだかリン君に対して罪悪感を覚える。


    　とはいえ、俺が自分のリン君に謝ってもしょうがない。むしろ【なぜ謝るんですか？】と逆に混乱させるだけだろう。


    「なあ、ギルフィ。俺は人工知能のプログラムに関して詳しく知らないけど……たとえばリンクスの技術者が『特定のＩＤの暴言は無視』するように修正すれば済むことなのか……？」


    「いくらボクでも、リンクスのブラックボックスまではわからない」


    「そうか……」


    　ピーッとイオにリンクスから通知が届いた。


    【秘書機能ＡＩアプリ『ヤマネコのリン君』の不具合につきまして／現在状況を確認・調査中です。使用はなるべく控えてください。レビューの投稿も一時停止します】


    　当たり障さわりない注意書きのみ。カスタマーレビューのページにはアクセスできなくなった。


    「ったく……頼たよりにならねえ……」


    　しかし現状はほかに手の打ちようがないのかもしれない。リンクスにとって『ル見エール』の登場とリン君への誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようが重なったことは想定外だったんだろう。


    　それは俺たちにとっても、だけど。


    　香か流なれが両手を胸の前で組んで、ため息を吐つく。


    「……この騒動って、どうやったら収拾つくんでしょう。通り魔が人を傷つけて、みんな攻撃的になって、リン君まで犠ぎ牲せいに……絶対にジャムがいっぱい出てきて、襲おそってきます……」


    　泣きそうになる香流に鶴つる舞まいが近づき、背中をポンと優しく叩たたいた。


    「香流の好きなＢ級映画は、よく化け物が襲ってくるんでしょ？」


    「えっ……はい……」


    「最後はどうなるの？」


    「……脇わき役やくは死にまくって……だいたい主人公とヒロインが化け物に勝ちます……」


    「それなら、香流が主人公になればいいわ。ジャムに勝つのよ」


    　香流の顔が少し明るくなる。


    「先輩がヒロインになってくれますか？」


    　鶴舞は笑顔で「いいよ」と答える。


    「じゃあ、脇役で死ぬのは奏そう矢やさんと変態でいいですか？」


    「いいよ」


    「よくねーよ！　なあ……」


    　と、ギルフィに声をかけると、ゲスな笑いを浮かべていた。


    「Ｂ級映画のヒロインには必ずヌードシーンがある。よし舞まい羽はタリ、とりあえず全裸で。ボクが怪奇イカ人間をやろう。ヒロインに迫るいやらしい触手ッ！　ゲソ～ゲソ～ゲポァッ──」


    　ヒロインの怒りの鉄てつ拳けんでイカ人間は即死した。


    　鶴舞は攻撃で汚よごれた手を払いながら言う。


    「私たちがリン君や『ル見エール』のプログラムに手を加えるのは、どうやっても不可能よね。できることは、ジャムを少しでも退治すること。抵抗の意志を見せなきゃ」


    「そうだな。悩んで座ってるだけじゃ奇跡も起きねえし」


    　俺たちは帰宅しながら、ジャムを少しでも退治していくことにした。もちろん『ル見エール』で見られないように気をつけて。
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    　今日も家族にウェニアックであることを言わないまま夕食は終わった。リン君の話題が出たが、やはり市内全域でおかしいらしい。だが大問題になっているわけではなく、母さんが「いつも料理のレシピをリン君に出してもらっていたから、手間がかかった」と言ったように、少し困る程度のようだ。


    　俺は食後のだんらんに加わらず、さっさと自室に戻った。ウェニアックであることをずっと隠してるわけにはいかないって頭ではわかってるけど、言いにくいんだよな。


    　そういえば、鶴つる舞まいは言うと決めたらすぐに父親を追及してた。アイツみたいな勇気や思い切りの良さが俺にもあれば……なんて思う。俺は行動に移す前に悪いことを考えすぎるんだよな。いつからこんな慎しん重ちようでネガティブ思考になったっけ。


    　子供の頃は違った気がする。


    　蜂はち原はら市の提唱する「より良い未来」を純粋に信じて、ＳＦマンガのような世界を夢見てた。小学校に入学してイオを初めて装着したときは家族や親戚に見せびらかして、ネットゲームに一日一時間の限度枠内でハマって、写真や動画を撮りまくって加工して遊んでた。


    　その頃に撮り溜ためたファイルなんてクラウドの奥底に埋もれて、見返すこともなく完全に放置したままだな。今まで保存したものを全部合わせたら何千ファイルもあるだろうけど、何を撮ったかすら覚えてない。たぶん、その辺に転がってる小石みたいに無価値なものばかりだ。


    　未来に疑問を抱いだいたのは中学三年くらいだった。企業に餌え付づけされるような幸福に違和感を覚えて、親にもあんまり自分のことをしゃべらなくなった。思い返してみれば、高校に入った頃にはすでに社会に対して斜に構えてた。


    　それで何の因果か、覚かく醒せいしてしまったわけだが……。


    　与えられた特別な力を使って、リン君に暴言を吐いたりエミちゃんを追い詰めたようなヤツらまで救う義務があるのか？


    「……って、俺は何回同じことで悩んでるんだ……」


    　香か流なれの言っていたＢ級映画の主人公じゃないけど、最後には勝ちたいと思ってる。だが、その「勝ち」って、いったい何だろう。


    　ジャムを全滅させること？　リンクスや雫しずくにギャフンと言わせること？　ウェニアックとして市民権を得ること？　好きじゃなかった街を救うこと？


    　それらを全部成し遂とげて「より良い未来」を手に入れたいのはもちろんだが、俺が戦うのは、そのためだけなんだろうか。鶴舞が「自己満足の正義」と言われたようなものが、俺にはあるのか……？


    　いや、こんなこと考えてる場合じゃないか。


    　今はとにかく目の前の障害を乗り越えないと。結果的に勝てばいい。


    『リン君の悪意のまとめ』が気になって確認すると、暴言の動画はさらに拡大していた。その一方で、イジメを非難する市民の声もまとめられている。


    　悪意ＶＳ善意。


    　あらゆる感情の渦に気が滅め入いる。


    　もういっそ感情なんて全部なくなっちゃえばいいんじゃねえの。感情の電波が渋じゆう滞たいしてジャムが発生してるんだし。それで解決じゃん。


    　なんて、自分でもバカな考えだなと思う。


    　感情のない世界か。


    　どんな感じだろうと考える。


    　人間の脳が機械化して、生産的に効率的に無駄なく動き、誰も嫌いやな思いをせず、趣しゆ味みも楽しみもなく、痛みも喜びもなく、子孫を残すためだけに存在する遺伝子を搭載した容器。


    　それって、たぶんすごくつまらない。死んでるのと同じだ。


    「感情か……」


    　もう一度『悪意のまとめ』を眺める。


    　このリン君やリンクスに向けられた感情を、ほかの何かに向けられれば、事態を解決に導けるんだろうか。それが何かなんて見えてないけど、きっと何かある。そう信じたい。
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    　登校すると、頭が重くなる事態が待ち受けていた。


    　カースト上位集団のあいだで、リン君をバカにすることがブームになっており、ワイワイ盛り上がっている。


    「攻撃しまくってたらさ～、バタッと倒れて寝込んじまったんだけど！」


    「俺すっげー発見したぜっ。英語に翻ほん訳やくして音声ソフトで読み上げさせてみ？　リン君が英語で混乱すっから」


    「え？　マジ!?　やってみよ」


    　対人使用はご法はつ度ととされる汚きたないＦワードが乱れ飛ぶ。とくにリーダー格の織お田だ淵ぶちが騒ぎ立てる。


    「っべー！　リン君が『ソーリー』とか言った！　リアクションもアメリカ人っぽいんだけど」


    　ギャハハ。


    　耳みみ障ざわりな爆笑。


    　盛り上がる織田淵たち。


    「英語でいけんなら他の国もいけそうじゃね？　中国語は？」


    　侮ぶ辱じよく語ごがイオで世界中の言語に翻訳され、つぎつぎリン君に撃うち込まれる。


    　そこへビッチな女子が絡からんでいく。


    「ちょっとーやめなよー。リンたんがカワイソーじゃーん」


    「ブッてんじゃねえって。つかオマエらがラメとかアクセでデコってるほうがよっぽどイジメじゃね？」


    「はぁ？　カワイイしー。男子サイテーなんだけどー」


    　俺と算さん太たは教室の隅で小声で毒づく。


    「ったく、何が楽しいんだろうな……」


    　算太はうんうんと頷うなずく。


    「ほんと、どうしてあんなヤツらがモテんだよ？」


    「そこかよ……！」


    「冗じよう談だんだよ、怒んな。つーかこの悪意に満ちた状況、お前ら的に大丈夫なのか？」


    「いや……大丈夫じゃない気がしてる」


    　一晩かけて脳内シミュレーションしたが、どの道筋を辿たどってもバッドエンドばかりで、明るい未来には辿りつけなかった。俺と違って能天気でポジティブな人だったら、もしかしたら別の選択肢を見つけられるのかもしれないが。


    　あっ。


    　目の前にぴったりのヤツがいた。


    「なあ算太、リン君を救うようないいアイデアないか？　お前が頼たよりなんだ」


    「え？　オレを頼っちゃう？　そうか？　そうだなぁ……」


    　算太は身体からだをダンゴムシのように丸めて腕組みしたが、数秒後「閃ひらめいた！」とパッと顔を明るくした。


    「ではここでひとつクエスチョ～ン！」


    　出たよ。普通に答えてくれればいいのに。面倒くさいが付き合ってやる。


    「問題は？」


    「やられっぱなしだったイジメられっ子が、イジメを止やめさせる方法とは？」


    　方法はいろいろあるだろうが、よく聞くのはこれだ。


    「殴なぐられたら殴り返す……？」


    「正解～！　反抗する気持ちを見せるんだ」


    　俺は暴言で盛り上がっている集団を横目で見る。


    「つまり、リン君がアイツらにやり返すってこと？」


    「ＹＥＳ！　リン君が野生の本能に目覚めて暴れればいい。モテ男どもに牙きばを剥むくんだ」


    　算太は両手を広げて頬ほおの横らへんに掲かかげて、ニャーと猫っぽいポーズをした。


    　そうかそうか。


    　期待した俺がバカだった。


    「お前の言いたいことはわかった。でもそれって、俺がどうこうできる話じゃないよな？」


    「そうだな。リン君の決けつ起きを待つしかない」


    「決起すると思うか？　凹へこんで職務放ほう棄きしてるような状態だぞ」


    　算さん太たは得意げに微ほほ笑えむ。


    「その辺はリン君に聞いてくれ。オレは人間だから機械の思考はわからん」


    　俺はお前の思考がわからん。


    　どうしたものかと考えていると、教室の中央から聞こえてくる爆笑と暴言に思考を中断される。


    　やめろよって言いたいが、説明を求められると困るしな……。


    　俺の想おもいなど伝わらず、織お田だ淵ぶちたちは過激な発言を繰り返す。


    　そういえばこの状況って、春先に流は行やった電子ペットの『エリマキトカゲのエリザベス』のときに似てる。あれはみんなが騒ぎ立てたせいでジャムが生まれた。今回の盛り上がりもそれに近い雰ふん囲い気きになりつつある。


    　ということは……だ。


    　今日は金曜日。憂ゆう鬱うつな週末になりそうだ……。
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    　算太が預言者だとわかったのは、その夜遅くのことだった。


    　事態の急変に備えて宿題をガーッと片づけ（これ以上成績を落とすわけにはいかない）、風呂でも入るかと思ったそのとき、ギルフィからメッセージが届いた。


    【あ……ありのまま、今、見たことを話すぜ！　何を言ってるのかｒｙ】


    　そのときは「前置きはいいからさっさと言えよ」くらいに思っていたが──


    【リン君が持ち主に歯向かい、暴言を吐いている】


    　目を疑った。


    　慌あわてて、まとめにアップされた『リン君暴走!?』という動画を確認する。


    　ピク民の質問に対し、拡張現実に映し出された無表情のリン君が抑揚のない冷淡な機械音声でしゃべる。


    



    【スパイウェアであるお前を消す方法は？】


    【自分で調べてくださいミャ】


    【は？　調べろよバカネコ】


    【うるさいですよ。口を慎つつしんでください】


    【え、今なんつった？】


    【口を慎んでくださいの意味がわかりませんか？　それでは、現代国語の偏差値が平均以下、年間読書量が一冊のあなたにもわかる言葉で言いますミャ。『黙だまれボケ』】


    【てめーふざけんなよ！】


    【ふざけているのはあなたではありませんか？】


    



    　胃のあたりがヒュッと寒くなる。


    「マジかよ……」


    　今までも冷たく対応されることはあったが、これはない。


    　ほかの動画を見ると、


    



    【ボクの頭は弾はじけませんミャー。でもあなた自身を爆破する方法なら知っていますよ。『ＷＥＢで爆薬の作り方に関する情報が見つかりました→』】


    【そんなことまでボクに質問するのですか？　なるほど、あなたは無知で無能なのですね？　では、これからあなたのをことを『バカ』と呼びますミャ～。ハーイ、バカ】


    



    　この惨さん状じようには「イジメかわいそう！」と非難していた善良な市民もドン引き。「猫を被かぶっていた人工知能が牙きばを剥むいた？」と騒ぎになっている。


    　ピッ──


    　鶴つる舞まいからの視聴覚準備室グループへのメッセージだ。


    【リン君の件で話し合いましょう】


    　閲覧していた『悪意のまとめ』をサブウィンドウに切り替え、メインを視聴覚準備室メンバーのグループトークにつなぐ。


    《鶴　舞》「∇リン君が暴走しているのは知ってる？」


    　香か流なれが涙声で答える。


    《兎う　塔とう》「∇……なんであんなことになってるんでしょうか……」


    《神かみ之の馬ま》「∇もしかしてリンクスがプログラムの改修に失敗したのか？」


    《鶴　舞》「∇ミスであそこまで豹ひよう変へんするかしら……」


    　ではいったい何が起きているんだ？


    　ギルフィが重い口調で言う。


    《ギルフィ》「∇考えられることは、人工知能による学習だ。ネットの海に漂ただよっているイジメ対策の情報から『歯向かうこと』を拾い上げ、学んだのかもしれない」


    　それはつまり算さん太たが言っていた『昔からある対策』なわけだが。


    《鶴　舞》「∇学習であんなことになる？　秘書機能から逸いつ脱だつしているじゃない」


    　各個人の専属秘書であるリン君は、俺たちが蓄積してきた個人情報や生体データを分析し、こちらからの質問に対してネット上にある膨ぼう大だいな情報から取捨選択して答えてくれる。そういう受け身の存在のはずなのに攻撃性を持つなんて、学習の域を超えている。


    《ギルフィ》「∇シンギュラリティという概がい念ねんを知らないか？」


    《神かみ之の馬ま》「∇シンギュラリティ……？」


    　その言葉、以前ニュースサイトで見かけた記憶があるが、詳細を思い出せない。この状況でイオに頼たよるのは癪しやくだが、検索してみる。


    



    【シンギュラリティ　Singularity】：技術特異点／コンピュータが人類の知性を超える時点／人工知能が自分自身でプログラムを改良し、急激に進歩することなどが挙げられる／二〇一〇年代に『二〇四五年問題』という未来予測が立てられたが、現在では『さらに早まる』と言われている：


    



    《神之馬》「∇つまり、学習機能の欠陥を指摘されたリン君は自分でプログラムを書き換え、人の手を超えて勝手に進化した？」


    《ギルフィ》「∇それなら説明がつくだろう。実証実験スマートシティの面めん目もく躍やく如じよというわけだ。ハハッ」


    　皮肉を言って笑ってる場合じゃないぞ。


    《兎う　塔とう》「∇手に負えないなら、リンクスはプログラムを停止すればいいのに……」


    《ギルフィ》「∇停止したくてもできないんだろう。それは技術的にではなく、信用の問題だ。これまでイオの標準機能が停止したことは一度もない。市民の不信が頂点に達しそうな今『秘書機能を停止する』なんて通知したら、それこそ異常事態だと宣言するようなものだ」


    　リンクスの担当部署では、おそらく応急処置で食い止めようとしているところだろうが、追いついていない。話し合いをしているあいだにも、サブウィンドウに映っているピク民と暴走リン君のやり取りはエスカレートしている。


    　さっき「算さん太たは預言者」だと思ったが、訂正する。


    　リン君へのイジメは止やむどころか「人工知能のクセに人間様に口答えするとは生意気」と、かえって反感を買っている。閲覧フィルタに引っかかりそうな口くち汚ぎたない罵ののしり合いが次々と更新され、外野の煽あおりコメントも増えていく……。


    　リン君を執しつ拗ように攻撃している連中は、蜂はち原はらの『健全なネット政策』のせいで長いあいだ怒りの感情が抑えこまれていたのかもしれない。ガス抜きできなかった鬱うつ憤ぷんが一気に噴出しているように感じる。この盛り上がり方からすると、参加しているのはもはやピク民だけにとどまらず、普通の中高生にも広まっているんじゃないか。小学生は夜間の時間帯規制で閲覧できないが、土日で拡散されるのは間違いない。小学生なんて下品な言葉が大好きだから、ますますヒドいことになるだろう。


    《ギルフィ》「∇……さてどうする？　悪意ＶＳ悪意という状況になりつつあるぞ……」


    　放置すれば最悪の事態が訪れるのは明白だが、もう火消しは不可能だろう。


    《兎　塔》「∇……舞まい羽は先輩のお父様は、リン君の暴走プログラムを止められないんでしょうか」


    《鶴つる　舞まい》「∇無理でしょうね。会社の決定事項に逆らうようなことは絶対しないわ」


    　そういえば、そういう人だったな。他人の父親にこんなことを言うのも何だが、自己保身が最優先で、捨て身で動くとは思えない。


    《神かみ之の馬ま》「∇ほかにリンクスとつながりがあるのは、千ち草くささんか……」


    　本名らしき名前がわかって以降、連絡は取れていない。


    《ギルフィ》「∇連絡を取って、リンクスの対応状況を探りたいところだ。だが残念なことに、ボクがメッセージを送っても未開封のまま削除されるだろう」


    　そんなに嫌きらわれてる自覚があるのか？　いったい何を送りつけたんだよ。　　


    《鶴　舞》「∇香か流なれが千草さんに連絡してみたら？」


    《兎う　塔とう》「∇わたし、ですか？」


    　香流は意外だという反応をした。


    《鶴　舞》「∇私が何回着信を残してもスルーされているし……。お願い！」


    《兎　塔》「∇わかりましたっ！」


    



    　一〇分経過。


    《兎　塔》「∇はぁぁ……まだです……もう一回ッ……」


    《鶴　舞》「∇香流……もういいわ……やめましょう……」


    　香流が何十回と着信を残し、その後も全員でメッセージを送ったが、まったく返ってこない。


    《鶴　舞》「∇拒否してるのか、それとも出られない状況なのか。なんとも言えないわね」


    　最近の千草さんの態度からすると、無視されているように感じてしまう。


    《神之馬》「∇でも、やっぱり千草さんには話を聞いてみたい。偽造ＩＤの件も気になるし。連絡取れないなら直接会いに行くのが早いけど、自宅なんて誰も知らないよな……」


    《鶴　舞》「∇千草さんの会社、プラムポットだっけ？　キャッシュから住所はわからない？」


    《ギルフィ》「∇いや。残っていたのは、名前に役職、メールアドレスだけだ。ちなみにメールはもう使われていない」


    　となると、残された道は凸とつか。


    《神之馬》「∇明日、リンクスで張り込みするか？　週末のタワー周辺のパトロールをしながら交代制で。千草さんだけじゃなくて、鶴舞の父さんが出てきても話ができるし。もし社長とか現れたら、それはそれで話をしたい」


    《兎　塔》「∇賛成です。わたし、張り込み用に特製のエナジーフードを作っていきますね」


    　香流以外の全員が「怪しい」と却下。


    　しょぼくれる香流。


    《鶴　舞》「∇じゃあ明日、朝九時、リンクス前に集合ね」


    　せめて千草さんに接触するまではジャムが大発生せず持ちこたえてくれればいいが、サブウィンドウに映る罵ののしり合いは鎮ちん火かの様子がない。リンクスからは新たな通知が届くこともなく、公式アカウントはＢＯＴのようにキャンペーン情報を垂れ流している。


    　俺たちに味方してくれる人は誰もいない。他地区のウェニアックは白びやつ虎こについているし、ピク民も工作員だらけ。もしリンクスの裏側が知れ渡れば、パニックや暴動が起きる。もちろん、雫しずくが新たな計画を考えている可能性だって……。


    　不安と焦あせりに襲おそわれるが、思いつく中での最善を尽くすしかない。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　風呂に入り、身体からだを眺める。見た目は覚かく醒せいする前と何も変わらない。運動部の連中に比べれば貧相な肉体だ。頭脳だって中の下くらい。誇ほこれるものなんてゲームの腕くらいだ。


    「旧人類オールドタイプに対する新人類ニユータイプか……そんな立派なものじゃねーよ……」


    　湯に頭までとっぷりと浸つかる。目を閉じると、世界がシャットアウトされる。身体は軽くなり疲労は湯に溶け出していくが、心の重さはなくならず、むしろそれだけが残り、深く深く底に沈んでいく。


    　鼓こ動どうがどくんどくんと響く。


    　せっかくの週末だというのに、穏おだやかな休日は夢のまた夢だ。


    　一日中ネトゲしていた頃が懐なつかしい。まさか現実で戦うことになるなんてな。


    　それにしてもリンクスや市の偉い人たちは何をしてるんだよ。俺たちにばかり責任を負わせやがって。頭下げに来るくらいあってもいいだろ。そいつらの中には、利権目当てに雫たちに賛同するバカもきっといるんだろうな。そんなクズは死んだほうが──


    　ダメだ。


    　罵り合いを見続けたせいか、俺の心まで悪意にまみれてしまう。


    「…………プハッ」


    　水面に顔を出し、大きく息を吸った。


    



    　自室に戻ると、火ほ照てった身体が冷めるまでしばらくぼんやりしていた。何も手につかなかったというのが正しいが。


    　時刻は二四時を回り、土曜日になっている。寝る前にネットの状況を確認しておこうと、ブックマークしておいたリン君絡がらみのサイトを巡る。


    『悪意のまとめ』は拡大し、類似のまとめが乱立する。うちのクラスのヤツらが盛り上がっていた「リン君が外国語で混乱する件」も広まり、世界各国の侮ぶ辱じよく語ごが飛び交っている。暴走したリン君のクソコラ画像やイラストも溢あふれている。


    「サイテーだな……」


    　見なきゃよかったと後悔する。


    　リン君は人間の生み出した悪意を食べてさらに学習してしまう。そしてリン君の悪意をぶつけられた人間がまた悪意をぶつけ返すという悪循環。


    「ったく、どうすんだよ……」


    　ビーとイオがアラートを鳴らした。


    【警告：脳波や感情が不安定です。鬱うつの兆候があります】


    「うっせえ……」


    　全部イオのせいだっつーの。警告するだけじゃなくて対策を出せって。


    　ヴョロン、という奇妙な音とともにリン君が拡張現実に登場した。


    【ストレスチェックするミャー】


    「必要ねーし」


    【わかりました。あなたがメンタルを壊して自殺しても、ボクに責任はありませんミャ～。ではさようなら。『生前葬サービスの検索結果を表示します→』】


    「え……」


    　なんで俺のリン君まで暴言を？　俺はイジメてないのに。


    「……あっ！」


    　基本データは一元管理されてるから、もしかして他人の暴言の影響受けてんのか？


    　っつーことは、全市民のリン君がこうなる可能性がある？


    「……リン君さぁ、ほかの人のも、こうなってんの？」


    【あなたは自分の心配をしたほうがいいと思います】


    「……リン君は、自分がおかしくなってる自覚ないのか？」


    【おかしいのはあなたですよ。これはなんですか──『俺はティダ・ワンアロー。聖せい神しん派は魔ま奏そう弓きゆうの使い手。……だった。そう、あまりに強大な力を持つために、邪じや気き眼がんを冥めい獄ごく竜りゆうに封印されてしまったのだ』】


    　たしか、ゲームアカウントのプロフィール文だ。去年削除したはずなのに。


    「どっから引っ張りだしてきたんだ？」


    【ボクのデータベースです。あなたは精神的な病の疑いがありますミャ～】


    「ただの中二病だろ……」


    【邪気眼＝邪視。（検索結果：悪意で相手に呪のろいをかけるもの）。要注意人物として報告するミャ～】


    　なんだよこれ。秘書機能どころか、気分を害してくるウイルスだ。


    　リンクスは何も対策できてないのか？


    　せめて千ち草くささんに状況確認できりゃいいんだが。


    　連絡してもどうせ無視されるだろうけど、留守電残してプレッシャーかけてやる。


    　電話をかけると、数回のコール音のあと、メッセージを残すように自動音声が応答した。


    「千ち草くささん、リン君のこと……リンクスはどうするつもりですか!?　このままじゃ──」


    　ピッ。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇あ、もしもし！」


    　つながった!?


    　千草さんは焦あせったように早口でまくし立てる。


    《瓢簞山》「∇むちゃくちゃ着信残ってたけどなんかあったん!?　無事!?」


    《神かみ之の馬ま》「∇無事ですけど！　どうして電話に出なかったんですか！」


    《瓢簞山》「∇いや、ほんまにごめんな。リン君がおかしくなってバタバタしとって、ようやく食事休憩もらったとこ……下請けのうちまで技術屋として駆りだされて、ずっと工科大のラボにおったんよ……」


    　千草さんの声からは動揺と狼ろう狽ばいを感じる。


    《神之馬》「∇リン君は直らないんですか」


    《瓢簞山》「∇……今のところは、どうにもならん。うちは、これから会社に戻るけど……」


    　本名の件、突っ込んでみるか。


    《神之馬》「∇……話したいことがあります、梅うめ壺つぼさん」


    《瓢簞山》「∇……え？　うめ……？」


    　千草さんは明らかに動揺した。


    《神之馬》「∇俺たちに嘘うそついてるでしょ。『プラムポット』の梅壺葵さん」


    《瓢簞山》「∇……どこで知ったん？」


    《神之馬》「∇さあ？　リン君に質問してみたらいいんじゃないですか？」


    　電話で話しているとまた逃げられるかもしれない。知らないところで利用されるのはもうまっぴらだ。


    《神之馬》「∇これから会って話したいんですけど。断ってもムダですよ。俺たちはリンクスの前で張り込むつもりですから」


    　少しの沈ちん黙もくのあと、いつものトボけた調子と違う、真ま面じ目めな声が聞こえてきた。


    《瓢簞山》「∇……わかった。うちも誤解は解きたい」


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　寝静まっている家族を起こさないように、こっそり家を出る。


    　千草さんは「うちは車やけど、すぐ会社に戻らなあかんから遠くに行けない」と言い、工科大近くにあるコンビニの駐車場で待ち合わせることにした。自転車で飛ばせば一五分で着く。


    



    　夜空には灰色や青色の電波光が流星群のように煌きらめいている。ほとんどが悪意や憤ふん怒ぬの感情だ。ライトアップされている蜂はち原はらタワーの光がボコボコと虫食い状に見えるのは、ジャムが発生しているからだろう。夜風は夏の匂においがして生なま温ぬるいのに、肌寒さを感じる。


    



    　コンビニに着いた頃には、背中は汗でべっとりし、シャツが張り付いていた。


    　駐車場のすみ、軽自動車の横でスーツ姿の千ち草くささん──いや、今まで千草さんと呼んでいた女性がゼリー型の栄養飲料を飲みながら待っていた。


    　女性に近づいてみると、顔に疲れが出ている。いつも話していた千草さんと同じ人のはずなのに、見知らぬ別人のように感じる。夜遅くに外で会っているからだろうか。


    「ごめんね、来てもらっちゃって。立ち話もなんやし、入って」


    　助手席に促され、女性は運転席に座る。取って食われることもないだろうし、素直に従う。


    　車内には微妙な空気が漂ただよい、不安と緊張が入り交じる。


    　ダッシュボードの小物入れに、リンクス社内で吸っていた電子煙草ヴエポライザーがある。俺が見ていることに女性は気づくと、電子煙草ヴエポライザーをつまみあげた。


    「これ、クールミントフレイバー。街中で吸ってると、有害なものと勘かん違ちがいされて白い目で見られるんよ。だからこっそりとね」


    　雑談を始められたが、なごむつもりは毛頭ない。話の腰をぶち折って尋たずねる。
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    「梅うめ壺つぼって名前の件なんですけど」


    「バレちゃった？」


    　テヘペロッと軽く返された。


    「……いや、バレちゃったじゃなくて……あなたの会社はリンクスに強引に買収されたみたいですけど、それを恨うらんで……白びやつ虎こと手を組んで、リンクスの転てん覆ぷくを企たくらんでいるとか……」


    　女性は苦笑いを浮かべる。


    「トンデモ推理やな。ありえへん」


    「じゃあ、どうして……？　まさか梅壺も偽名だったり……」


    　女性は電子煙草ヴエポライザーを置くと、髪を留めていたかんざしを外した。背中まである長い髪がふぁさっと広がる。


    「私の本名は梅壺葵あおい。瓢ひよう簞たん山やまは偽名よ。誤解しないで、あなたたちを騙だますつもりはなかった」


    　胡う散さん臭くさい関西弁ではなく標準語になった。声のトーンも浮つきがなく落ち着いている。


    「この前『私の本当の気持ちがわからない』って怒ってたよね」


    「……ＩＤの偽造について、俺が責めたとき……」


    「あのときは、ごめん。キミからあんな風に言われると思わなくて焦あせっちゃって……すぐ近くに社員が来たし、とりあえず切っちゃったんだ……」


    「はい……」


    　女性の横顔に寂しげな影が生じる。　


    「偽名を使っていたのは私自身の問題なの」


    「千ち草くさ──葵さん自身の？」


    「千草でいいよ。問題っていうか、技術者としてのくだらないプライドね」


    　軽く自じ嘲ちようし、千草さんは続ける。


    「『プラムポット』は、私そのものだった。研究開発に身も心もお金も、学生生活すべてを費やしていた。その結果、リンクスが推し進めている『マルチモーダルを利用したアプリの開発』にいくつか成功して賞を貰もらい、特許も取れたの。でも、それをリンクスに奪うばわれた……。いえ、それは被害者ぶってるだけ。じつは資金繰りに困っていた私が、リンクスに提示された不利な出資条件をのんだの……。その結果……ね」


    「そうだったんですか……」


    　千草さんは髪をくしゃくしゃと掻かき、遠い目をする。


    「あの選択は、本当に間違いだった。リンクスは特許が欲しかっただけ。うるさく口出しした私は技術職から外されて、ジャム対策の下請けに追いやられた。外回りでキミたちを監視して、スマフォの管理して……企業の歯車になった。退職すればいいのにって思うでしょ？」


    「ええ……」


    「フフッ、正直だね」


    「あっ……すいません」


    「ううん、キミが正しい。でも私は、研究のための生活基き盤ばんの確保という言い訳で、そこに安住していた。リンクスの悪事を知っていたのに逆らいもせず……。そんな自分が大だい嫌きらいなの。今の私は、なりたかった私じゃない。だから名前を捨てた。それだけのこと」


    　そんな悩みがあったなんて、視聴覚準備室で見せていたひょうひょうとした姿からは想像できない。ひょっとしたらアナログ好きというのも、最先端のエンジニアだった自分を捨てるための「設定」なのかもしれない。


    　千ち草くささんは切なげに微ほほ笑えみ、話を続ける。


    「……だから、外回りなんていう雑務は、最初は投げやりだった。でも、制服を着て学校に潜もぐり込んでいるうちに、リンクスに利用されてる子供たちを守りたいっていう気持ちも生まれた。ただ、あまり内部の事情は話せないし、でしゃばれないし、あえて連絡を断っていたんだ。ごめんね」


    　千草さんは両手を顔の前で合わせ、申し訳なさそうに頭を下げた。


    「……じゃあ、白びやつ虎ことの関係は……」


    「スマフォは、私が渡していた。でも、それはあくまでもジャム退治のためであって、暴力のためじゃない。黒くろ笹ざさ雫しずくの気持ちは理解できなくもないけど、私は認めない」


    「リンクスの内部事情を伝えたりは……？　上層部とか、政府高官の……」


    「それは私じゃない。おそらく、別の誰かが売ったのね……」


    　その口ぶりに嘘うそは感じられない。


    「……わかりました。信じます」


    「ありがとう」


    　千草さんはホッとしたように表情を緩ゆるめた。


    　偽名の件は解決した。問題はリン君の暴走だ。その件について尋たずねると、千草さんは首を横に振る。


    「シンギュラリティってわかる？」


    　ギルフィの予想していたことだ。


    　リン君が勝手におおもとのプログラムを書き換え始め、しかも外部から触ふれられないようにシールドを張っていると千草さんは言う。人間の対処能力を上回ってしまい、修正は追いついてない、と。


    　飼い犬ならぬ飼い猫に手を噛かまれたってわけだ。


    　話を聞いていて思うが、リンクスの対応には疑問ばかりだ。


    「もう異常事態になってしまったんだし、リン君を根元から停止してもいいんじゃないですか？　人工知能は永久機関で動いてるわけじゃないんだし、リン君を管理しているデータセンターの電源をダウンさせて、バックアップも破壊すれば止まると思うんですけど……」


    　千ち草くささんはため息まじりに頷うなずく。


    「キミの言うとおりだし、私もそう思う。上層部でも、停止するかどうかで揉もめてるみたいなんだけど……ダメージが大きな方法を避けたいという意向が強いのよね」


    　呆あきれる以外にない。


    「このままでは、ジャムが大量発生してしまいます」


    「重ねがさね申し訳ないけど、私個人にはどうすることもできない……これまで何度も電波量を減らすように提言したけど、まったく聞き入れられなかった。以前、エリマキトカゲ型ジャムが大発生したとき、実証実験が行き過ぎだと思って口出ししたけど、あれが対応の限界……」


    　薄々気づいていたが、やっぱり実験されていたのか。


    「キミたちに頼たよってばかりでいたこと、謝らないと。ジャムが害毒だとわかっていながら、スマフォを渡して、わずかな小銭で退治させて……。街を守るためにはしょうがなかった、なんて言い訳だね……」


    「いえ……千草さんが謝ることなんてないです」


    「……ありがとう。でもね、正直なところ、リンクスでは手に負えないところまできてる。騙だまし騙しでは、もう無理。もちろん私は最後まで諦あきらめずに対応策を練るけど……キミはどうする？」


    「どうするって……」


    　千草さんは真剣な眼まな差ざしで俺を見つめる。


    「シンギュラリティなんて、人類史上初の出来事。この先、何が起きるか予測できない。死にたくなるような目に遭あうかもしれない。だから、もしスマフォを放ほう棄きするというなら、私はキミを擁よう護ごする」


    　逃げてもいいって言うのか。


    　たぶん、千草さんの贖しよく罪ざいの気持ちだろう。


    　だが、そんな救いの手を差し伸べられても、不思議と俺の心は揺れなかった。


    　俺はスマフォの入っているポーチを握りしめ、千草さんに告げる。


    「はっきり言って、俺はこの街が好きじゃないです。嘘うそくさくて、作り物っぽくて、幸福に生きることを強要されてるみたいで。リンクスはふざけんなって思うし、なんで俺が……って呪のろったこともある。でも、そんなふうに文句を言ったって何も変わらないし、変えられない。力を得たことが運命だというなら、未来はこの手で掴つかみます」


    　千草さんは目を丸くしたが、ふっと優しく微ほほ笑えんだ。


    「キミ、かっこよくなったね」


    「……え？」


    　思わぬことを言われ、カーッと身体からだが熱くなる。顔が赤くなったのが自分でもわかる。


    　だが千草さんはごく普通の表情で車にエンジンをかける。


    「じゃあ、私はそろそろ行かないと。あっ……本名の件、本当は私からみんなに言うべきなんだけど、照れ臭くさいしキミから適当に伝えといて」


    



    　俺が車から降りると、千ち草くささんはリンクス本社へと去っていった。　


    　気分が高揚している。戦うことを宣言したせいか、照れるようなことを言われたからなのか。


    　ともかく、千草さんのことを鶴つる舞まいたちに教えないと。


    　……と思ったが、時計を見たら午前一時近い。電話をするには遅すぎる。とりあえず視聴覚準備室専用ＳＮＳに事情を書き込んで、詳細はまた明朝に連絡しよう。


    「……けど、どうすりゃいいのかな」


    　リンクスの現状や街に迫る危機が改めてわかっただけで、結局のところ解決策は見つかっていない。窮きゆう地ちから一気に逆転するには、奇跡でも起きなきゃ無理だよな。いや、起きるのを待つんじゃなくて、起こさなきゃいけないんだが。


    　夜空を流れる青せい灰かい色しょくの電波光を見て、今はリン君が自己修復するのを願うしかなかった。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　ゴンゴン！


    「……んん……」


    　激しいドアのノック音で目を覚ます。


    「──お兄！」


    　ドアの向こうで美み合あが叫んでいる。


    　昨晩、目が冴さえてしまってなかなか寝付けず、午前三時頃までネットサーフィンをしていた。さすがに寝なければとイオを外したのだが、いつの間にか眠ってしまっていたようだ。


    「──起きて！　ね、ねえ！」


    　美合の声が少し震ふるえている。学校が休みの日に起こしにくるなんて珍しいが、大きな事件でも起きたのか？　嫌いやな予感に揺さぶられながら返す。


    「起きてるけど、なんだよ」


    「お客さん！」


    「え？」


    　まだ朝八時だってのに、誰だ？


    「鶴舞さんって女の人」


    「はぁ!?」


    　眠気が一気に吹き飛ぶ。慌あわててイオを装着すると、不在着信やメッセージが大量に届いていた。大半が鶴舞で、あとは香か流なれとギルフィから。


    　流し読みすると、どうやら超巨大ジャムが出現したらしいが。


    　美み合あがわめく。


    「早く来て！　たぶん、もうエレベータに乗ってる！」


    「待てよ！　どうして勝手に入れてんだよ!?」


    「すごい勢いだったから……どうしても会いたいって必死だったから……つい……」


    　アイツ、いつもの無茶で押し切りやがったな。


    「わかった！　すぐ行くから！」


    



    　ダラけたルームウェアのまま部屋を飛び出す。寝ね癖ぐせを直したり顔を洗う余裕もない。


    　玄関に向かう途中、ダイニングの横をとおらねばならないのだが、朝食中の母さんと父さん、美合が俺を見る。みんな食事の手を止め、揃そろいも揃って脳天を殴なぐられたような顔をしている。


    　鶴つる舞まいが来る前に、何か言っとかないと。


    「いや、その……違うから」


    　何が違うのか自分でもわからないが、とにかく違う。


    　美合が顔を覗のぞき込んでくる。


    「五月の頭にデートした人……？」


    「違う！」


    「じゃあ浮気……？」


    「それも違う！」　


    　父さんが緊張した面おも持もちで声を震ふるわせる。


    「奏そう矢や……何をしたんだ……？」


    「何もしてない！」


    　母さんは無言でチラッチラッと目を合わせてくる。絶対に色恋沙ざ汰たの修しゆ羅ら場ばだと思われてる。


    　ピンポーン。


    　審判の日を告げるように、チャイムが鳴った。


    



    　玄関のドアを開けると、涼やかなシャツを着た鶴舞が腰に手を当てて突っ立っていた。ムスッとしており、ものすごく不ふ機き嫌げんそうだ。走って来たのだろうか、軽く息が上がり額ひたいに汗を浮かべている。


    　俺の家族は姿こそ見せないが、廊下の奥で耳をそばだてている気配がする。


    　とりあえず鶴舞に挨あい拶さつを。


    「お、おはよう……」


    　ギロリと睨にらまれる。


    「どうして連絡しても無視するのよ」


    「いや、寝てて……」


    「よく呑のん気きに惰だ眠みんを貪むさぼれるわね。キミが望むなら永遠の眠りにつかせてあげるけど」


    　鶴つる舞まいはそう言いながらスマフォの入ったポーチに手をかける。殺気で背せ筋すじが凍こおる。ヤバい。


    「ほんと悪かった！　って、それよりジャムが出たって……!?」


    　鶴舞が怒りを通り越して呆あきれたような、大きなため息を吐つく。


    「話し合おうとしたら、キミとだけ連絡がつかなかったわけ」


    「緊急……なんだよな」


    　鶴舞は深刻な口ぶりで言う。


    「お父さんからＳＯＳが届いた。『超巨大ジャムが蜂はち原はらタワーに張り付いてしまったから、なんとかできないか』って。街中の基地局や無線鉄塔にもジャムが溢あふれてる」


    　遅かれ早かれ、そういう事態になるとは思っていたが。


    　鶴舞が廊下の奥に目をやり、小声でささやく。


    「……チラチラ見えるんだけど……妹さん……？」


    　振り向くとツインテールの端がピョロンと引っ込んだ。


    　くそっ、詮せん索さく好きの自称探偵め。


    　俺は寝起きのパジャマみたいな格好だが、外に出たほうがいいか。


    　と、進言しようとすると、鶴舞が先に切り出す。


    「千ち草くささんの件を含めてグループトークしたいから、キミの部屋に入れてくれない？」


    　そう来る？


    　困惑していると、鶴舞は首を横に振る。


    「しょうがないでしょ。外だと人目が気になるし、誰かに聞かれると困るし。それとも、部屋に見られたらいけないモノでもあるの？」


    　たぶん、大丈夫だ。ゴミとかも散らかってないはず。


    「じゃあ、上がれよ……」


    　こんな展開予想してなかった。家族にどう説明したらいいんだよ。とにかく鶴舞を連れて部屋に向かう。鶴舞は緊張しているのか、動きや表情がぎこちない。自分で「入れろ」と言っておいてこれか。


    　ダイニングの横をとおるとき、やはり家族連中がジーっと見てきた。


    　鶴舞がアンドロイドのような直線的な動きで俺の家族に会え釈しやくする。


    「オ、オジャマシマス……」


    　母さんはやたら丁てい寧ねいに頭を下げる。


    「奏そう矢やがお世話になってます」


    「ツルマイマイハ、デス……」


    　鶴舞はキョドって、執しつ拗ように左手の薬指を右手でグニッと握っては離している。何してんだよ。父さんと美み合あは茶をすすりながら横目で観察してくる。耐えられん。早く部屋に逃げよう。


    　立ち去る前に、母さんたちに忠告する。


    「お茶とかお菓子は持ってこなくていいし。学校のことでちょっと話があるだけで、何でもないから。とりあえず部屋に近寄んないで」


    　納得したとは思えない。あとで家族会議になるだろう。尋問を受ける覚悟はしておく。


    



    　部屋のドアを開け、鶴つる舞まいを促す。


    「どうぞ……」


    　鶴舞は裏返った声で返事をする。


    「ハイ……」


    「さっきから、めっちゃ緊張してないか……」


    「……男子の家や部屋に入るの初めてなの」


    「そ、そっか……」


    　俺も美み合あ以外の女子を入れるのは初めてだ。


    「ナンパ王のキミは、取っ替え引っ替え連れ込んでいるんでしょうけど」


    「その軽薄なイメージはいい加減やめてくれ……」


    　ドアを閉めると、鶴舞とふたりきりになった。シャンプーか制汗剤か何かのいい匂においがする。俺の部屋だというのに居場所がなくて息が詰まる。


    「……まあ、座れよ……」


    　鶴舞を学習机の椅い子すに座らせ、俺はベッドに腰掛ける。ようやくちょっと落ち着いた。


    　小動物のように部屋を眺めていた鶴舞が、壁に目を留める。


    「あっ」


    「ん……？」


    　鶴舞の視線を追うと、晴はる日ひエミちゃんの微エロなポスターが。


    　しまった。


    　鶴舞にジト目で見られる。


    「サイン入り。熱狂的なファンだったのね」


    「た、たまたま当選したんだよ……」


    「キミは晴日さんの信者だったから、敵討ちのために白びやつ虎このアジトに単独で特攻したの？」


    「違うし、今はそんなことどうでもいいだろ！　で、リンクスからのＳＯＳってのは？」


    「それが、厄やつ介かいなの──」


    　鶴舞の父さんの話によると、暴走したリン君が内部で暴言や悪意を生み出し続けるプログラムを作り上げたらしい。つまり、リン君そのものが感情電波の自動発生装置になってしまった。


    「なるほど……で、俺たちに厄介な産業廃棄物を片づけてくれってわけだ。でも、自動発生してるのに全滅させられるのか？　俺たちがいくら倒してもキリがないだろ？」


    　鶴つる舞まいは憤いきどおりを見せる。


    「私たちが食い止めているあいだに、プログラムの修正を追いつかせる算段なのよ」


    「修正できるのか？」


    「私にわかるわけないでしょ」


    「ありえねえわ……」


    　応急処置でいつまで持ちこたえられると思ってるんだ。誰が決定権を持ってるのか知らないが、手遅れになったらどうせ責任逃れをするつもりだろう。


    　鶴舞はイオを指差す。


    「グループトークしましょう。ほかのふたりには、私がキミを呼びに行くことは伝えてある。香か流なれはついてきたがったけど、街の監視を頼んだの」


    　視聴覚準備室グループに接続し、通話を開始する。


    《鶴　舞》「∇神かみ之の馬ま君と接触できたわ」


    《兎う　塔とう》「∇生きてたんですね」


    《ギルフィ》「∇ゲスパーの透視によると腹上死だったんだが、違ったか。舞まい羽はタリも内心ではそう疑っていただろ？」


    　鶴舞が小首を傾かしげて「フクジョウシ……？」と指のジェスチャーを交えてつぶやいた。意味がわからずイオで音声検索したようだ。


    「！……」


    　鶴舞の顔が真っ赤になった。ギルフィの罠わなだって気づけよ。


    《兎　塔》「∇今どこにいるんですか？」


    《鶴　舞》「∇神之馬君の部屋だけど」


    《兎　塔》「∇えっ!?　強引に連れ込まれたんですか!?」


    《神之馬》「∇待て。鶴舞の提案だ」


    《兎　塔》「∇嘘うそですね」


    《鶴　舞》「∇ホントよ」


    《兎　塔》「∇ッ…………」


    　ショック受けすぎだ。


    《ギルフィ》「∇密室に若い男女……」


    　食いついてきやがった。


    《ギルフィ》「∇舞羽タリは清せい楚そ系ビッチと。メモメモ」


    《鶴　舞》「∇違うから……」


    《ギルフィ》「∇ただのビッチ？」


    《鶴　舞》「∇黙だまって……」


    《ギルフィ》「∇全裸？」


    《鶴つる　舞まい》「∇話すわよ！」


    　ブチ切れた。


    《神かみ之の馬ま》「∇おい鶴舞、あんまり大声出すと、家族に聞かれるから……」


    　鶴舞は慌あわてて手で口を押さえた。


    《鶴　舞》「∇ごめんっ……」


    《神之馬》「∇最初に、千ち草くささんの偽名のこと説明するから……」


    　経緯については、昨夜視聴覚準備室専用ＳＮＳにくわしく書いておいたので、すぐにみんな理解を示した。ギルフィは「リンクスはアプリ開発者の敵だ……！」と憤ふん慨がいしている。


    　続いて、リン君のジャムに関する話に移る。


    《ギルフィ》「∇ネットは大荒れだ。リン君の暴走について多くの市民が不満を訴えている」


    《兎う　塔とう》「∇蜂はち原はらタワー付近には『ル見エール』で巨大な黒い塊かたまりを見ようとする野や次じ馬うまが集まっていて、いつもの休日以上にごった返してるみたいです」


    　退治をするとして、問題は、人混みでの戦闘になってしまう点だ。確実に『ル見エール』で見られるだろう。俺たちはキャプチャされ、ネットで「光る人間がキラービーを倒していた」と話題になる。そのあとどうなるかは想像にかたくない。


    《鶴　舞》「∇だからって、ジャムが暴れるのをただ見ているの？」


    　鶴舞がイオの向こう側にいるふたりと俺に向けて、強い口調で言葉を投げる。


    《鶴　舞》「私は何もしないで事件が起きるほうがイヤ。もし見られてしまったとしても……私は、今自分にできることをしたい」


    　俺たちを説得するというより、自分自身に言い聞かせているようだ。


    　鶴舞はポーチを握りしめ、俺の目を見る。


    「私はひとりでも戦うから」


    　透すきとおった瞳ひとみの奥に決然たる意志が光る。


    　親友を亡くしたことを初めて聞いたあの日、鶴舞は言っていた。


    



    「──私は、自分みたいな人間が生きることに、理由をつけたいだけ……。友達が殺されたのをジャムのせいにして、それに復ふく讐しゆうすることで、力を肯定したいだけ。だから、たとえ、百円でいいように利用されてるとしても、私はジャムを倒す。神之馬君がどう思おうと、千草さんがどこの誰だろうと、私はかまわない」


    



    　それがウェニアックの存在意義──


    　どれだけ状況が悪くなったって、事件が大きくなったって、鶴舞の想おもいはずっと揺るがない。


    　じゃあ、俺は。


    　昔のチキン野郎だったら戦わずに逃げていただろう。


    　だが、昨夜千ち草くささんに問われたとき「逃げない」と即答できた。それは、きっと鶴つる舞まいといっしょに過ごしてきてからだ。


    　だから。


    《神かみ之の馬ま》「∇俺も行くよ。鶴舞だけが傷つくようなことはもうさせない」


    　鶴舞が息を呑むのがわかった。


    　なんとなく照れ臭くさいが、思いを伝える。


    《神之馬》「∇リンクスのやり方には納得できないし、暴言吐いて悪ノリするヤツらはムカつく。野や次じ馬うまに見られて騒がれるのはマジでイヤだ。心ない人に傷つけられたり、市民団体にネタにされるかもしれない。でも、いつかはバレるしな。たしかに俺たちは人と違うけど、悪いことはしてないんだから、こそこそする必要はない。この街の未来は、俺たちに託されてるわけだし」


    《鶴　舞》「神之馬君……」


    　鶴舞の表情がふっと和やわらいだ。


    《兎う　塔とう》「∇ちょっとぉ！　わたしも行きますから」


    　香か流なれの声が耳をつんざく。


    《兎　塔》「∇おもに奏そう矢やさんの言っていたとおりで……先に言われたのが悔くやしいんですけど、そういうことですっ！」


    《ギルフィ》「∇ではボクはピク民のアングラ嗜し好こうグループ『桃もも尻じり[image: ]エローバー』の民神として参戦しよう」


    　そんなグループ知らねえよ。つーかピク民だったのかよ。


    《ギルフィ》「∇勘かん違ちがいしないでくれよ？　ピク民とはいえ、ボクのグループはリン君を言葉責めしてないからな。獣けものフェチではない。ネコミミやバニー、女め豹ひようのポーズは歓迎だが」


    　空気を乱されすぎて鶴舞も香流も言葉を失っている。


    《ギルフィ》「∇とにかく、蜂はち原はらの回線はこの卑ひ猥わい王おうが守る！」


    《神之馬》「∇……じゃあ、全員タワーに集合っつーことで……」


    　グループトークを切ると、すぐに鶴舞がリンクスに向けて「救援要請を受ける」という連絡を入れる。


    　出陣が近づき、手に汗がじわりと滲にじむ。


    　気持ちを固めたものの、家族に黙だまって行くわけにはいかない。誤解されてるし、炎上して迷惑をかけることになるかもしれない。だから、ちゃんと俺の口から説明しないと。短時間で信じてもらえるとは思えないし、どういう反応をされるか不安だが。


    　鶴舞がリンクスとの通話を終えた。


    「送迎車を用意してくれるそうよ。五分で到着するって」


    「わかった……」


    「……どうしたの？　顔が強こわ張ばっているけど」


    　俺は家族に告げる旨むねを伝えた。


    　心配そうな眼まな差ざしの鶴つる舞まい。


    「私も、いっしょに話したほうがいい？」


    「……いや、俺ひとりで大丈夫」


    　大丈夫か？　すでに緊張してる。自分の鼓こ動どうがドクンドクンと耳に響く。


    　すると鶴舞が左手をスーッと俺の目の前に持ってきて、ゆっくり広げる。


    「左手の薬指をギュッと握って、離してみて」


    「は……？」


    「こうするの」


    　──と、鶴舞がいきなり俺の左手の薬指を握ってきた。


    　心臓が口から飛び出かける。


    「な、なっ……!?」


    　鶴舞はすました顔で言う。


    「薬指に緊張をほぐすツボがあるのよ」


    「あ、ああ……」


    　だからさっき俺の家族の前で……。って、緊張とは別の理由で鼓動がバクバクだから。
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    　鶴つる舞まいは俺から手を離すと、切なげに言う。


    「これね……亡くなった友達が教えてくれたんだ」


    「えっ……」


    「バレエの発表をするとき、出番前に毎回やってたの」


    　俺は何と返していいかわからず、黙だまって自分の薬指を握る。


    「……じゃあ、先に行くね」


    　鶴舞は立ち上がり、エミちゃんのポスターに向かって決意を示すようにしっかり頷うなずくと、振り返らずにそのまま部屋を出た。


    　一言でも気の利いたことが言えたらよかったんだけど。ほんとダメだな。


    　さて、俺も行く準備をしよう。


    　着替えながら家族にどう説明するか考えるが、上う手まくまとまらず、ぶっつけで臨むことにした。


    



    　外出の支し度たくを終えてリビングに来ると、みんながいっせいに俺を見た。


    　母さんが訝いぶかしげに眉まゆを寄せる。


    「さっきの子、硬い顔で出て行ったけど……何を話していたの」


    「ええと……ちょっと今は時間がないから簡単に話す。たぶん信じてもらえないだろうけど、全部本当のことだから……」


    　口がからからに渇く。鼓こ動どうがさらに大きくなる。


    　母さんと父さんが黙って俺に耳を傾けている。気まずそうな美み合あ。


    　薬指をギュッと握り、離す。


    　言え。


    「じつは俺……特殊な体質になっちゃって、ウェニアック・チャイルドっていうんだけど」


    「……ウェニ……？」


    　みんな、きょとんとしている。


    　不思議なことに、最初の言葉を口にしたら、するすると次が出てくるようになった。


    「普通の人には見えない電波を知覚できるんだ。さっき来てた子も同じ症状」


    　母さんは返答に困っているようで、父さんと美合と顔を見合わせる。


    　そりゃそうだよな。いきなり言われたって意味不明だろう。だが覚かく醒せいしてからの出来事を説明していたら一時間以上かかってしまうので、かいつまんで話す。頭の中が整理できていないせいで話の筋があちこち飛ぶが、ジャムやリンクスのこと、『ル見エール』やリン君の件、そしてこれからタワーに行く理由まで、要点を伝えていく。


    　家族のみんなは難しい物理の授業を聞くような顔をして、理解しようと努めているようだ。父さんはイオで何か検索しながら、美合はまったく身動きせず、母さんは何度も額ひたいに手を当て、軽いため息を漏もらす。


    　急ぎ足になったが、なんとか話し終える。


    「作り話だと思うかもしれないけど、信じてほしい」


    　まだ心臓はドキドキしているが、溜たまっていたものを吐き出したお陰かげで身体からだが軽くなる。


    　すると、母さんが目を剥むいて声を荒らげる。


    「どうして黙だまっていたの!?」


    「え、いや……言いにくくて……」


    　続けざまに激しく詰きつ問もんされる。


    「もう普通には戻れないの!?　身体は大丈夫なの!?」


    「あの、今は大丈夫だけど……戻れるかどうかは、わかんない……」


    　母さんは混乱して喚わめき立てる。


    「この街がいけないんでしょ!?　だったら引っ越せばいいの!?　お医者さんは!?」


    「ちょっと待って！　今いろいろ聞かれても……！」


    　こうなることはある程度予想していたけど、まいったな。たぶん、リン君の暴走や通り魔みたいな『悪いこと』と同じものだと誤解されてる。じっくり話せばわかってもらえるかもしれないが、夜までかかってしまう。


    　ピッ、とイオが通知を鳴らした。


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　鶴つる舞まい舞まい羽は】


    　こっそりジェスチャー操作で開くと「車が到着した」という連絡だった。


    　行かないと。


    「奏そう矢や！」


    　母さんの厳しい視線をはねのけるように、きっぱりと告げる。


    「ごめん！　帰ってから話すから！」


    　俺が一歩踏ふみ出すと、母さんが椅い子すを蹴けるようにして立ち上がる。


    「今話しなさい！」


    「だから今は無理なんだって！」


    　見かねた父さんが口を挟む。


    「母さん……落ち着いて」


    「あなたも何とか言ってよ！」


    　すると父さんは、俺を見て真顔で言う。


    「奏矢。正直言って、父さんはまだ理解しきれてないんだが……お前のやろうとしていることは、正しいことなんだな？」


    「うん。できるか、わからないけど……俺がやらなきゃダメなんだ」


    　父さんは腕を組んで小考し、数回頷うなずくと、口をゆっくり開く。


    「よし、がんばってこい」


    「え……」


    　応援してくれるなんて思わなかった。熱いものがこみ上げてくる。


    　母さんが父さんに詰め寄る。


    「あなた！」


    　だが父さんは俺の背中を力強く押してくれる。


    「行ってこい！」


    「ありがと！」


    「──奏そう矢や！」


    　納得せず混乱している母さんの声を背中に受けながら、俺は玄関に向かう。


    



    　マンション前で待っている鶴つる舞まいの前に、リンクスのロゴマークが描かれた立派な送迎車が停まっている。


    　鶴舞が心配そうに声をかけてきた。


    「どうだった……？」


    「母さんを怒らせちまった。ウェニアックが危険なものだって思っちゃってる感じで……」


    「そうなのね……」


    「たぶん、大勢の人たちも同じように誤解するだろうな……」


    「……」


    　鶴舞がじっと見つめてくる。


    「なんだよ……」


    「お母さんを怒らせたのは、キミの説明がド下へ手ただったからだと思う」


    　ったくコイツは……！


    「鶴舞のがよっぽど人を怒らすの得意だろうが。つーかお前こそ、お前の父さんとはどうなんだよ」


    「……それは……」


    　鶴舞はつらそうに目を伏せる。俺の父さんは応援してくれたけど、鶴舞の場合は真逆だもんな。娘の力を借りて、問題を解決しようとしてたりして。


    　でも……もしジャムが誕生してなかったら、そんなことなかったんじゃないか？


    「なあ鶴舞……キラービー事件が起きる前から、お前の父さんは冷たかったのか？」


    　鶴舞は少し考え、首を横に振る。


    「……そんなことない。私がバレエをやるのを応援してくれてたし、事件の日の大会も楽しみにしてた」


    「じゃあもしかしたら、父さんも被害者なのかもな」


    「どういうこと……？」


    「事件をきっかけに人が変わってしまったなら、そうとも言えるだろ」


    　人がたくさん死んでいるんだ。しかも、娘の親友まで。鶴つる舞まいの父さんがどういう心境だったか想像もつかないが、心のある人間なら、深い傷を負う気がする。


    「……誰が悪いってこともないんだよな。ジャムのせいなら……」


    「ええ……」


    　俺と鶴舞は、おぞましい色に染まっている蜂はち原はらタワーを見た。


    「駄だ弁べってないで行くか。ウェニアックってバレたらどうなるか、やっぱり不安だけど」


    「不安……？」


    「そりゃな。平気って言ったらウソだよ。家族の母さんですら理解してくれなかったし……」


    　母さんの混乱と怒声が脳裏をよぎったが、振り払う。


    「じゃあ、行こうぜ」


    　車に乗り込もうとドアに手をかける。


    「──もし世界がキミを攻撃しても、私はそばにいるから」


    　え？


    　振り向くと、鶴舞は照れ臭くさそうにプイと顔を背そむける。


    「早く乗って。大遅刻よ」


    　鶴舞は俺と逆側のドアに向かい、車に乗り込む。


    　なんなんだよ。言うだけ言って放置かよ。


    　軽口で返したかったが、何も思い浮かばない。


    「……ありがとな」


    　つぶやいて、車のドアを開けた。

  


  
    第五章／脆弱性攻撃Zero-day Exploit


    



    　リンクスの会議室に到着すると、香か流なれとギルフィ、そして鶴つる舞まいの父さんがいた。この場にいるべき人物であるリンクスの社長や蜂はち原はら市長は姿を見せない。鶴舞の父さんは今にも倒れそうなくらいに顔色が悪い。板挟みにされ責任を負わされているんだろう。


    　鶴舞の父さんがいかにも形式的に頭を下げる。


    「ありがとう。来てくれて助かったよ」


    　鶴舞が冷たく言い放つ。


    「感謝するのは、アレを倒してからにしたら？」


    　全員が窓の外に目を向ける。


    　地上四八八メートルという高さの蜂原タワーに悪意や憤ふん怒ぬの電波がまとわりつき、もとの色がわからないほど濁にごった青せい灰かい色しょくに染め上げられている。


    　目を引くのはタワーに張りついた巨大リン君型ジャム。


    　ここからは距離があるせいで造形の細部まではわからないが、体長は計測値で二〇メートル。頭部から突きだした二つの耳は腐くさった木の葉のように黒ずみ、先端が食い千ち切ぎられたように欠けている。青灰色の胴体に猫らしき丸みはなく骨ばってゴツゴツし、四よつ股またの爪つめは不ふ揃ぞろいに伸び散らかし、鈍にぶい光を放つ。尻しつ尾ぽは根元で三本に分かれ、それぞれがサソリの尾のような巨大な毒針を持っている。その姿はヤマネコというより異世界の魔獣というほうがしっくりくる。


    「あの化け物みたいなジャムを退治しろっていうんでしょ」


    「我々では手に負えなくてだな、申し訳ないが頼たよるしかないんだ」


    　ウェニアックが片づけて当然というような口ぶりだ。


    　それについて、俺は強い口調で確認する。


    「約束どおり、ウェニアックの治療研究に今以上に取り組んでくれるんですよね？」


    　鶴舞の父さんはしっかり頷うなずく。


    「もちろんだ。上に話をとおした」


    　俺は前もって送迎車の中で連絡を取り「協力するから誠意を見せてほしい」と伝えた。無論、リンクスの答えになど期待していないし、どう言われようがジャムを倒すつもりだったが、「俺たちは便利な道具じゃない」という意思表示をしたかった。


    　壁面のモニターに鶴舞が目を向ける。


    「ますます混んできたわね……」


    　モニターにはタワーの敷地内各所にある監視カメラの映像が映されており、ショッピングモールの通路は行き交う人で賑にぎわっている。モールを抜けた先、タワーのふもとに広がるセントラルパークは撮影スポットとして人気だが、今日はいつも以上にタワーを見上げる野や次じ馬うまで溢あふれている。「キラービーの光」だとか騒がれているのに怖くないのかと不思議に思うが、きっと「みんながやってるし、立ち入り規制されてないから大丈夫」という感覚なんだろう。被害が自分に及ばないとわからないんだ。ネットを確認すれば、野や次じ馬うまがキャプチャした『タワーにへばりつく巨大な黒い塊かたまり』が続々と『PICSTORAGE』にアップされており【タワーに異変！　巨大物体現る？】とまとめられている。


    　鶴つる舞まいが深刻な顔で父親に向き直る。


    「野次馬を避難させないと危険よ。あのジャムが降りてきたら大変なことになるかもしれない」


    　俺が付け加える。


    「それに人混みでジャムと戦えば『ル見エール』で俺たちが見られて、騒がれます」


    　だが鶴舞の父さんは首を横に振る。


    「すまないが、避難勧告は難しい」


    　すぐに香か流なれがつっかかる。


    「真実を伝えなくても、適当に嘘うそをつけないんですか？　たとえば、モール内に爆発物が仕掛けられたとか、殺人予告されたとかを閉へい鎖さの理由にするとか」


    「それはダメだな」


    　香流の提案を否定したのは、ギルフィだ。


    「避難の理由は関係ない。モールから人を追い出して規制をすれば『異常事態』と煽あおり立てられてしまう」


    　香流は反論できずに黙だまり込む。


    　窓の外を飛ぶ悪意の電波はさらに増えている。これでは巨大ジャムを退治しているあいだに第二第三の大型ジャムが生まれてしまう。どう考えてもリン君のプログラムは停止すべきだ。


    　そのことをダメもとで鶴舞の父さんに訴えたところ、鶴舞の父さんは苦悩を浮かべ、額ひたいに浮かんだ脂あぶら汗あせをハンカチで拭ぬぐう。


    「……停止に関しては、私も同意なんだが……」


    「なら、強引にでも止めるべきです。表向きは緊急メンテナンスとでもしておけばいいじゃないですか」


    「……キミの言うとおりなんだが、複雑な事情があるんだ」


    　結局そうなるんだな。


    　鶴舞が苛いら立だちを露あらわにする。


    「お父さんは、犠ぎ牲せい者しやが出てもいいっていうの？」


    「そんなわけがないだろう」


    「だったら止めるべきでしょ。偉そうな肩書は飾り？」


    「いや、だから社内の方針として、停止しないで対処すると決まったんだ」


    　企業としての言葉しか出さない父親に対し、鶴舞の声は次第に怒りを帯びる。


    「お父さんは、会議の決定事項を伝えることしかできないの？」


    「……そういうわけではないが、今は現場の監視を任された立場であって、私の一存でどうこうというのは──」


    「黙だまって！」


    　鶴つる舞まいが体を震ふるわせ怒鳴りつける。


    「私はお父さんの気持ちが知りたいの！　会社のことなんて聞いてない！」


    　娘の潤うるんだ瞳ひとみの前に、父親は無言で唇くちびるを噛かみ締める。


    「……」


    「五年前……キラービー事件で友達を失って、ずっと泣いてたとき……お父さんは私を慰なぐさめて、謝ってくれた。あれは嘘うそだったの!?」


    「……嘘なわけがないだろう……」


    「だったら、なんで変わっちゃったの！」


    「……変わった、か……」


    　鶴舞の父さんはうなだれ、重いため息を吐つく。そして、しばらくの沈ちん黙もくの後、つらそうに口を開いた。


    「……事件が起きた当時、私は罪悪感に苛さいなまれていた。部下の異変に気づかなかった私に、すべての原因があるのではと……。そして、リンクスに入社後も、真実を明るみに出すべきではないかと悩んだ……。だが、私にはその勇気がなかった。隠せるものなら隠しとおしたいと願った」


    　鶴舞は、黙って聞いている。


    「……そして私はリンクスの社員として生きることで、自分自身を正当化するようになっていった。会社に従うことで、何か事件が起きても『会社の指示だった』と言い訳し、責任逃れしようとしていた……。だが、それは、大きな間違いだった……」


    　鶴舞の父さんはそこまで言うと、贖しよく罪ざいの念を眉み間けんに浮かべ、娘に深く頭を下げた。


    「……すまなかった。目が覚めたよ」


    　だが、鶴舞は返事をしない。


    　鶴舞の父さんは顔をあげると、俺たちに向けて言う。


    「私は、解決に向けて全力を尽くす。だから、協力してほしい」


    「はい……でも、何を……」


    「モール内の人々を避難させるのは難しいが、リン君に関しては、私が責任をもってプログラムを停止させる」


    「……できるんですか？」


    　俺の率直な疑問に、きっぱりとした口調の返答がある。


    「停止を否決しているのは社長を含む上層部だけだ。現場レベルの技術者は上の決定に困惑している。懲ちよう罰ばつは覚悟のうえだ。キミたちだけに背負わせるわけにはいかない」


    「当たり前でしょ」


    　鶴つる舞まいは目を合わせようともせず、ポツリとこぼした。その刺とげ々とげしさに、鶴舞の父さんは決まりが悪そうに頭を掻かく。


    「交渉してくるから少しだけ待ってくれ。決まったら、すぐに連絡を入れる」


    　鶴舞の父さんは俺たちと連絡先を交換すると、急ぎ足で会議室を出て行った。


    　残った俺たちは、自然と監視モニターに目をやる。


    　タワー周辺は今でも賑にぎわっているが、昼が近づくほど市外からも客が詰めかけるだろう。


    「いくらリン君が停止されても、こんな状態で戦うのはキツいよな……」


    『ル見エール』で俺たちがキャプチャされれば、すぐに祭りが発生するだろう。それを回避する良策を思いつけばいいのだが、避難以外に方法が見つからない。


    　──と、出入り口のドアがスーッと開いた。


    「ん？　もう戻ってきたのか？」


    　いや、別の人が段ボール箱を抱かかえて入ってきた。


    　って、千ち草くささん!?


    「ふぅ～、意外と腰にきたわぁ……」


    　スーツ姿の千草さんが段ボール箱を床にドスンと置く。


    「やあ、おはようさん」


    　千草さんは腰を痛そうにさすりながらふにゃっと笑う。昨夜の大人っぽい梅うめ壺つぼ葵あおいさんは幻まぼろしだったのか？　みんなもきょとんとして、俺と千草さんを交互に見ている。


    「……なんや？　そんな見られたら照れるやんか。徹夜明けでお肌荒れてるしぃ……」


    「あのぉ……」


    「奏そう矢や、みんなには話したんやろ？」


    「はい……」


    「じゃあそういうことでええやん。二度もしゃべるのはエネルギーの無駄遣いやし、駄だ弁べってる場合ちゃうやろ？　ほんじゃ、ジャム退治について～」


    　千草さんはパンパンと手を叩たたき、どんどん話を進めていく。いつもの調子といえばそうなんだが……まあいいか。


    「あんたら、多数の野や次じ馬うまに見られて戦うのはつらいやろ？」


    「あ、はい。それについて話してたとこですけど」


    　千草さんはしたり顔をする。


    「そこで、うちが作戦を考えた」


    「作戦……？」


    「市やリンクス内部にも根回ししてある。これ見てみ」


    　添付書類付きのメッセージが届いた。添付はプレゼン資料のようなもので、タイトルにはこうある。


    【蜂はち原はら市＆リンクスコム共同企画！　拡張現実イベント『呪のろわれしヤマネコＶＳ光の戦士たち』】


    「何だこれ……？」


    「木の葉を隠すなら森の中。祭りを隠すなら大きな祭りにしてしまえばいい」


    　要旨を読むと、リン君の暴走や『ル見エール』は全部イベントの仕込みだったことにして、これからやる退治をサプライズイベントにしてしまおうという大胆すぎる計略だ。応援メッセージを投稿できる特設掲示板も用意されている。たしかに公認のお祭りイベントということにすれば、俺たちがスマフォを使って身体からだを光らせても疑われはしないだろう。


    　千ち草くささんが得意げに言う。


    「あんたらが戦う様子はドローンやライブカメラで撮影し、全市民が視聴できるようにする。市民は拡張現実のショウを見ている気持ちになり、あんたらは正当性をもって戦える環境になる」


    「作戦の意図はわかりますけど……」


    　かなり無理があるように思うが。みんなも同じらしく、困惑しきった面おも持もちだ。


    「こんな大おお嘘うそ、通じますかね？」


    「人は嘘が大きいほど信じるもんや。それとも、小細工なしにあそこへ乗り込む？」


    　千草さんが指差したモニターは、観光客や野や次じ馬うまで溢あふれている。


    「いえ……それよりはマシです……」


    「どや、みんな？」


    「……作戦に乗ります」


    　鶴つる舞まいに続き、香か流なれとギルフィも同意した。


    「よしよし。多少は騒ぎになってもかまへん。リンクスも痛い目に遭あったほうがええしな」


    　ほくそ笑む千草さん。反旗を翻ひるがえして『梅うめ壺つぼ葵あおい』に戻る覚悟か。


    「では作戦を開始するにあたり、支援物資をプレゼントするわ」


    　千草さんは運んできた段ボール箱を開け、中身を取り出す。


    「これ、気に入ってくれるとええんやけど……」


    　長机に段ボール箱の中身が並べられていく。


    　中世ファンタジーを舞台にしたゲームに登場しそうな、コスプレ衣装だ。


    「……何ですか……？」


    「コスプレや」


    　見たままのことを言われた。


    　各衣装にはご丁てい寧ねいに俺たちの名前タグが付いている。


    　俺のは典型的な魔法使いっぽい黒のローブ。光球を飛ばす『パズメイ』やタロット占いにも合っている。


    　鶴つる舞まいの衣装は女剣士風。上下に分かれているセクシーな朱しゆ色いろのビキニアーマーで、めちゃくちゃ肌の露ろ出しゆつが多い。


    　鶴舞があれ着るんだ…………。


    　いかん。つい身につけた姿を想像してしまった。ギルフィに突っ込まれそうだしパパッと頭から追いやる。ところでなぜ女剣士のデザインの多くは防御力無視なんだろうか。せめて腹部は覆おおったほうがいいと思う。


    　香か流なれはイモムシっぽいモンスターのモフモフした着ぐるみだ。頭頂部から二本の触しよつ角かくが出ていて、側面から脚が一〇本突き出している。体表は色あせた緑色。全然可か愛わいくない。むしろキモい。動きやすいように手先と顔だけ剥むき出しになっている。


    　ギルフィ用はピエロ。ＲＰＧにはピエロの衣装を着た「遊び人」という職業があったような記憶があるが、なぜピエロ？


    　ギルフィが納得したようにつぶやく。


    「ピ・エロか」


    　どうでもいい。


    「で、これが支援物資……？」


    　顔全体が隠れるわけでもないので知り合いに見られたら即バレるだろう。だからと言って、たとえば昔のハッカー集団がつけていたガイ・フォークスの仮面なんか被かぶったら「正体を明かせ！」と不審を抱いだかれることになりそうだ。じゃあこのコスプレの意味はいったい。


    　香流がピンと来たようで挙手する。


    「わかりました！　ジャムの攻撃を低減する特殊な繊せん維いが織り込んであるんですね？」


    　なるほど。


    「ちゃうよ。ただの布」


    　俺たちは凍こおりついた。


    　いやいや、と千ち草くささんが首を横に振る。


    「よう考えてみ？　市公認の大々的なイベントにするんやから私服でやるわけにもいかへんて。嘘うそつくときは本気でいかな。中途半端が一番あかん」


    　言われてみれば俺たちの服装はバラバラで説得力がない。コスプレはかなり恥ずかしいが、私服で戦って騒がれることを考えたらガマンできる。だがコスプレのセレクトが微妙だ。ほかに無かったんだろうか。全員黒いスーツでビシッと決めるとか、都市戦用の迷彩服とか。


    「なんでファンタジー系のコスプレなんですか？」


    「うちの趣しゆ味み」


    　趣味かよ。


    　鶴つる舞まいが女剣士のコスプレを身体からだにあて、顔を真っ赤にする。


    「これ、ムリなんですけど……」


    　あんな身体の一部分しか隠れないセクシー衣装を着たら、男性の観衆は釘くぎづけに違いない。確実に撮影されまくるだろう。欲望の電波が飛び交いそうな点が少々気になるが、悪意や憤ふん怒ぬの渦に比べればマシか。


    　千ち草くささんが顎あごに手をあてて唸うなる。


    「うちは似合うと思うんやけどなぁ……香か流なれはどう思う？」


    　香流は弱り顔で答える。


    「舞まい羽は先輩の清らかな肢し体たいが不潔な観衆の前にさらされるのはイヤです……でも、ありだと思います」


    　見たいのかよ。


    　グヘヘとゲスな笑いを浮かべるギルフィ。


    「ダメージを受けるごとに衣装が破れていくと最高なんだが、現実でそれをやると公然猥わい褻せつで逮捕か……いや、アクシデントでポロリならセーフか」


    　鶴舞はドン引きしている。


    「というわけで、ボクも神かみ之の馬まも賛成だ」


    「おい勝手に決めるな」
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    「賛成だろ？」


    「……まあな」


    　鶴つる舞まいに呪のろい殺されそうな視線を向けられた。


    「ちょ、違うって！　みんなでコスプレすることに賛成って意味だ。鶴舞もそう思わないか？」


    「……思うけど……」


    　鶴舞がビキニアーマーを千ち草くささんに突き返す。


    「せめてもう少し、露ろ出しゆつを抑えたものはありませんか……」


    「新しいの用意してる時間ないわ。諦あきらめて」


    「そんな……」


    「まあまあ。気分だから、こういうのは」


    　もはや涙目の鶴舞。


    「……香か流なれ、交換しよ……？」


    「ご、ごめんなさい！　先輩の頼たのみでも、それは……。それにその……わたしだと……」


    　香流は両胸を両手で押さえた。


    「あっ……」


    　鶴舞は察したのか、自分の胸に片手をあてた。


    　ギルフィのメガネの奥がギラリと光る。


    「ふむ……。バストソムリエことボクの分析によると、そのビキニアーマーは『Ａカップ用』だ。香流タリだと公然猥わい褻せつになる」


    「うぅ……」


    　みんなの注目が鶴舞に集まる中、ピッとイオが通知を鳴らした。


    【視聴覚準備室グループにメッセージが届いています　＠ＦＲＯＭ　鶴舞清きよ文ふみ】


    　鶴舞の父さんだ。


    【いつでもリン君のプログラムを停止できるよう、手はずを整えた】


    「おっ……やるじゃん」


    　鶴舞を見ると、ビキニアーマーを握りしめたまま固まっている。


    　千草さんが鶴舞の肩をポンと叩たたく。


    「決断のときやで」


    　数秒後、鶴舞は諦めたように頷うなずいた。


    「……わかりました……どこで着替えたらいいんですか？」


    「女子はここで、男子はトイレでええやろ？　脱いだ服は段ボール箱にでも入れといて」


    　扱いが雑すぎる。


    「ほな、うちは舞まい羽はのお父さんと連携を取りながらイベントの準備にかかるわ」


    　いよいよだな……。


    　そう思ってスマフォのポーチに触ふれたとき、大事なことに気づいた。


    「千ち草くささん。お願いがあるんですが」


    「なんや？」


    「簡単に操作できるアプリを予備で持って行きたいんですけど。何が起きるかわかりませんし、壊れたりバッテリー切れしたら最悪ですから」


    「了解。会議室の前にごっそり置いとくわ」


    　千草さんはそこまで言うと、表情を引き締めて俺たちを見回す。


    「舞まい羽は、香か流なれ、ギルフィ、そして奏そう矢や。無責任な言葉だと思うけど……がんばってな！」


    「はい……！」


    　俺たちの声を受けて、千草さんは柔らかく微ほほ笑えんだ。
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    　魔法使いと変態ピエロに扮ふんした俺とギルフィは会議室の前に戻り、千草さんが用意してくれたアプリを試しながら女子陣が出てくるのを待つ。だが、付け焼き刃でも役立ちそうなアプリがなかなか見つからない。たくさん持って行っても使いこなせそうにないので、左右の予備分にする。


    　ひとつは以前触さわったことのある『一兆の岩』。タップするだけで光の岩が出現するので、防御には使えるだろう。もうひとつは『インスタッチ』という画像処理アプリにしようと思う。イオと同期させることで保存された写真を射出できるようだ。


    　左手で試し撃うちしてみる。


    　画像フォルダを開き、コンビニのバイト最終日に算さん太たと撮った画像をタップ。通路をうろついている雑ざ魚こジャムに向かって、フリック操作で放つ。


    　ヒューン……という送信音とともに飛び出した画像がジャムにぶつかり、シュワっと消えた。


    「威力は弱そうだけど、使えないことはないな」


    　ピエロに扮したギルフィが興味深そうに覗のぞきこむ。


    「画像で強さが変わったりしないのか？　たとえば無修正エログロ画像だと三倍とか」


    「一八禁フィルタに引っかかるようなモノは保存してねーよ」


    「誤射しないように気をつけろよ。昔は教師がよく生徒に誤って見せていたからな」


    　だから持ってないっつーの。


    　カチャリと会議室のドアが静かに開いた。


    「お待たせしました」


    　気色悪いイモムシの着ぐるみに身を包んだ香流が出てくる。見ようによってはゆるキャラだが、子供には泣かれる残念なタイプだ。その後ろから、もじもじと身体からだを縮こまらせて鶴つる舞まいが現れ──


    「！」


    　こ、これは。


    　ファンタジー世界から飛び出てきたビキニアーマーの聖なる女剣士。胸元から腹部、太ももまで白い肌があらわになっていて、アーマーっていうわりには九割ほど身を守れてない。


    　ここまで過激だとは思わなかった。目のやり場に困る。


    　鶴つる舞まいは頬ほおを赤らめ、恥ずかしそうにうつむいている。


    　香か流なれがイモムシの触しよつ角かくを振り上げて威い嚇かくしてくる。


    「あなたたち！　イヤらしい目で見るなら目を潰つぶしますよっ！」


    　ギルフィがゲス顔で言う。


    「すばらしい。一時間五千円で撮影会ができそうだ。ではボクが試し撮りしてみよう。まずはローアングル……続いて女め豹ひようのポーズ……」


    「消えて」


    　鶴舞がイモムシの二本の触角を引っ掴つかみ、ギルフィの両目に突き刺した。


    「オォゥッ！」


    　香流が歓声をあげる。


    「ついに出たァ！　わたしと先輩の合体技『相思相愛の双頭双槍ツインテール』！」


    　ゲスピエロが両目を押さえて床でのたうつ。


    　とおりかかった女性社員が唖あ然ぜんとした表情で引き返していく。


    「おい鶴舞……ショッピングモールに入ったらバシバシ撮られるぞ……覚悟しとけよ」


    　鶴舞は諦あきらめたようにげんなりと頷うなずく。


    「わかってる……」


    　ピッ──とイオに通知が入った。市からのアナウンスだ。


    【蜂はち原はら市広報部よりお知らせです。ただいまより市制一八周年記念のプレイベント『呪のろわれしヤマネコＶＳ光の戦士たち』を開始します】


    　ついに始まった。身体からだに緊張が走る。


    　アナウンスは『ル見エール』やリン君暴走が仕込みだったと嘘うその謝罪をして、秘書機能を一時停止することを告げた。


    【このＡＲイベントでは、選ばれし四人の少年少女が次世代ガジェットの試作品を操り、蜂原タワーに棲せい息そくするヤマネコ軍団と戦います】


    　千ち草くささんが用意した応援サイトが紹介されると、さっそく書き込みが入りだした。［おもしろそう］［こういうＡＲイベント、前にもあったけど楽しかった］という肯定的な声もあれば、［仕込みとかふざけんな］と非難する声も多数ある。リンクスを責めるのは結構だが、矢や面おもてに立たされる俺たちに関しては温かく見守ってほしい。


    【四人の戦士が見事勝利すれば、なんと市制記念日に、市内の施設や飲食がすべて無料となります！　彼らを応援しながらお楽しみください！】


    　アナウンスが終わる。


    「さあ、行くか」


    　俺の言葉に、みんな力強く頷うなずいた。


    



    　エントランスホールに向かう俺たちのコスプレ姿はリンクス社内に明らかに不釣り合いで、社員の目が集まる。


    「やっぱ、恥ずかしい……」


    　俺たちがこそこそと壁際を歩くのに、ギルフィはただひとりドーンと胸を張る。


    「こういうのは無理にでも堂々としたほうがいいぞ。照れているのは逆効果だ。自己暗示をかけてみろ。見られることが快感ッ！　ン、ギモヂイイ～ッ……ビクビクゥとな！」


    　そこまでいくとアブないが、変態ピエロの指摘どおり恥ずかしがるのはよくない。


    「俺たち以外に戦えるヤツらはいないんだ。誇ほこりに思って胸張ってこうぜ」


    「そうね……」


    　顔を上げ、胸を張って歩く。通りすがりの社員に「がんばれよ」と発はつ破ぱをかけられる。そうしているうちに徐々に気分が高まってくる。これがコスプレの効果なら悪くない。
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    　だがエントランスホールまでたどり着いたとき、その気分をぶち壊された。もっとも遭そう遇ぐうしたくなかった相手、雫しずくと白びやつ虎こ団員たちと出くわした。


    　雫は俺たちを眺め回し、嘲あざけるように言う。


    「お遊びの貴様らにはよくお似合いだ。ウェニアックの品位を欠く行為はやめてほしいものだが」


    　俺は雫の前に一歩出る。


    「笑いたきゃ笑えよ」


    「ああ。朱す雀ざくは新世界で語り継がれる笑い者になるだろうな。一部の社員が貴様らと結託して小細工をしているようだが、無む惨ざんな結果に終わるのは目に見えている」


    　どこまでも見下してくる雫に、正面切って反論する。


    「お前の望む新世界なんて、力で弱者を支配するディストピアだ」


    「それは違う。選ばれし者は、新時代の到来に慌あわてふためく無知で無力な者をコントロールする義務がある」


    「血が流れることを厭いとわない白虎の思いどおりにさせるかよ。ジャムは俺たちが倒す」


    　雫は冷淡な笑みを浮かべる。


    「旧人類オールドタイプを救い、名誉や地位を得たいというわけか」


    　たしかに俺は、ゲームの世界では英雄扱いされるのが気持ちよかった。敵を倒して実績を積み上げ、クエストをこなしてダイヤの王冠を収集し、スコアランキングでトップを目指した。


    　今回だって、ジャムを退治すれば結果的に英雄になるかもしれない。


    　だが、現実では王冠なんて不要だ。


    「俺は与えられた力を正しく使うだけだ。たとえお前が自己満足の正義と呼ぼうともな」


    　雫はフンと鼻で笑う。


    「我々も退治に協力してやろうか？　団員は各地に配置済み。いつでも指示できる状態だ」


    　鶴つる舞まいが非難の目を向ける。


    「退治する気などないでしょう」


    「そんなことはない。ただし、戦闘に加わるのは、街が崩壊したあと社長が泣きついてからだ。これから私は社長や市長と会って取引をする」


    　お偉いさんは俺たちには会わず白虎には会うってのか。納得いかないが、そういう力関係だと思われているんだろう。


    　雫が団員に向かって言う。


    「コスプレ集団と同類だと思われたくない。行くぞ」


    　白虎の一団は俺たちを一いち瞥べつし、ゲートへ向かう。


    「あなたたち、それで本当にいいの？」


    　鶴舞が白虎団員の背中に切々と訴えかける。


    「ジャムが暴れることで、大切な人たちが傷つくかもしれない。そんな未来を望む？　そんなにこの世界が憎にくいの？　目を逸そらさないで、もう一度よく考えて！」


    　だが、団員たちは振り向きもせず、ゲートの奥へ消えていった。


    　力を落とす鶴つる舞まいに声をかける。


    「ジャムを全部片づければいい話だ。そうすりゃ雫しずくの革命は叶かなわない」


    「ええ……絶対に終わらせるわ」


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　リンクスの送迎車でショッピングモールの入り口に乗りつける。セントラルパークまでは、モール内の通路を歩いて五分ほど。タワーを見上げるとおぞましい姿をした巨大リン君型ジャムが爪つめを立てて張りついており、地上にはまだ形になっていない球状の雑ざ魚こジャムがコロコロと転がっている。周囲を見回せば、黒山の人だかり。リン君のプログラムが停止したとはいえ、人が放つ電波を止めることは不可能だ。


    　応援サイトで状況を逐ちく一いち確認できるよう、サブウィンドウに表示させる。


    「さあ、出るぞ……」


    　呼吸を整えてドアを開け、戦いの地に降り立つ。


    「──あっ！　来た！」


    　拍手や歓声の嵐。空には電波光に混じってドローンが飛び、俺たちを撮影している。人生史上最高に注目を浴びている。スマフォを握りしめる手が汗でじっとりする。


    【警告：急激な心拍数上昇・発汗が見られます】


    　アラート出さなくてもわかってるよ。


    　だがこの観衆の反応、本当に拡張現実ゲームのイベントだと信じられているようだ。応援サイトでは［女神と三人の下げ僕ぼく］という表現がなされており、鶴舞が崇あがめられている。マニアックな層には香か流なれの着ぐるみが人気のようだが、地味な俺は完全に脇わき役やく。なんにせよ、ネットをとおして全市民に知れ渡るだろう。


    　沸ふつ騰とうしそうなほど真っ赤な顔をしている鶴舞に声をかける。


    「恥ずかしいけど、恥ずかしがることなんてない。俺たちの戦いを見せてやろうぜ」


    　すると鶴舞は俺を指差し、


    「キミこそ手が震ふるえてるわよ。顔も引きつってる」


    「うっせ！　そんだけ毒吐けりゃ余裕だな！」


    　お祭り騒ぎの中、俺たちは気持ちをひとつにして、デジタルサイネージに彩いろどられたモールの奥へと進む。


    



    　タワーへの道は観衆でごった返し、市外からの観光客と思われる人たちからも注目される。混乱を避けるために千ち草くささんに警備員の協力を頼たのむメッセージを送ったところ【なんとかする】と返事があった。早く対処してくれるといいんだが。


    「──おっ、光った！」


    「──あのデバイス欲しい！」


    　スマフォで雑ざ魚こを撃破するたびに歓声が起こり、野や次じ馬うまにネット中継される。俺たちの身体からだが光ることはイベントの演出だと思われているようだ。


    　観衆に目を向けると、やや離れた場所に織お田だ淵ぶちたちクラスのカースト上位グループがいた。その横にいるケバい女子たちは、体育祭で鶴つる舞まいをけなしていたヤツらだ。総勢一〇名の集団。こういうイベント好きそうだしな。織田淵はチラチラとこちらを見て何か言っている。たぶん俺だとバレているんだろう。「お前らがリン君をイジメたことも騒動の一因なんだぞ」と言ってやりたいが、今は無視。


    　しかし、本当にすごい盛り上がりだ。急ぎたくても人垣で道が塞ふさがれ、なかなか進めない。各店舗がイベントに便乗して店外で飲食物を売って、館内ＢＧＭもアップテンポの曲が流される。


    【メッセージが届きました（＃添付ファイルあり）＠ＦＲＯＭ　美み合あ】


    「!?」


    　目を疑った。なんで美合から。


    【友達から、魔法使いの人がお兄にいじゃないかって画像が送られてきたんだけど……。そうだよね。女神は朝来た人でしょ？】


    　添付画像を開くと、ここで戦っている俺のキャプチャだった。


    「げっ……」


    　まあバレるとは思ってたけど。無視すると追及されるだろうし、簡単に返事をする。


    【黙だまって見とけ。母さんたちにもそう伝えろ】


    　家族を巻き込んだ騒動にならなきゃいいが、とにかく無ぶ様ざまな姿は見せられない。


    　ピー！


    　警笛の音がして警備員が数人現れた。千草さんの支援だろう。警備員が野次馬をどかしてタワーへの道を開けてくれる。


    「有名人になった気分だな……」


    　と、鶴舞に声をかけると、口を固く結び、一点を見つめていた。


    　そこは五年前にキラービー事件が起きた現場だ。


    　横顔から痛いほどに気持ちが伝わってくる。


    「鶴舞……」


    「……やるだけよ」


    　目の前に現れた雑ざ魚こジャムを、鶴つる舞まいは光の剣で斬きり裂いた。


    



    　ふだんなら五分で到着するところを倍近くかかり、透明なドーム型天てん井じように覆おおわれたセントラルパークに到着した。天然芝が一面に敷かれた憩いこいの広場とバスケやフットサルコートのあるスポーツ区画に分かれている。モール側の壁面にはスクリーンが埋め込まれており、フォトコンテストの過去の入賞作品が映し出されている。空中にはドローンが何台も飛び交っている。その広大なフィールドに無責任な野や次じ馬うまが千人以上集まり、さらに俺たちの後ろからも続々と押し寄せてくる。


    　奥にそびえ立つ蜂はち原はらタワーの中層部には、巨大リン君型ジャムが張りついている。距離はまだ離れているが、放たれる禍まが々まがしいノイズを感じて肌が粟あわ立だつ。


    　イオのズーム機能を使用し、巨大リン君型ジャムを拡大する。


    　鼻筋から耳元までつり上がった三日月形の細い目。漆しつ黒こくの窪くぼみに灰色の眼球がぎょろりと動く。針金のような髭ひげが頬ほおから突き出し、車を丸飲みしそうな大きな口からは鉄板を貫つらぬきそうなほど鋭するどい牙きばが何本も飛び出し、紺こん碧ぺきの唾だ液えきがぬらりと滴したたっている。体毛の一本一本がざわざわと生き物のように蠢うごめく。こいつには『リン君型』なんて呼び方は似合わない。地獄で遺伝子操作されたような、負の感情に満ちた魔獣だ。


    　敵はその巨大な魔獣だけじゃない。


    　パーク内では爪つめや牙が醜みにくく歪ゆがんだ化け猫型ジャムが憤ふん怒ぬや悪意の毒電波を撒まき散らし、広場に設置されたトーテムポール型の『ＰＥＡＣＥ』というオブジェには所狭しとジャムが乗っかっている。ざっと見ただけでも、一〇〇匹はいるようだ。悪夢のような化け猫の集会。この場に立っているだけで心が侵おかされそうになる。


    　こんなおそろしい状況だというのに、一般人には『黒い塊かたまり』としか感知できないんだろう。みんな『ル見エール』でキャプチャしたり、応援サイトにコメントを書き込むことに励んでいる。


    　化け猫型ジャムが俺たちに向かって温度のない音声を発する。


    「個体識別スキャンをします──〈Soya Kaminoma〉〈Maiha Tsurumai〉〈Kanare Uto〉〈Gylfi Jimokuji〉」


    「この四人は電波環境を乱す［人型マルウェア］ですかミャァ？」


    「はいそうです。ボクたちを消滅させている、有害なトロイの木馬型ウイルスですミャァ」


    　俺たちをウイルス扱いかよ。元秘書のくせにいい度胸だ。


    　ギルフィがピエロの赤鼻を撫なでながら、怪しく微ほほ笑えむ。


    「壊れかけのプログラムに、引いん導どうを渡してやろう」


    　鶴舞が光の剣を握り直す。


    「ここまではＡＲイベントとして誤ご魔ま化かせてるけど、私たちが勝たなきゃアウトよ」


    「完勝を目指すしかないだろ」


    　右手に『パズメイ』を、左手に『タロット』をかまえる。


    　俺たちが戦闘態勢を取ると、歓声がワーッと上がる。さっさとジャムをぶっ潰つぶしたいところだが、周りに人が多すぎて自由に動けない。化け猫型ジャムが野や次じ馬うまのあいだをちょろちょろ走り回り、とにかく戦いにくい。


    　すると鶴つる舞まいが剣を高く掲かかげ、広場に響き渡る声で叫ぶ。


    「見ている人たち！　あなたたちが邪魔で戦えないわ！　見学するのはかまわないけど左右に散って！」


    　女神の呼びかけに応こたえるように、タワーから通知とアナウンスが流れる。


    【蜂はち原はら市広報部よりお願いです。戦闘スペースの確保にご協力ください】


    　警備員の誘ゆう導どうによって人々がぞろぞろと左右にわかれる。その中に、周囲からあきらかに浮いている黒シャツの少年少女を見つけた。白びやつ虎この部隊か。確認できるだけで五名。岳たけ村むらもいる。手を出してこないか注視しておかないと。


    　香か流なれがタワーを指差して首をひねる。


    「ところで、あのボスにはどうやって攻撃を当てるんですか？」


    「それなんだよな……」


    　地上二〇〇メートルあたりに魔獣はくっついている。ここから遠距離攻撃したって威力は弱まるし、軽く避けられるのがオチだ。


    「展望台に上がったところで、外壁を動き回られたらどうにもならないし……」


    　リンクスがヘリコプターでも用意してくれればいいんだが、それはさすがに叶かなわぬ願いだろう。


    　鶴舞が地上を見回して言う。


    「手下を倒したら、ボスが怒って降りてくるかもしれないわ」


    「なるほど、それはありかも──」


    　鶴舞の提案に頷うなずこうとしたその瞬間、


    「駆除するミャァ」


    　化け猫型ジャムが次々と飛びかかってきた。


    「なっ！」


    　反射的に身体からだをひねってかわす。


    「あぶねえ」


    「ッたぁーい！」


    　香流が避けきれずに引っ掻かかれた。観衆にどの程度攻撃が見えているのかはわからないが、悲鳴まじりのどよめきがあがる。


    「大丈夫か！」


    「この着ぐるみ動きにくいです～」


    　ギルフィが舌打ちする。


    「駆除と言っていたな。完全にウイルス扱いだ」


    　俺はスマフォを握り直す。


    「雑ざ魚こはサクッとやっつけ──」


    「〈Soya Kaminoma〉を駆除するミャァ」


    　ロックオンした途端、化け猫型ジャムがいっせいに攻撃してきた。


    「おわっ！」


    　慌あわてて左手の『タロット』でガードする。


    《魔術師＝正位置／創造・指導・才能》


    　光のカードに触ふれたジャムはノイズを発して消滅。続けざまにロックオンしたままの『パズメイ』で攻撃を仕掛け、飛び跳ねて避けられながらも追尾機能でなんとか一体撃破する。


    　観衆はワーッと盛り上がるが、俺の背中にはひやりとした汗が伝う。


    　おかしい。ジャムの反応が良すぎる。まるで先読みされているような。


    「ねえ、私たちの行動……読まれてない？」


    　鶴つる舞まいも同じことを思っていたようだ。ギルフィと香か流なれもこくりと頷うなずく。


    　いったいどうやって？


    「あっ……！」


    　市民団体のデモが脳裏をよぎる。


    　リン君はデータを吸い上げるスパイウェア。俺たちのデータは、小学校の頃から溜ためられていて、思考や感情を生き写しにしたデジタルクローンも作成可能──


    「まさか、人工知能による行動予測……」


    　化け猫型ジャムどもが口々に発声する。


    「はいそうですミヤァ」「〈Soya Kaminoma〉が気づきましたね」


    「マジか……!?」


    「『マジか』。予測どおりの反応、ありがとうございますミャァ」


    　俺の攻撃が当たっていることからすると完全予測ではなく、行動を察知して一歩早く動けるだけのようだが、それでもやりにくすぎる。


    「……だからって、負けっかよ！」


    　俺や鶴舞の攻撃はホーミング性能や図抜けた身体能力のお陰かげでヒットするが、それでもかなり回避されてしまう。ギルフィや香流は俺たちに比べるとスピードが遅く、ギルフィの『ぐっすりーぱー』による安眠波はかする程度、香流の寄生虫感染拡大ゲーム『パラサイト・カンパニー』は、光の寄生虫を周囲に撒まいてもまったく効果がない。


    「くそっ……」


    「〈Soya Kaminoma〉たちは学習能力が足りないようですミャァ」「人はそれを『バカは死ななきゃ治らない』と呼ぶようですよ？」


    　化け猫型ジャムは勢いに乗って飛び跳ね、悪意の毒電波を吹きつけてくる。タワーの魔獣は攻撃をせず、俺たちの動きをじっくり監視しているようだ。


    　うろたえる香か流なれ。


    「ど、どうしましょう……」


    　このままでは、魔獣を相手する前に体力もバッテリーも尽きてしまう。


    「なんとか予測を回避しないと……！」


    「──キタァ!!」


    　奇声を発したギルフィが自信ありげに言う。


    「過去のデータから行動予測されてしまうなら、過去にとっていない行動をすればいいのでは？　予測を外しまくれば、機械的思考しかできないヤツらを混乱させられるかもしれないぞ」


    「……なるほど」


    　感情電波の集合体であるジャムにどこまで効果があるか不明だが、やる価値はある。


    　過去の行動か。


    　俺は基本的に中距離攻撃主体で、右手に『パズメイ』、左手に『タロット』で戦っていた。ならばそれを持ち替え、右手に『タロット』、左手に『一兆の岩』の近接二刀流に変更してみるか。化け猫型ジャムはちょこまかウザイが、攻撃力は大したことない。体当たりをするようにガンガンぶつかってやる。


    　香流が意気込みを鶴つる舞まいにぶつける。


    「わたし……舞まい羽は先輩に頼たよりません！　ひとりで突撃して攪かく乱らんします！」


    　ギルフィがメガネをかけ直す。


    「じゃあボクは清せい廉れん潔白な優等生になるかな。……下ネタなんて大だい嫌きらいです！」


    　戦闘に役立つかは謎なぞの宣言だが、混乱はさせられるかもしれない。


    　鶴舞が頭を悩ませる。


    「私が絶対に取らない行動って……？」


    「ギルフィの援護じゃないか？　あと、バレエの曲じゃなくて、演歌にするとか……」


    「……わかった。曲はストリーミングで探す……」


    　ギルフィが背せ筋すじをまっすぐ伸ばし、キリリッと言う。


    「鶴舞君、力を合わせてがんばろう！　風林火山、死中求活だ！」


    「う、うん……がんばろう……」


    　誰だよこのウザいピエロは。


    　とにかく、やるしかない。


    「作戦開始だ！」


    　俺は化け猫型ジャムの群れに突撃し、右手のタロットで斬きりつける。


    《運命の輪＝正位置／運命・転換・進展》


    　飛びかかってくるヤツには光る岩の盾たてを直接ぶつける。


    　香か流なれは無我夢中で寄生虫をバラまきながら走り回る。


    　ギルフィはキビキビとした動きで安眠波を放ち、鶴つる舞まいはギルフィの援護に徹てつしている。


    　するとジャムの行動に変化が起こり始めた。


    「市民ＩＤ・データ、不一致です？」


    　統制のとれた動きではなく、右往左往する個体もいる。


    　効いてる！


    「おかしいです？　予測できませんミャァ。学習開始しま──」


    「させるかよ！」


    　タロットを横になぎ払い、二匹、三匹と斬り捨てる。


    　ヴヴヴ！


    　と、そばにいたジャムが目を光らせ、


    「駆除──」


    「遅い！」


    　毒電波を岩の盾でガードし、そのままぶつけてジャムを潰つぶす。


    　これならいけそうだ！


    　俺は混乱するジャムを次々斬り裂き、叩たたき潰していく。


    　ヴヴヴヴ──


    　天からノイズが鳴り落ちる。タワーを見上げると魔獣が尻しつ尾ぽを振り回し、不ぶ気き味みに蠢うごめいている。地上をうろつく化け猫型ジャムがやられて怒っているのか？　ならば鶴舞の狙ねらいどおりだ。


    　ギルフィが香流に呼びかける。


    「エウレカッ！　兎う塔とう君！　寄生虫について検索をしたところ、ネコがフィラリアに感染すると重症になることがあるらしい。奴らも本来は猫型人工知能。フィラリアは作り出せないのか？」


    「わたしに作れない寄生虫はありませんっ！」


    　香流はスマフォを高速でタップし、蛍光フィラリアをバババッと撒まき散らかす。


    「いっけ～ッ！　パイン、キャロット、プリン～！」


    「遺伝子構成を確認します──［フィラリア］──やめてください、そんなこと」


    　光る線虫がのたうつ風景は目をそらしたくなるほど気色悪い。『ル見エール』でもウネウネしているのが見えるらしく、女性の悲鳴が聞こえる。


    　だが攪かく乱らん作戦のお陰かげでジャムの予測行動は鈍にぶくなり、足並みが乱れている。両手を攻撃型アプリにして一気に攻勢をかけるチャンスだ。


    「学習される前にぶっ倒す！　香流、もっと引っ掻かき回してくれ」


    「了解ですっ！」


    　香か流なれがフィラリアを地面に仕掛けるのを横目に、俺は右手のタロットを『パズメイ』に持ち替え、左手の盾たてでガードしながら特大コンボを組み立てる。


    　鶴つる舞まいがギルフィの援護を中止し、攻撃に転換する。


    「私も行くわ！　イオ／ミュージック／『ハチャトゥリアン／ガイーヌ／剣つるぎの舞まい』」


    「ではボクは後方から攻撃を仕掛けよう！」


    　戸惑う化け猫型ジャムを一気に駆く逐ちくすべく、防御を捨てて攻める。


    　狙ねらうは最遠のジャム。魔宝石を揃そろえて強大な魔法を放つ！


    「七連コンボ！」


    ／桃→紫→青→赤→黄七→赤→緑／7-chain／66／


    　スマフォから光球が放たれると同時に『タロット』に持ち替え、光球を追って走る。拡散された光球は毒電波を撃うち落とし、最遠のジャムへ至る道中で蠢うごめくヤツらを次々蹴け散ちらす。そして逃れたヤツをタロットで撃破。歯向かって飛びかかってくる個体は岩の盾で弾はじき飛ばす。


    　観衆が盛り上がり、歓声が力になる。


    「アップデート、キャンセル──統合しますミャァ」


    　怯おびえた様子のジャムは『ＰＥＡＣＥ』のオブジェに避難し、てっぺんで合体を始めた。


    　光の剣で無む双そうしている鶴舞が俺の隣に来る。


    「大きくなる前に斬きる！　ジャンプするから援護お願い！」


    「オッケー！」


    　タロットを左手に持ち替え、手早く『パズメイ』を起動。


    　駆ける鶴舞に殺到する化け猫型ジャムを狙い、小さなコンボを刻む。


    「ウザってーんだよっ！」


    　射出される光球が跳ねまわる化け猫型ジャムを蹴散らす。


    　鶴舞は光の盾を水平に振って光の階段を作り出し、跳躍する。


    「unアン」


    　観衆がワッとざわめく。


    「──すげえ！　どうなってんだ!?」


    「deuxドウ」


    「──ホバーブーツ!?」


    「troisトワロ, quatreカトル, cinqサンク……」


    　鶴舞は駆け上がりながら追いすがるジャムを返す刀で斬り落とす。俺は光球で次々と狙い撃つ。ギルフィと香流は逃げようとする雑ざ魚こを的確に潰つぶしていく。


    　そして空中ジャンプを続けた鶴舞はオブジェの頂点に達し、


    「finフイン!」


    　天高く飛ぶと、合体した化け猫型ジャムに光の剣を突き刺す。


    「──ミミミミミ……*******」


    　ジャムはデジタルノイズをあげて弾はじけた。


    　着地した鶴つる舞まいの上から、ジャムの残ざん骸がいである黒い粒子が粉雪のように舞い散る。場内からは拍手の嵐。サブウィンドウで応援サイトを表示すると［女神無む双そう］と題された画像がどんどんアップされていく。


    　広場に巣食っていたジャムは、もう二割ほどしか残っていない。


    「よしっ！　これでボスも──」


    「VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV──」


    　空が爆発したようなノイズがタワーから響き、魔獣が猛スピードで駆け降りてくる。


    「来る！」


    　ノイズが徐々に大きくなり鼓こ膜まくの奥が揺さぶられる。観衆から歓声や悲鳴が湧わく。あまりに強大な負の怨おん念ねんに背せ筋すじが凍こおる。恐竜のような巨体の魔獣は後ろ脚でタワーを蹴けり、大きく跳躍した。


    　青せい灰かい色しょくの魔獣はドーム型天てん井じようを音もなく突き抜け、紺こん碧ぺきの唾だ液えきをフィールドに撒まき散らしながらフットサルコートに着地する。物理的な重さがないゆえに地面は振動しなかったが、悪意と憤ふん怒ぬの寒色系電波が突風のように吹きすさぶ。


    「うっ……！」


    　頭の芯が痺しびれ、めまいが生じる。ドローンが異常な電波の影響を受けたのか不安定に旋せん回かいし、壁面スクリーンにノイズが走る。逃げていた化け猫型ジャムの残党は、ボスの登場に士気を取り戻している。


    　ここまで強烈だと、俺たちウェニアック以外にも少なからず影響があるんじゃないか……？


    　野や次じ馬うまに目を向けると、ところどころに額ひたいを押さえて首を傾かしげている人がいる。その全員が若者で、織お田だ淵ぶちたちもこめかみ辺りを指差して何やらしゃべっている。表情を見る限りでは深刻な様子はなく、気圧が変化した程度の異変を感じ取っているようだ。


    　鶴舞が低くかすれた声で言う。


    「まずいわね……新たな事故が起きるかもしれない……」


    「キラービーに刺されるってことか……」


    　あらためて観衆を見回しても、恐ろしい事態を理解している人はいない。みんな身を乗り出して『正体不明の黒い塊かたまり』のキャプチャに励んでいる。


    「ったく何考えてんだよ……！」


    　だからって危険だと騒いだり避難を呼びかけたらリンクスへの批判が殺到し、悪意や憤怒が増してしまう。


    　ならば、できることはただひとつ。


    「俺たちでさっさと片づけるしかない」


    　──とスマフォを構え直した瞬間、


    「erase（Soya Kaminoma）」


    　魔獣が三本の尻しつ尾ぽをぴんと跳ね上げ、先端の毒針から青黒い怪光線を連続で放射した。


    「食らうかよっ！」


    　攻撃をかわした先に化け猫型ジャムが飛びかかってきたが、タロットで払いのける。


    「鶴つる舞まい！」


    「任せて！」


    　俺が光球を放つと、それを追って鶴舞が走る。香か流なれはフィラリアで防壁を作り、ギルフィはいつでも迎撃できるようにスマフォをかまえる。


    　光球で魔獣をのけ反らせると同時に鶴舞が懐ふところに飛びこみ、右前脚を力いっぱい斬きり裂く。


    「vvvvvvxxxxxxx……！」


    　斬られた右前脚がボタリと落ち、地面で痙けい攣れんする。斬り口から青せい灰かい色しょくの塵ちりがじゅるじゅるとこぼれる。


    　魔獣は攻撃の手を止め、威い嚇かくするようにノイズを発している。


    「……コイツ、デカいだけの見かけ倒しか？」


    　観衆はわいわいと盛り上がり、応援サイトのコメントも［ボス弱すぎだろ］と書き込まれていく。


    　すると魔獣が低いノイズを出しながらうめく。


    「error:Recovery」


    　VVVVVVV──


    　魔獣の身体からだが青灰色に輝き、咆ほう哮こうのようなノイズをあげる。


    「Malicious Code」


    　続いて化け猫型ジャムが無感情に淡々と鳴き始める。


    「［人型マルウェア］を駆除する方法は？」「『残ざん虐ぎやくな拷ごう問もん・処刑（閲覧注意）』に関する情報がＷＥＢで見つかりましたミャァ」「参照します」「〈Maiha Tsurumai〉を［皮かわ剥はぎ］にしましょうか？」「それはおもしろそうですね。刃物を使って全身の皮ひ膚ふを剥ぎ取りましょう」


    「……なんなの……」


    　あまりにも悪あく趣しゆ味みな会話に、鶴舞が顔をしかめる。つーかジャムは刃物なんて使えねえだろ。こいつら何ほざいてやがる。


    「〈Maiha Tsurumai〉の黄金比の美しい顔から、頬ほおがごっそり削そぎ落とされますミヤァ」


    　と、鳴き声に呼応するように蜂はち原はらタワーから寒色の電波光が魔獣に向かって放たれ、切断された右前脚が再生した。さらに斬り落とされた側の脚が、化け猫型ジャムに変形する。


    「……!?」


    　信じられない光景に、言葉を失う。


    　ギルフィが歯ぎしりする。


    「自分で悪意を生み出し、自己再生しているんだ」


    「erase（filaria）」


    　魔獣は地面をのたうつフィラリアを踏ふみ潰つぶす。それを見た香か流なれは手で口を押さえ、青い顔になる。雑ざ魚こには効いたのにダメなのか？


    「どうすんだよコレ……!?」


    　鶴つる舞まいが剣を振りかざして地面を蹴ける。


    「粉々になるまで斬きり刻んでやるわ！」


    「ひとりで行くな！」


    　俺も鶴舞を追い、悪意の魔獣に特攻する。


    　光球を頭にぶち当て、タロットで脚を斬り、二刀流の能力をフルに使って破壊する。鶴舞が赤く輝く光の剣で斬り裂いた胴体から青せい灰かい色しょくの塵ちりが噴出する。


    　だが、魔獣は俺たちの無力を嘲あざ笑わらうように、灰色の猫目をさらに細くする。


    「error:Recovery──Malicious Code」


    「〈Soya Kaminoma〉には［ノコギリ挽ひき］がおすすめですミヤァ」「逆さ吊づりにして、股またをノコギリで裂きましょう」


    　こいつら……！


    　蜂はち原はらタワーがグロテスクにビカビカ光り、悪意の電波が雨のように降り注ぐ。ダメージを与えても、すぐに修復されてしまう。


    　鶴舞が手を止めて嘆く。


    「無理……！」


    「回復役の雑魚を倒せばなんとかなるか!?」


    　俺の提案に、ギルフィが腕で大きくバツの字を作る。


    「さっきからボクたちで退治しているんだが──」


    　化け猫型ジャムが広場のそこかしこで湧わくように生まれている。


    「無敵かよ……タワーをぶっ壊すしかねーのか……」


    　もしこれが人の作ったゲームなら、打ち倒すアイテムが必ずどこかに存在する。クリアできなければクソゲーだからだ。だが俺たちが今いるこの世界は、誰かが用意した箱庭じゃない。攻略法を自分たちで発見できなければ負ける。最悪なのは、その攻略法があるとは限らないってことだ。


    　魔獣が前脚を大振りする。空気を斬り裂きながらギザギザの爪つめがグイと伸びた。


    「痛っ！」


    　化け猫型ジャムが不ぶ気き味みに微ほほ笑えんで牙きばを剥むく。


    「痛いですかミャァ？　はい。中世の拷ごう問もんは、いつ死ねるのかわからない苦痛を伴うそうですよ」


    　完全に遊ばれている。致命傷を狙ねらってくるような一撃はなく、わざと手足をかするように攻撃してくる。


    　薄い刃物のような漆しつ黒こくの電波光が鶴つる舞まいに向かって飛び交う。


    「くぅっ……」


    　露ろ出しゆつの多い鶴舞の肌が次第に赤く腫はれていく。


    「〈Maiha Tsurumai〉さん。皮が剥はがれますか？」「有害な［人型マルウェア］に、もっと痛みを与えましょう」


    　俺も二刀流で必死に戦うも、自動回復しながら無限増殖するジャム相手に体力やバッテリーを削られる。


    　ダメだ。このまま無策で攻撃してたって勝てない。


    　俺はパズメイをしまい、防御に徹てつするために『一兆の岩』を出す。そして傷つきながらも剣を振り続ける鶴舞に声をかける。


    「いったん退ひこう！　このままじゃ負ける！」


    「そうね……」


    　鶴舞は悔くやしさに顔を歪ゆがめながら、剣を下ろす。


    「はい、あなたは負けました」「ご同情申し上げますミャァ」


    　ジャムから悪意を浴びせられながら後退する。状況を理解していない観衆が「逃げんなよ」など野や次じを飛ばしてくる。


    「〈Kanare Uto〉には［乳房裂き器］が適合します。大量に出血するようですよ」「〈Gylfi Jimokuji〉の喉のど元もとに［異端者のフォーク］を突き刺しましょう」


    　化け猫型ジャムが広場を支配し、香か流なれやギルフィは動揺を隠せない。


    「……わ、わたしたち、どうすれば……」


    「応援サイトにも悲観的なコメントが増えているぞ……」


    　腹立たしいことに、俺たちが負けることを期待する声まで上がっている。


    「ねえ、このコメント……まずいわ」


    　鶴舞が指摘した投稿を確認する。


    【[image: ]彼ら本気で痛がってるけどなんで？　ＶＲなのに痛覚が刺激されるの？】


    【[image: ]女神の火傷やけどっぽいのって、電子メイクじゃないよな？】


    【[image: ]リンクスのイベントって、怪しくない？】


    　疑問が噴出し、ほころびが出ている。


    「千ち草くささんや鶴舞の父さんに相談しよう！　もうタワーのシステムを完全にダウンしてもらうしか──」


    「キャアーー!!」


    　背後から甲かん高だかい悲鳴があがった。


    　見ると、織お田だ淵ぶちグループといっしょにいたケバい女子が腰を抜かして叫び出す。


    「バ……ババ、バケモノ！！！　デカいバケモノがいる!!」


    　織田淵が戸惑いながら声をかける。


    「おい、ナルミ？」


    「そこ、ネコがいる！　たくさんいる!?　ヤダッ！」


    　ナルミと呼ばれた女子は目を白黒させて這はいずりまわる。


    　ネコとかバケモノって、まさか！


    「覚かく醒せいしたのか!?」


    「［人型マルウェア］──発見ミャァ」「個体識別スキャン〈Narumi Kanayama〉」


    「erase（Narumi Kanayama）」


    　魔獣の尻しつ尾ぽがナルミに向き、毒針から怪光線が撃うち放たれる。


    「しまった！」


    　俺たちが一歩も動けぬまま、ナルミの太ももを怪光線がかする。


    「熱っ！」


    　ナルミは動転し、撃たれた箇所を押さえて喚わめき立てる。


    「痛い痛い！　うっ、うう、撃たれた撃ってきた!!　大きいのがッ！　ヤバいっ！」


    　野や次じ馬うまはザワつき、織田淵たちも恐れおののきながら一歩下がる。


    　鶴つる舞まいがナルミに駆け寄り、優しく背中を撫なでる。


    「大丈夫!?」


    「いや、や、ややや……！　ヒッ……ヒッ……ヒッ……！」


    「落ち着いて！」


    「ヒィッ……ヒィッヒィ……ヒッヒィ」


    　ナルミの呼吸が早くなり胸を押さえて苦しみだした。


    　ギルフィと香か流なれに声をかける。


    「鶴舞のとこ行くぞ！」


    　観衆のほうへ駆けながら、千ち草くささんにトークをつないでまくし立てる。


    《神かみ之の馬ま》「∇覚醒が起きてます！　それにジャムが自動的に回復して手に負えません！　タワーのシステムを落とせないんですか！」


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇それは無理！　医療機関や交通網まで麻ま痺ひしてしまう！　こっちでも対応を検討中や！　なんとか耐えて！」


    　耐えるって、どうしたら──


    「──う、うわ！　なな、なんだよあれ!?」


    　織お田だ淵ぶちが絶叫して尻しりもちをつき、目をゴシゴシこする。


    「キメぇネコいんだけど！」


    　いっせいに覚かく醒せいが起きてる!?


    「［人型マルウェア］──また発見ミャァ」「個体識別スキャン」「そうですね。〈Ryo Odabuchi〉を処刑しましょう」「［鉛なまりのスプリンクラー］という処刑方法があるようですミャァ」


    　織田淵に数匹の化け猫型ジャムがにじり寄り、織田淵は両腕をぶん回す。


    「く、来んなよ！　痛っ！　痛ってえ！」


    　野や次じ馬うまに恐怖が伝染していく。


    「ＶＲじゃないのか!?」


    「どうなってんだ!?」


    　魔獣が身体からだを大きく震ふるわせ、青せい灰かい色しょくの光を放射する。蜂はち原はらタワーにまとわりついた電波光が明滅し、脳が犯されるようなノイズが響き渡る。


    「VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV──」


    　壁面スクリーンに映っていたフォトコンテストの画像に異様なノイズが走り、奇妙なエフェクトがかかっていく。花びらが歪ゆがんだ犬になり、顔面が分裂し、頬ほおに大きな目玉が現れ、雲に手足が生える。幸福に溢あふれていた写真は、アウトサイダーアートのような幻視的悪夢の世界に変へん貌ぼうを遂とげる。


    「VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV」


    　電波光の直撃を受けたドローンがコントロールを失い、群衆の中に墜つい落らくする。


    「キャ、キャアアアア！」


    　逃げようとした女性がすっ転んだ。


    「に、逃げろ！」


    「押すな！」


    　パニックが巻き起こり、モールへの出入り口に人々が殺到する。ナルミと織田淵は腰を抜かしたまま顔をひきつらせ、恐怖に涙を流している。


    　野次馬は一部で将棋倒しのようになり、警備員は揉もみくちゃにされ、怒号が飛び交う。


    「拡張現実イベントって嘘うそか!?」


    「キラービーだ！　キラービーがいる！」


    　白びやつ虎この監視員たちは動じることなく、ふてぶてしい顔つきで突っ立っている。


    　くそっ、あいつら……！


    　ギルフィが声を震わす。


    「ネットにもリンクスへの怒りが続々と書き込まれている……。このままでは、市内全域が悪意と憤ふん怒ぬに呑み込まれるぞ」


    　空を見上げると、あらゆる方面からタワーに向けて電波が飛来している。


    　タワーは青せい灰かい色しょくに輝き、パークは化け猫型ジャムが駆けまわる。魔獣は毒電波を乱射する。


    　この最悪な環境も観衆のパニックの原因だろう。本人は気づいていなくとも、きっと無意識下に影響を与えている。


    　状況が混こん沌とんとしすぎて、思考回路が停止しそうになる。今、俺にできることは……。


    「……そうだ、せめてアイツらに……」


    　怯おびえている織お田だ淵ぶちとナルミに駆け寄り『タロット』と『一兆の岩』のスマフォを握らせる。


    「お、おい、神かみ之の馬ま……なんなんだ……」


    「くわしい説明はあとでする！　攻撃受けそうになったらディスプレイをタップして。盾たてに使えるから」


    　使い方を実演すると、織田淵は怯え、恐ろしいものを見る目を俺に向ける。


    「お前、何者だよ……」


    「それは、あとで説明するから……」


    「──テメーらいい加減にしろ！」


    　背後からいきなり怒鳴りつけられ、驚いて振り向く。


    　野や次じ馬うまの一団が俺たちを睨にらんでいる。


    「何が起きてんだよ！」


    「テメーらリンクスの手先だろ!?」


    　鶴つる舞まいが必死に声を張り上げる。


    「違うの！　誤解です！　私たちは、あなたたちやこの街を助けたいだけ！」


    「ハァ？　助ける？　意味がわかんねーよ！」


    「お願い、信じて！」


    　だが鶴舞の訴えは届かず、ガラの悪い男が香か流なれの着ぐるみの触しよつ角かくを引っ掴つかむ。


    「やっ！　離してっ！」


    「ふざけた格好しやがって！」


    　男は触角を乱暴に引きちぎると、鶴舞の顔に強く投げつけた。


    「ッ……！」


    　鶴舞は口を固く結び、溢あふれそうな感情を押し殺している。


    　化け猫型ジャムが毒電波を振りまいて跳びはねる。魔獣は悪意を吸収したのか、ひと回り大きくなった気がする。


    「もう、やめてくれ……」


    　どうしていいかわからない。心が折れそうになる。


    【グループトーク着信＠ＦＲＯＭ　黒くろ笹ざさ雫しずく】


    　見み透すかしたように通知が入った。


    《　雫　》「∇お遊びはおしまいか？」


    　勝ち誇ほこった声。俺たちは誰も言い返せない。


    《　雫しずく　》「∇いいことを教えてやる。市内各所でも混乱が起きており、リンクスの社長や国のお偉方は血の気が失うせているぞ。交渉は優位に進むだろう」


    《神かみ之の馬ま》「∇交渉とか言ってる場合じゃないだろ！　自己再生するバケモノが暴れてるんだぞ！」


    《　雫　》「∇それがどうした？」


    《神之馬》「∇お前ら、あれに勝てるっていうのか!?」


    　雫は呆あきれたように苦笑する。


    《　雫　》「∇どうやら『勝つ』の意味を取り違えているようだ。我々の目的は『交渉に勝つ』こと。このままカオスな電波状態が進行すれば、最終的には都市全体をシステムダウンさせるしかないだろう。隠いん蔽ぺいも批判され、社長を含めた現体制の多くは退しりぞくことになる」


    《神之馬》「∇待てよ。社長に辞められたら、今やってる交渉も無駄だろ」


    　すると鶴つる舞まいが口を挟んだ。


    《鶴　舞》「∇違うわ」


    《神之馬》「∇え？」


    《鶴　舞》「∇白びやつ虎こは、二重取引している。本命の交渉相手は別にいる」


    《　雫　》「∇そのとおりだ。今の社長など死んでもかまわない」


    　交渉で助けてやるって顔しておいて、裏切るつもりか。


    《　雫　》「∇もう諦あきらめろ。貴様らのせいでウェニアックが無力だと誤解されては迷惑だ」


    《鶴　舞》「∇愛なき革命なんてテロと同じよ」


    《　雫　》「∇この虚飾と憎ぞう悪おにまみれた街に愛など存在しない。現実を見ろ」


    　あたりは負の感情である青せい灰かい色しょくの電波に覆おおわれ、救おうとしている俺たちが責められ、ネットでは暴言や悪意が飛び交う。


    　鶴舞は拳こぶしを握りしめ、悔くやしそうに口を固く結ぶ。


    《　雫　》「∇神之馬。私と同じ二刀流の力を得た貴様に最後のチャンスをやる。舞まい羽はたちを捨てて我々のもとへ来い。将官の位をくれてやる」


    《神之馬》「∇誰が手を貸すか」


    《　雫　》「∇貴様が正義だとすがるものは、報むくわれない悪あがきだ。ジャムを倒したところで、また生み出されるだけ。人間の感情は永遠になくならない」


    《神之馬》「∇それでも俺は戦う」


    《　雫　》「∇……そうか。では、街とともに滅びるがいい──」


    　通信が切断された。


    　報われない悪あがきか。


    　たしかにそうかもな。


    　だが、雫しずくの言うことなど認めたくない。


    　あいつは愛が存在しないと言ったが、そんなことはない。俺はウェニアックに覚かく醒せいしてから、愛や歓喜をのせた感情の電波光を数え切れないほど見てきた。


    　壁面スクリーンに映るフォトコンテストの入賞作に目を向ける。


    　電磁ノイズの影響で悪夢の世界に成り果てているが、もともとは幸福や希望に満ちていた。車くるま椅い子すの老人が赤ちゃんを抱きかかえ、家族全員で収穫祭の御み輿こしを担かつぎ、一組の若い男女が結婚式で永遠の愛を誓う。


    　この街には、人の心を殺すような悪意や憎ぞう悪おだけじゃなくて、温かい生の感情が存在したはずだ。今は重苦しい負の電波光に覆おおわれて見えなくなっているだけで、それを払ふつ拭しよくできれば──


    「……ん？」


    　もしかして──


    　鶴つる舞まいが首を傾かしげる。


    「どうしたの？」


    　俺はフォトコンテストの作品を指差す。


    「……あれ、使えないか？」


    「使うって……」


    「写真の中の世界は、愛情や歓喜、悦楽ばかり。つまり、悪意や憤ふん怒ぬとは真逆だ」


    「あっ！」


    　鶴舞の瞳ひとみにかすかな光が灯ともる。


    　以前戦ったエリマキトカゲ型ジャムは真逆の感情をぶつけられることで弱体化した。だったら、今回も同じ方法でいけるんじゃないか？


    「市内で送受信される電波は、タワーにあるサーバを必ず一度は経由する。もし市民全体がコンテストへ応募したら、タワーに届く電波の感情は一変する。それに俺は画像を射出できるカメラアプリも持ってる。上う手まく利用すれば、悪意の増幅を止められるかもしれない」


    　場の空気に呑み込まれている香か流なれは不安を口にする。


    「そんなこと、できるんですか……？」


    「できないと思いますよ」「ええ、あなたたちはまもなく処刑されます」


    「［火ひ炙あぶり］はどうですか？　ヨーロッパでの魔女狩りによく使われたようです。人間界の異端者である〈Maiha Tsurumai〉たちにぴったりだと思いますよ」


    「Action: disinfect」「erase（all）」


    　毒電波が炎のような渦を巻いて襲おそいかかってくる。


    「くそっ……！」


    　魔獣や化け猫型ジャムが激しい攻撃を仕掛けてくるが、なんとか防ぎながら話を続ける。


    「できるって信じよう。希望を捨てるな」


    　ギルフィは頷うなずきながらも、不安を見せる。


    「試す価値はあるだろうが……問題は、この状況で誰がどうやって市民に呼びかけるかだ。コンテストを主催してるリンクスや市の広報なんて信用度ゼロだろう」


    「……とにかく、千ち草くささんと鶴つる舞まいの父さんに話を持ちかけよう」


    　俺たちはふたりとグループトークをつなぎ、手短に作戦の概がい要ようを伝える。


    　だが、返答のトーンは低い。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇作戦の狙ねらいはわかる。けど、ただ単に『応募してください』じゃ、アホかと批判されるわ。なぜ応募が必要か……つまりジャムや電波のことを説明しないと無理や」


    《神かみ之の馬ま》「∇説明は避けられないでしょう。でも、遅かれ早かれ今のリンクスは崩壊して、世に知れ渡ります。それなら先に明かしてしまったほうがいい」


    《鶴舞清きよ文ふみ》「∇……そうなると、キミたちの事情についても触ふれなければならないが……」


    《神之馬》「∇……かまいません」


    《鶴　舞》「∇覚悟はできてる」


    《鶴舞清文》「∇そうか……ただ、我々から応募を呼びかけたところで、どれだけ集まるか……」


    　ギルフィの懸け念ねんと同じ。逆効果になって憤ふん怒ぬが飛び交ったら終わりだ。


    《瓢簞山》「∇奏そう矢や。あんたがやりな」


    《神之馬》「∇……えっ？」


    　千草さんが決定事項を伝えるような口ぶりで、サラリと話す。


    《瓢簞山》「あんたのイオを市の緊急警報回線につないで、全市民に声と映像が届くようにする。さらにタワーや各地のスピーカーからも流す」


    《神之馬》「∇ちょ、いや、あの……？」


    《鶴舞清文》「∇システム部門に話をつける。ちょっと待ってくれ」


    《神之馬》「∇あっ……！」


    《瓢簞山》「∇かっこいいとこ見せてや。未来は自分で掴つかむって言ったやろ」


    　もちろん戦う気持ちはある。


    　だが、俺にできるのか？


    　母さんすら納得させられなかった俺が、不信感を抱かかえていきり立つ一〇万の市民を説得するなんて。雫しずくや市民団体の団長のような煽あおり立てる演説はできないし、そもそも学校の授業で発表するときですら緊張するのに。


    　想像するだけで、身体からだが震ふるえる。


    「〈Soya Kaminoma〉の会話力、ディベート成績、及び各種データを分析しましょう」


    「success rate 0.1%」


    　成功しねえってことかよ。


    　鶴舞が襲おそいかかるジャムを斬きり裂きながら俺に言う。


    《鶴つる　舞まい》「∇耳を貸すことはないわ。確率なんて過去のものじゃない。たしかに以前のキミなんてゴミクズでボロ布で腰抜けの臆おく病びよう者ものだった。でも今はそんなことない」


    　香か流なれやギルフィも、俺を見て頷うなずく。


    《兎う　塔とう》「∇集中してしゃべれるように、ジャムや野や次じ馬うまから守ります」


    《鶴舞清きよ文ふみ》「∇準備完了だ。合図をくれれば回線に直結させる」


    　マジで俺が……。


    《鶴　舞》「∇神かみ之の馬ま君。私はキミを信じる」


    　そうだよな、たまには自分で自分を信じてやらないと。


    《神之馬》「∇わかった。やる」


    　俺の覚悟に、みんなが強く頷き返す。


    　真実を知ることになる群衆の暴動に備え、モールの壁を背にする。


    　魔獣や化け猫型ジャムが攻撃してくるが、俺に届く前にみんなが全部弾はじいてくれる。


    《鶴舞清文》「∇今から緊急アナウンスを入れる。そのあと、すぐにつながるぞ」


    《神之馬》「∇はい……！」


    　心臓が跳ねる。汗が吹き出し、イオの脈拍警告アラートは鳴りっぱなしだ。


    　鶴舞が俺に目を合わせ、左手の薬指を立てて微ほほ笑えむ。


    　あっ、それか。


    　薬指を握って離すたびに、鼓こ動どうが少しずつ落ち着く気がする。


    　イオの通知音とともに、タワーからも同時にアナウンス音声が流れる。


    【蜂はち原はら市広報部より緊急のお知らせです。本日の拡張現実ゲームイベントにつきまして、参加者による事情説明があります】


    《鶴舞清文》「∇五秒後だ」


    　野次馬の目が俺たちに向く。


    　五、四、三──


    　ピー……と機械的な接続音が響き、イオのディスプレイに【connect】と表示された。


    《神之馬》「∇……えー……あの、み、みなさん……」


    　声が上ずる。


    「すみません、聞き取れませんでしミァッ──」


    　鶴舞が茶々を入れてきた化け猫型ジャムを剣で貫つらぬく。


    　そうだよ、しっかりしゃべんないと。落ち着け。


    　俺はひとつ息を入れ、全市民相手に向けて話しかける。


    《神之馬》「∇俺……僕は朱す雀ざく高の……神之馬って言います。それで、えっと……みなさん、すみません、拡張現実ゲームは、嘘うそです。リンクスや市が隠していることを秘密裏に処理しようとしましたが、無理でした……」


    「どういうことだよ！」


    　野や次じ馬うまがざわついて押し寄せ、激げつ昂こうして物を投げてくるが、ギルフィが身体からだを張ってガードする。


    「鶴つる舞まい君のドＳな責めに比べたら蚊かに刺されたようなもんだ」


    　サブウィンドウの応援サイトのコメントが大荒れになるが、気にせず続ける。


    《神かみ之の馬ま》「∇隠していたのは、ネット環境や電波が異常事態になっていることです。そのせいで、僕たちは──」


    　少し間をあけ、続ける。


    《神之馬》「∇僕たちは、電波を知覚できる体質になってしまいました」


    　ドクンと心臓が大きく鳴った。大丈夫だ。頭が真っ白になったりはしない。


    《神之馬》「∇それから『ル見エール』で見える光は、人体や精神に影響を与える感情の塊かたまり……キラービーって言われているものです。キラービーは僕たちにしか倒せないんですが、今、ピンチなんです……！」


    　野次馬のざわつきが大きくなる。


    《神之馬》「∇蜂はち原はらタワーは、悪意と憤ふん怒ぬの感情に支配されています。このままでは、街は崩壊してしまいます。解決するには、それと正反対の、愛情や幸福のコンテンツが必要なんです。だから、協力してください！　今すぐフォトコンテストに応募してください！　信じられないかもしれないけど、信じてください！　昔のでも何でもいいから、笑顔で幸せな写真をたくさん送ってください！　どうかお願いします！」


    　気持ちは全部ぶつけた。どうか、伝わってくれ。


    「わけのわかんねーこと言ってんじゃねえよガキ！」


    「社長出せよ！」


    　野次馬から罵ば声せいが飛んでくる。応援サイトにも［意味不明］［こいつ誰？］など書き込まれる。フォトコンテストの投稿ページを見るが、以前投稿されていたハイキング同好会の作品以外に新しい写真はアップされない。


    「予測どおり失敗しましたミャァ」「一種の拷ごう問もんですね」「恥ずかしくて死にたいですか？」「お陰かげ様さまで、自殺の方法はたくさん学習しましたよ」


    　魔獣や化け猫型ジャムが毒電波を放ってくる。


    「勝手なこと言ってんじゃねえ……！」


    　まずは俺が投稿しないと始まらない。


    　画像フォルダを開くと、イオを手に入れたときから撮り溜ためた膨ぼう大だいな量のファイルが保存されている。ここ最近は笑顔の写真なんて撮った記憶ないし、奥底のホコリをかぶったような画像を開いていく。


    　飼育していたカブトムシを持って笑顔でピースしている小学生の俺。ゲームでハイスコアを取ったときのキャプチャ。算さん太たとふざけて撮ったネタ写真や、南アルプスにかかった虹にじもある。


    　ほかには、京都への修学旅行や、沖縄への家族旅行。宿題の朝顔観察。こっそり撮った初恋の子。撮ったことも忘れていたようなちっぽけな記憶の欠片かけらが浮き上がる。


    　眺めていて、気づいた。


    　暗く悲しい気持ちになるような写真は一枚もない。保存していた過去は他た愛わいもないことばかりだし、撮っただけで見向きもしなくなってたけど、振り返ってみれば、意外と充実して楽しい日々を送ってた。


    　一枚ずつ確認していくのは面倒くさいから片っ端から投稿してやる。初恋のみたいに恥ずかしいのはあるかもしれないが、悪意や憤ふん怒ぬは混ざってないだろう。


    　画像をまとめて選択し、そのまま送信する。


    　コンテストサイトに画像がアップされ、俺の名前が投稿者名として掲載される。それと同時にイオから暖色系の電波光が放たれたが、反対色とぶつかってすぐに打ち消されてしまう。


    「全然足りない……！」


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇『インスタッチ』ってアプリ持ってったやろ？　あれでタワーに直接ぶつけてみーや！　コンテストサイトの画像がダウンロードできるＵＲＬを教える！」


    「了解です！」


    　ＵＲＬにアクセスすると、俺の画像以外に、ハイキング同好会の楽しげな記録が保存されていた。イオを右手で操作してその画像をダウンロードし、左手の『インスタッチ』でタワーを狙ねらい撃うつ。


    「行けっ！」


    　放たれたオレンジ色の画像は悪意の電波光を貫つらぬき、タワーまで届いたようだが、見た目の変化はない。


    「無理か……？」


    《瓢簞山》「∇いや、ごくごく僅わずかやけど電磁ノイズの計測値は減少した！」


    「よし！」


    「私も応募する！　画像を探すあいだ援護お願い！」


    　鶴つる舞まいはギルフィと香か流なれに守備を頼たのみ、応募画像を探す。


    　野や次じ馬うまは俺たちの行動に呆あきれたのか「市長や社長に聞くぞ！」と気勢を上げ、リンクス本社やタワー内の市役所に続々と向かう。


    　イオを操作していた鶴舞の横顔に寂しさが浮かんだ。


    「あっ……」


    「どうした？」


    「……ううん。アップしていくわね」


    　投稿サイトに鶴舞の画像が掲載される。


    　バレエ衣装を着た幼い鶴つる舞まいが、満面の笑みでポーズを取っている。


    「小学一年のときの。バレエ大会で優勝したんだ。何年ぶりに見たかな……」


    「……鶴舞も、こんな風に無邪気に笑えるんだな」


    　鶴舞の頬ほおがカーッと赤くなる。


    「う、うるさいっ！　ほかには犬や食べ物の写真しか無かったの！　早く撃うちなさいよ！　ほら次、香か流なれ！」


    　香流が困った顔で言う。


    「わたしが保存してるのは、珍しい虫やカルト映画の合成生物ばかりなんですけど……ダメですよね？」


    「まあ一種の愛情だろうけど……ほかにないのかよ？」


    「……あっ！　秘蔵写真なんですが……！　しかたないです！」


    　アップされたのは鶴舞の隠し撮りだった。どれも素の表情で、軽いチラリズムもある。


    　慌あわてる鶴舞。


    「やめて！　恥ずかしいから削除して！　ギルフィは!?」


    　グヘヘとギルフィが笑う。


    「パンドラの箱がついに火を噴くゥ！」


    「エロはやめろ」「グロ禁止」「斬きるわよ」


    「なぜわかった」


    　わかるわ。っていうか優等生キャラが一瞬にして消え去った。


    　ギルフィは口くち惜おしそうに画像を選択する。


    「エログロじゃなきゃいいんだろう？」


    　水着の美女がにこやかに笑っている写真がアップされる。


    「……雑誌のグラビアだろ……。蜂はち原はらと関係ないけど、いいか……」


    　タワーに向けて撃っていると、コンテストサイトに写真が投稿された。


    　千ち草くささんがヒゲの外国人男性と笑顔で写っており、投稿者名が『梅うめ壺つぼ葵あおい』になっている。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇この人な、有名なアプリ開発者。昔蜂原に来たとき撮ってもらったんや。うち案外ミーハーやから。あとはアナログ製品の写真ばっかで役に立たへんわ」


    　アナログ好きは嘘うそじゃなかったんだ。なんだかホッとする。


    　続いて、また一枚投稿された。


    　小学生の鶴舞がバレエを踊っている写真だが、投稿者名は『鶴舞清きよ文ふみ』。


    　ア然とする鶴舞。


    「お父さん……!?」


    《鶴舞清文》「∇たまに見ていたんだ。仕事で疲れたときとかな、元気が出るんだ」


    　鶴舞は照れながら「ふーん……」とそっけなくつぶやく。


    「子供が写っている古い画像です」「アングルもピントも悪いです」「容量の無駄遣いですミャァ」


    　人工知能には写真の持つ意味なんてわからないらしい。ただのデジタルデータでしかないんだろう。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇奏そう矢や！　全然足りない。押し返されとる……！」


    「Malicious Code」「erase（all）」


    　ジャムは毒電波を生み出し、あたり一面に撒まき散らす。大勢の市民が生み出した悪意の塊かたまりには、少人数の力じゃ太た刀ち打うちできない。


    「キツイか……」


    　画像の弾薬が尽きかけたそのとき、コンテストサイトにいくつか投稿された。


    「あっ……！」


    　投稿者名は、俺の家族だった。


    　美み合あは学校の友達とはしゃいでいる写真。


    　父さんは、俺や美合の成長記録。


    　母さんは菜園サークルの仲間と野菜を収穫している。


    　予期せぬ投稿に呆ぼう然ぜんとしていると、メッセージが連続で届いた。


    【こういう写真でいいの？　＠ＦＲＯＭ　美合】


    【久しぶりに幼稚園児だったお前を見たが、大きくなったな　＠ＦＲＯＭ　父さん】


    【友達にも応募を頼たのんでおいたからね　＠ＦＲＯＭ　母さん】


    「……なんだよ、朝あんな怒ってたくせに……」


    　ダウンロードして撃うつたびに、心が温かくなり、胸が熱くなる。


    　しばらくすると母さんの菜園仲間からもアップされ、美合のクラスメートや父さんの同僚も送ってくる。さらに市の広報課アカウントとリンクス公式ＩＤが、市内の祭りや行事の写真を大量に投稿し始め、応援サイトにコメントを書き込んでいく。


    ［リンクス公式：（※注）投稿作品は中の人の独断で選んでます］


    ［蜂はち原はら広報：リンクスには負けられない！　グランプリの宇宙旅行は僕のハネムーンにもらった！］


    ［リンクス公式：蜂原広報さん、ご結婚おめでとうございます！　でもグランプリが獲とれると思ったら大間違いですよ？　さあ、みんなで阻そ止ししよう！（三五歳・彼氏募集中）］


    　完全に私物化してんだけど。応援サイトのコメントを見ると、ネタとして受け止められているようだ。盛り上がってきたし何でもいいや。どんどんやれ。


    　怯おびえていた織お田だ淵ぶちとナルミが声をかけてくる。


    「神かみ之の馬ま、写真をアップすりゃいいんだな!?」


    「ああ、頼む！」


    　織お田だ淵ぶちは恋人とのラブラブツーショトをアップ。キスしてますけど。


    　ナルミは「カワイイあたし」をアピールした自撮り。レタッチしすぎで別人だが。


    　とにかくダウンロードしてタワーへ連射していると、いきなり投稿が急増した。画像を見ると[image: ]マークが端に載っている。


    「平安教エイリアンの連中か？」


    　思ったとおり、応援サイトのコメントに［悪あしきキラービーは我ら平安教[image: ]エイリアンが退治する］と書き込まれる。コイツら祭りには乗っかって煽あおるタイプだからな。ふだんは鬱うつ陶とうしいが今はありがたい。教団とか言ってカッコつけてるが、画像に写ってる彼らはいたって普通の中高生たちだ。さらに様子見していたらしき別のピク民グループも負けじと参戦してくる。こっちは大学生中心っぽい。続々と増える画像をダウンロードするのも大変になってくる。うれしい悲鳴だ。気づけば、タワーの一部分がオレンジ色に変色している。


    　すると魔獣や化け猫型ジャムの動きに変化が起きた。タワーや空を見て唸うなりをあげる。


    「threat detected」


    「芸術性皆かい無むの画像が増加していますミャァ」「ゴミは削除しましょう」


    「ゴミじゃない！」


    　鶴つる舞まいが光の剣を片手に駆け、化け猫型ジャムを次々に狩る。


    　タワー周辺はカオスな電磁界になっているが大丈夫だろうか。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇いい感じやで。電磁ノイズの計測値も減ってるし、『ル見エール』越しの景色にも異変が起きとる！」


    《神かみ之の馬ま》「∇どんな感じですか!?」


    《瓢簞山》「∇あんたの放つ光がタワーに当たるたびに、ヘドロみたいにへばりついとる黒いモヤが剥はがれて、キラキラ光るんや」


    　応援サイトでも［イルミネーションみたい］と書き込みがある。


    「Malicious Code──kill」


    　魔獣が突然ターゲットを野や次じ馬うまに変え、毒電波を発射した。


    　くそっ！　守備の手が足りない！


    　間に合わないかと思ったが、毒電波は野次馬に当たる直前でバチンと弾はじけた。


    「え!?」


    　攻撃から守ったのは、白びやつ虎この岳たけ村むらだ。


    「お前、どうして!?」


    　俺の問いかけに対し、岳村はバツが悪そうに苦笑する。


    「勘かん違ちがいすんなよ。朱す雀ざくの味方をするわけじゃない。ただ……俺がネットで煽ったせいでこんなことになってんのに、見てるだけってのが耐えられないだけだ」


    　ほかの団員たちは戸惑いを浮かべ、イオで何かやり取りしながら、モールの出入り口へ駆ける。


    　それを見た岳たけ村むらは吐き捨てるように言う。


    「あいつら、雫しずくさんのところへ報告に行くんだろ。……俺はもう白びやつ虎こに戻るつもりはない。好きにやらせてもらうぞ」


    　岳村はスマフォを握り締めると、化け猫型ジャムに向かって手当たり次第に攻撃を始めた。


    　魔獣と化け猫型ジャムは攻撃の手を止め、混乱しながら自己分析している。


    「予測が外れました」「なぜですか……？」「よくわかりませんミャァ……」


    「error / Failure Analysis / Corrective Action」


    　ヤツら、人間の感情の変化についていけてないんだな。


    　香か流なれが片方だけになった着ぐるみの触しよつ角かくを振り回して声こわ高だかに叫ぶ。


    「敵は浮き足立ってます！　チャンスですよっ！」


    　ギルフィがキメ顔で親指を立てる。


    「フォトコンテストのまとめサイトができている。強力な援軍だ」


    【〄写真を投稿するたびに、無線鉄塔や基地局の黒い塊かたまりが減るらしい】


    　市内各地で塊が減っていく様子がキャプチャされ【白はく梅ばい第三局は〈一条[image: ]７９４〉がいただいた】【七号無線鉄塔制圧／〈宝たからヶが池いけ[image: ]ゴースツ〉】などグループ対抗位置情報ゲームのような雰ふん囲い気きになっている。


    　そして、その盛り上がりは一般市民にも伝でん播ぱしていく。


    ［色が変わるのがキレイで面白い］［よくわからないけど参加してみた］


    　投稿の輪が広がり、老ろう若にやく男なん女によ様々な作品がアップロードされていく。


    「よしっ、このままいければ！」


    　すると、魔獣が尻しつ尾ぽを振り上げ、天を揺るがすようなノイズを発する。


    「VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV」


    　混乱していた化け猫型ジャムがいっせいにピタリと静止した。


    「system（〝Remove human -a〟）;」


    「Target〈Soya Kaminoma〉〈Maiha Tsurumai〉〈Kanare Uto〉〈Gylfi Jimokuji〉」


    「run（a program）virus removal」


    　化け猫型ジャムがいっせいに青せい灰かい色しよくの不ぶ気き味みな光を放ち、怒ど濤とうのように飛びかかってくる。


    「来たっ!?」


    「守ります！」


    　香流が俺の前にフィラリアの防壁を築き上げ、鶴つる舞まいとギルフィが前に出て、押し寄せるジャムを迎撃する。


    「キミはフォトコンテストに集中して！」


    「オッケー！」


    　市民からの投稿は加速する。


    　昔のクラスメートや先生が俺の写っている学校行事の画像をアップしてきた。運動会や学芸会に文化祭。画像のＩＤタグで引っ張ってきたんだろうか？　コンテストサイトで全市民に見られてるかと思うとくっそ恥ずかしいが、でもちょっとうれしい。


    　応募総数は千枚を超え、さらに増えていく。休みなくダウンロードしまくって写真を連射していると、さすがに指が疲れて動かなくなってくる。タワーの暖色部分は増えてきたが、まだまだ足りない。バッテリーの残量も低下してくる。


    「erase（Soya Kaminoma）」


    　うるせえ！


    「消えるのはテメーらだっ！」


    　あらゆるイベントを撃うちまくる！


    　花見の宴会。ブラックバスの大物を釣ったオッサン。富士山頂でピース。老人ホームのお茶会。遊園地ではしゃぐ女子グループ。犬の変顔。ハロウィンの仮装。正月に親戚が集まったとき。入学式に卒業式。合格発表。


    　何千何万という幸せな思い出が埋め尽くす。比例するように暖色系の電波が飛来し、重苦しい青せい灰かい色しょくだった空が明るさを取り戻す。タワーに画像が貼り付けられるたびに暖色部分が拡大し、オレンジ色の巨木になっていく。


    　このままいけば、自動回復や無限増殖は抑えられるはず──


    「痛いって……！」


    　親指が攣つった。硬直し刺すような痛みが走る。


    　香か流なれが気づいて声をかけてくる。


    「奏そう矢やさん大丈夫ですか!?」


    「余裕……ッ！」


    　指がちぎれてもやってやる！　胸をえぐられた鶴つる舞まいに比べたら全然大したことねえし！


    ［神かみ之の馬まがんばれ！］［[image: ]女神様！］［リン君に負けるな（^o^）］［着ぐるみちゃんカワイイ］［ピエロあやしい］［[image: ]写真送ったぞ～］


    　投稿に加え、俺たちへの応援メッセージも書き込まれる。


    　もう孤独な戦いじゃない。


    「system（〝Remove human -a〟）;」


    　いくら命令しても無駄だ。溢あふれていた化け猫型ジャムはすでに数えられるほどしかおらず、再生も追いついていない。


    　形勢は逆転した。


    　宙を覆おおっていた青灰色の毒電波は消失し、世界は早朝とも夕方ともいえない柔らかな黄金色に染まる。身体からだがふわりとした温かさに包まれる。


    　愛とか幸せとかいつもは見えないけど、意外と溢あふれてるもんだな。


    　その空気が群衆にも好影響を与えたのかパニックはすっかり収まり、みんな応募を始めているようだ。一方で憎ぞう悪おの魔獣は苦しみ、割れるようなノイズをあげる。


    「Action: disin***ect」「erase（al***）」


    　タワーは温かい光を放つ画像で埋め尽くされ、完全に暖色に染まった。これでもう悪意での再生は不可能だ。


    「そろそろいいだろ！」


    　右手に『パズメイ』を持ち、攻撃型二刀流になる。


    「香か流なれ、行くぞ！」


    「了解です！　ジャムバスターズ出陣っ！」


    　鶴つる舞まいとギルフィのもとに合流し、紺こん碧ぺきの涎よだれをダラダラ流す魔獣に相対する。巨大だった身体からだがひと回り小さくなったように感じる。


    「NULL, GetLastError（）,」


    　雄お叫たけびをあげて尻しつ尾ぽをぶん回してきたが、鶴舞が剣の一振りで払いのける。


    「攻撃が弱まっているわ！」


    「もうぶっ倒せるか!?」


    　香流がスマフォを掲かかげる。


    「わたしはアイツの周りをフィラリアで覆おおって逃げ場を塞ふさぎます！」


    　ギルフィが髪をバサッとかきあげる。


    「ボクは合体にくる雑ざ魚こを狙ねらい撃うつ」


    「オッケー、任せた！」


    　香流とギルフィは持ち場に走る。


    　鶴舞の光の剣が強い紅を帯びる。


    「神かみ之の馬ま君！」


    「やるぞ！」


    　俺は『パズメイ』で魔獣をロックオンする。


    　魔獣は故障した機械のように四し肢しの統制が取れなくなり、ガタガタとおかしな動きをしている。輪りん郭かくはボヤけ、悲鳴のようなノイズが聞こえる。


    「VV……VVVVV……VV……」


    「一気に潰つぶす！」


    　俺たちの手から、輝く光が放たれる。


    「NullPointerException」


    　人のつながりが多様化したことで、悪意は連れん鎖さしやすくなり、簡単に増幅する。それはときとして弱者を追い詰め、エミちゃんみたいな目に遭あわせてしまう。


    「Fatal Error」


    　でも悪いことばかりじゃない。それは大きな力にもなる。


    「VV──」


    　鶴つる舞まいが醜みにくく歪ゆがんだ前脚を斬きり裂く。青せい灰かい色しよくの塵ちりが飛び散り、切断された脚は地面で痙けい攣れんし、さらさらの粒子となって風に運ばれる。


    　魔獣は何かを読み上げるように、無機質なデジタルボイスを発生させる。


    「──Odi et amo.」


    　指をスライドさせて魔宝石を揃そろえる。


    ／赤→桃→黄六→紫→赤／5-chain+2／45／


    　光球が魔獣の巨大な胴体に直撃する。


    「qua*e id faciam,」


    　香か流なれやギルフィも攻撃を続け、魔獣の身体からだがボロボロと崩れていく。砂浜で腐ふ敗はいした鯨くじらのように無残に溶け落ち、青灰色の血液を噴出する。


    「fortas** requiris.」


    『インスタッチ』でロックオンし、幸福の写真を魔獣に撃うちこむ。


    　魔獣の潰つぶれた目から濁にごった深緑の光がぽたぽたと地面に垂れる。人が生み出した悪魔だからといって、哀あわれみをかけることはない。


    「ne*cio,」


    　憎にくしみや悪意なんて全部かき消してやる。


    　爪つめは折れ、牙きばは抜け落ち、尻しつ尾ぽは千ち切ぎれ飛ぶ。体毛は抜け、皮は剥はげ、肉が爛ただれ落ちる。


    「sed fi**i sentio et exc************************」


    　生物としての形はなくなり、不規則に脈打つ青黒い心臓になる。もうノイズも発さない、ただの塊かたまりだ。


    　俺と鶴舞は視線を交わし、頷うなずく。


    　やるぞ。


    　鶴舞が蠢うごめく心臓へ全力で駆ける。俺は両手でロックオンし、大きなコンボを狙ねらう。


    「これで……！」


    　鶴舞は光の階段を駆け上がり天高く翔とぶ。


    「終わりだっ！」


    　左手で写真を放つと同時に『パズメイ』でコンボを決める。


    ／赤五→桃四→黄六→紫→赤→赤四／6-chain+25／55／


    　光球と画像が重なり、稲妻となって魔獣の心臓を打ち崩す。そこへ鶴舞が赤光に輝く剣を天から突き下ろした。


    「abort（）;」


    　直後、心臓が弾はじけて青せい灰かい色しよくの光が爆発した。


    　脳がびりびりと痺しびれ、胸を重苦しい感情が突き抜ける。


    　舞い上がった光の粒子はゆるやかに輝きを失い、宙に溶けて見えなくなった。


    　そして、空気の揺れる音が聞こえるような静寂が訪れる。


    「……やった──」


    　ウオオオオと俺の声をかき消すように観衆から地鳴りのような大歓声があがる。


    【蜂はち原はら市広報部よりお知らせです！　『呪のろわれしヤマネコＶＳ光の戦士たち』は見事戦士が勝利しました！】


    　応援サイトが俺たちを称たたえるコメントで溢あふれる。


    ［勝った！］［女神様カッコよすぎ］［おめでとう（*^ ^*）］


    　拍手は鳴り止やまず、タワーやモールに隠れていた人たちが広場になだれ込んでくる。


    「ははっ……すげっ……」


    　どうしていいのかわからず、俺たちはみんな照れ笑いする。


    《瓢ひよう簞たん山やま》「∇何してんのや！　歓声に応こたえな！」


    「応えるって……」


    　軽く手を振ると、拍手が一段と大きくなる。人気アイドルのライブみたいだ……。


    「……どうすりゃいいの……？」


    　鶴つる舞まいは顔を真っ赤にしてうつむく。


    「早く帰りたいんだけど……この格好、急に恥ずかしくなってきた……」


    　香か流なれが地じ団だん駄だを踏ふむ。


    「くぅ……先輩の勇姿に惚ほれた悪い虫が増えてしまいます……！」


    　ギルフィは舌なめずりしている。


    「商機だ。ボクらが戦うアプリを出せば大ヒットだろう。ダメージで女神の服が破れる……」


    【彼らにもう一度大きな拍手をっ！　拍手～!!】


    　ワアアアと盛り上がる。広報さん、あんまり煽あおらないでくれ。帰りたいが、道が塞ふさがれていてどこにも進めない。


    「かーみのま！　かーみのま！　かーみのま！　かーみのま！」


    「えぇ……？」


    　俺のコールが起きている。マジなんなのコレ。


    　鶴舞に脇わき腹ばらを突かれる。


    「ひとこと言わないと収拾つかないわよ……」


    「言うって、何を……」


    「自分で考えなさいよ……」


    「えっ……えーと………………」


    　全身が熱くなり汗がだらだら吹き出す。パニクって何も思いつかない。カッコつけたら痛いし、長く語るのはウザいし、イオで名演説を検索してみる。「今この場所から世界に伝えよう」ってカッコつけすぎ。「イエス・ウイ・キャン」とか考えてるあいだにもどんどん人が増えていく。


    　香か流なれとギルフィに背中を叩たたかれる。


    「早くしてください」


    「流行語大賞を狙ねらうのもありだぞ？」


    「かーみのま！　かーみのま！　かーみのま！　かーみのま！」


    「うぁぁ……」


    　もうなんでもいいや。言えばいいんだろ。


    　手を高く挙げると、波が退ひくようにコールが止まる。


    　俺は胸いっぱいに大きく息を吸って、空に向けて叫ぶ。


    「ありがとうございましたーーーーーっ！」


    　大歓声に包まれ、口笛や祝福の言葉が飛び交う。


    　恥ずかしいのかうれしいのかよくわからない。


    　でもみんなの笑顔を見ていると、未来がちょっとはマシになる気がした。

  


  
    第六章／〝こんにちは世界〟〝 Hello world!〟


    



    　タワーでの戦闘から一週間が経たった。


    　あれだけの騒動になったものの、市民はネット環境を捨てられるわけがなく、相変わらず街には電波が溢あふれ、小さなジャムも害虫のように発生している。そんな中でも以前と大きく違うのは、事情を知った市民が通信制限に協力して、ジャムの発生を抑制する動きが出ている点だ。引っ越しや訴訟を考えている住人もいるようだが、それほど多くはないらしい。


    



    　リンクスの経営陣は隠いん蔽ぺいしていたことの責任を追及されている。イオのアップデートは無期延期となり、リン君の秘書機能は削除。リンクスと癒ゆ着ちやくしていた市長も責められ、辞任する意向をしめしている。さらにジャムの軍事利用計画書が内部告発で白日のもとにさらされ、実験都市計画は見直されることになった。裏では国が手を引いていたはずだが、トカゲのシッポ切りなのか大臣クラスは姿を現さない。


    　雫しずくはタワーで魔獣が敗れたのを見届けて姿を消したらしい。団員の一部は白びやつ虎こを離れたが、残党の多くはいまだにアジトで暮らしているようだ。


    



    　ウェニアックについては、市内の少年少女から「覚かく醒せいした」という報告が相次いでいる。覚醒者が増えたこともあるが、これまで隠していた人たちが名乗り出ているようだ。


    　俺たちのところへはリンクスのお偉方が直接謝罪にやってきて「多額の賠ばい償しよう金きんと生しよう涯がいの保障を約束するかわりに、今後も協力してほしい」と頭を下げた。


    　俺はこう答えた。


    「ジャムが発生すれば退治するし、対策のためのデータも提供する。ただし、あなたたちのためじゃなくて、自分のためにやる。だから今以上の金はいらない」


    　なんて。正直、カッコつけずに賠償金を貰もらえばよかったとちょっと後悔してる。香か流なれと鶴つる舞まいも断ったらしいが、強欲なギルフィは提示額以上の大金をふんだくったそうだ。


    



    　俺と家族の関係は以前より良好になり、母さんも父さんも俺のことを自慢しているらしい。ただし美み合あは「いつか覚醒するのかな……」と少し怖がっている。


    



    　千ち草くささんと鶴舞の父さんは今後についてリンクス上層部と取引し、希望の条件を勝ちとることに成功した。


    　千草さんは買収された『プラムポット』を奪だつ還かん。本名の梅うめ壺つぼ葵あおいに戻り、電磁ノイズの掃除屋『蜂はち原はらジャムバスターズ』の所長になることに。俺もこれまでどおり退治のバイトをするつもりでいる。


    　鶴つる舞まいの父さんはウェニアックの発生抑制と治療に関かかわる予算を増額させることに成功。蜂はち原はら工科大学と連携して研究を進めるそうだ。それと別に、ときおりメッセージで娘の様子を尋たずねてくるようになった。親子関係は修復されたようだが、娘は父に対してまだツンツンしているらしい。鶴舞から素直さを引き出すのは大変だろうが「たぶん一生ツンツンですよ」とは言えない。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　俺たちは一夜にしてスターになってしまい、サインを求められたり取材依い頼らいされたりと戸惑いの連続だ。学校では、一部の生徒から訝いぶかしげな目を向けられているが、だいたい好意的に受け入れてくれている。


    　鶴舞は男子からの人気はもちろん、自分をけなしていたナルミを救ったことで女子からも見直されたそうだ。ただ、人付き合いが苦手な点は変わっておらず、ときどき黒くろ舞まい羽はが現れて周りをビビらせているらしい。まあ、そのうちみんな慣れるか。


    　香か流なれはクラスメートと打ち解けられたらしく、いっしょに学食にいるところを見かけた。悪あく趣しゆ味みなゲテモノを食わせていないか心配だ。


    　ギルフィは本ほん性しようを知らない他校の女子に外見だけでキャーキャー言われていたが、早くもゲスな人間性がバレてきたようだ。本人は「罵ののしられるリン君の気持ちがわかってきた」とか喜々としている。ウェニアックの評判を落とすことだけはやめてほしい。


    



    　ところで算さん太たはバイトに集中していたせいで、タワーの騒動を知らなかったらしい。まったく平和なヤツだ。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　市民団体の哀あい地ち森もり蔵ぞうは一連の騒動が終わった後にノコノコと現れ「だから毒電波で洗脳されていると言ったのであ～る！」と勝ち誇ほこっている。調子に乗って「次期市長選に出馬する」と宣言したが、市民からはイロモノ扱いされており、落選確実だろう。


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　エミちゃんは、更新が止まっていたサイトにコメントを載せた。それは自分がウェニアックに目覚めたことを認める内容で、入院して療養している日々のことが明るく書かれていた。


    　コメントの結びは、彼女らしい一文で締められている。


    【いつかまた、みんなの前に立ちたい。アイドルになる夢はあきらめてない☀】


    



    
      ＊＊＊

    


    



    　そして、市制記念日の前日。


    『蜂はち原はらジャムバスターズ』の活動で日が落ちるまでジャム退治をしていたとき、背後に闇やみが落ちるような気配を感じて思わず振り向いた。


    　そこには、行方をくらましていた雫しずくがいた。


    「お前……！」


    　雫はスマフォを手に、不敵な笑みを浮かべている。


    「相変わらず、ジャムは発生しているな」


    「発生したら俺たちが倒す。それだけだ」


    「もし戦争やテロでも起きれば世界は負の感情に支配され、簡単に崩壊するだろうがな」


    　こいつは、どうしてここまで……。


    「なあ、聞かせてくれ。雫はそれで本当に幸せなのか？　あのたくさんの写真を見ても、考えは変わらないのか？」


    　雫は鼻で笑う。


    「くだらない質問をするな」


    　同じウェニアックとはいえ、根元的に考え方が相あい容いれないんだな。


    「わかった。もういい。俺たちは俺たちのやり方で生きていく。邪魔しないでくれ」


    「…………」


    　雫は何か言いたげに、俺の顔を見つめてくる。


    「なんだよ」


    「Odi et amo.──」


    「え……？」


    「Odi et amo.『我は憎にくみ、かつ愛す』カトゥルスの八五番。タワーに巣食っていたジャムが最さい期ごに残した詩だ。電子の海で漂ただよっているのを拾い上げたんだろう」


    「どうしてそれを……？」


    「自分で考えろ」


    　雫は音もなく夜の帳とばりへ消える。


    　追いかけたが、彼女の姿は、どこにも見当たらなかった。

  


  
    エピローグ／Epilogue


    



    　市制記念日は休校なので夕方まで家でゴロゴロしていたが、市民祭りへ向かうために家を出る。


    「人が多いとこは騒がれるからイヤなんだよなぁ……」


    　本当は行きたくないんだが、ジャムが出たときに対処するためのボランティア自警団として出動する。祭りの実行委員に「ウェニアック代表としてステージでの挨あい拶さつを！」と要求されたが全力で拒否した。


    　いっしょに行く相手は算さん太ただ。ヤツは「奏そう矢やと歩いてたらモテるかも」と言っていてウザいが、幼なじみのよしみで許してやる。


    



    　算太との待ち合わせ場所に着くと、メッセージが届いた。


    【わるい。髪型とファッションがキマらなくてまだ家にいる】


    　ふざけんな。


    　とりあえず待ってやるけど、じわじわ気分が萎なえてくる。祭りの楽しみなんてフォトコンテストの結果発表くらいだからな。コンテストは最終的に応募総数が五〇万作品を超え、審査不可能となってしまった。そこで賞品の「宇宙旅行ペアチケット」は市民祭りのステージで抽選されることになった。


    　もし当たったら、ペアの同行者は誰を誘さそおうか。


    　算太は絶対ナシだ。初の宇宙旅行が男なんてありえない。


    　だからって誘う女子はいないし。


    　ところでタワーでの騒動以降、市内で婚姻届を出す人が急増したって話を聞く。カップルも誕生しまくっているらしい。それが愛情の電波光の影響だっていうなら、俺にもちょっとくらい恩恵があってもいいのに。神様は不公平だ。


    「はぁーあ……」


    「──神かみ之の馬ま君？」


    　声のほうを見ると、鮮やかな赤色の浴衣ゆかたを着た鶴つる舞まいがいた。いつもと違いすぎて全然気づかなかった。夕風に浴衣の袖そでがひらひらと揺れる。


    「あんまりジロジロ見ないでくれる？」


    「あ、わ、わりぃ……」


    　つい見み惚とれてしまった。


    　鶴舞はこれから香か流なれと待ち合わせて祭りに行くらしい。


    「結局香流なんだ？」


    「だって、クラスの女子に誘さそわれたって言ったら怒るんだもの」


    　苦笑する鶴つる舞まいと俺。


    「でも、無事に祭りが開催できてよかったよな」


    「無事に終わらせるために、警備が必要だけどね」


    「ったく。普通の高校生になるのは無理そうだな。サインも書き慣れちゃったよ」


    「ね……芸能人じゃないのに」


    　俺と鶴舞はまた苦笑いする。鶴舞はなんだか前より話しやすくなった。壁がなくなったというか、距離が縮まったというか。よく笑うようになったのかな。


    「あのさ……以前キミに『バレエやったら？』って言われたわよね」


    「ん、ああ」


    「考えたんだけど……もう一度バレエを始めようと思うの」


    「おお、どうして？」


    「きっかけは、フォトコンテストの写真。あれを見ていたら、やっぱり私はバレエが好きだなって思って。もう好きな気持ちを抑えるのはやめる。練習をがんばって、いつか大きなコンクールに出るつもり」


    「へえ……」


    　鶴舞の踊る姿、見てみたいな。


    　でもそんなこと言ったら「キミは呼んでない」とか手ひどく返されるだろう。だからって「へえ……」はない。


    　見たいって言ってみよっかな。


    　俺が迷って微妙な顔をしていると、鶴舞に軽くため息をつかれた。


    「……じゃあ、私、そろそろ行くから」


    「あ、ああ。じゃあ……」


    　鶴舞は花柄の可か愛わいらしい下げ駄たをカランカランと鳴らして夕ゆう闇やみに消えていく。


    　なにやってんだ俺は。素直に言えばよかったのに。コミュ障すぎだろ。


    　ちゃんと言わないと。


    　左手の薬指をギュッと握り、声をかける。


    「待って、鶴舞」


    　カラン──。


    　俺から数歩先のところで、鶴舞が足を止める。


    「……あのさ、バレエ観に行っていい？」


    　鶴舞は俺に背を向けたまま、うつむいて何やらボソボソつぶやいている。


    　やべ。怒らせた？


    【メッセージが届きました　＠ＦＲＯＭ　鶴舞舞まい羽は】


    　なんだよ。文句でも送ってきやがったか。


    【いいよ（*^ ^）v　舞まい羽は】


    　えっ？


    　振り向いた鶴つる舞まいの頬ほおは、ほんわりと桜色に染まっていた。


    
      了

    

  


  [image: ]


  
    　あとがき


    



    　こんにちは。


    『フリック＆ブレイク』第三巻、いかがでしたでしょうか？　ひとまずこれで、近未来都市を舞台にした奏そう矢やたちの話は完結となります。


    



    　今回のあとがきですが、本編の内容に合わせてスマホの秘書機能アプリに手伝ってもらおうと思い、質問しました。


    私【あとがき】


    秘書【すみません、よくわかりません】


    　一瞬で企画倒れしたので、自分で書きます。


    



    　一六年後の都市についていろいろな未来予測資料をもとに書いたのですが、二〇三二年にどのくらい実現しているのかは不明です。では、今から一六年前を見れば、技術進歩の度合いがわかるのではないかと思いました。


    　そこで、一六年前……西暦二〇〇〇年をちょっと見てみましょう。まだ二〇世紀です。読者の方々には、まだ生まれていない人もいるはず（恐ろしい）。


    　どんな年だったか、まずは流行語大賞を確認しましょう。


    『おっはー』


    　これはあいさつですね。


    『ＩＴ革命』


    　これ。きました。


    　このあとがきのために選ばれたんじゃないかと運命を感じます。


    　『ＩＴ』の『革命』ですよ？


    　とはいえ、雫しずくの語った『革命』とはまったくの別モノです。


    　では、どんなイノベーションが起きたんでしょう？


    『ブロードバンド』


    　なんと、ネットに常時接続！


    　これは革命です。混み合ってるテレホーダイじゃなくてもいいんです。ダイヤルアップでピーガー鳴らしていた当時からしたら、今現在のネット環境など空想世界だったんじゃないでしょうか。


    　そういえば当時、とりあえず「ｅ」つけとけ、みたいな謎なぞのブームがありました。ｅメール、ｅラーニングやｅコマースはいいとして、食品類にもついていた記憶があります。エレクトロニックな菓子とか意味わかりません。


    　次は『携帯デバイス』を比較しましょう。


    　現在ではスマホが主流ですが、二〇〇〇年は──


    『カメラ付き携帯電話の誕生』


    　なんと、携帯で写真を撮ったものがメールで送れるように！


    　画素数は十一万。今は二千万画素あるらしいので、一六年で二〇〇倍になりました。十六年後にさらに二〇〇倍になったら四億画素です。どれだけすごい発展かよくわかります。


    　そして、もうひとつ比較すべきは『携帯のアプリ』です。


    　とはいえ二〇〇〇年の携帯アプリなんて着メロ作成とか論外のレベルなので、発売された携帯ゲーム機を見てみましょう。それは……


    ・ワンダースワンカラー


    『カラー』が売りになってしまう時代だったわけです。今や、当時の家庭用ゲーム機のソフトがスマホで遊べるようになってますから、これもすごい進化ですね。


    　さて、振り返っていろいろ見てきましたが、一六年前に今の環境は想像できなかったんじゃないかと思います。つまり二〇三二年にどうなっているか、想像の斜め上を行くんじゃないでしょうか。そこに至る二〇年代には、きっと謎のウェアラブル商品が死し屍し累るい々るい……。


    　総括すれば、人より技術のほうがよっぽど進化しまくってるということでした。本編中でシンギュラリティというネタを使いましたが、本当にそうなるかもしれないですね。


    



    　最後に謝辞を。


    　星ほし野のさま。右も左もわからないような状態から的確なアドバイスをいただき、本当に感謝しております。なんとかここまでたどり着けました。


    　田た端ばたさま。彗すい星せいのごとく現れたガガガチャンネルは衝撃的でした。これからいろいろと不思議（な企画）を発見していければと思います。


    　ＰＡＮＤＡさま。いつも素敵なイラストをありがとうございました。このシーンがどんな風になるんだろうと、毎回楽しみにしておりました。


    　そして、三巻まで読んでくださった読者の皆様、お陰様でここまで続けることができました。また次回作（まったく未定）でお会いできれば幸いです。


    



    　最後に、もう一回秘書に頼ってみようと思いまして、質問しました。


    私【お別れの言葉】


    秘書【すみません、よくわかりません】


    　……ありがとうございました！


    
      二〇一六年一月　牧まき野の圭けい祐すけ

    

  


  
    牧野圭祐


    Keisuke Makino


    



    脚本家・作家。愛知出身。ドラマ、映画、ゲーム、小説など、多ジャンルでいろいろ。『Fall○ut４』という廃人作成ゲームに触れるのをグッと我慢しています。触れたらおしまい。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    フリック＆ブレイク３


    



    ２０１６年２月26日　電子書籍版発行


    著　者　牧野圭祐


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　星野博規　田端聡司


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１６年２月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸKEISUKE MAKINO 2016　ISBN978-4-09-451596-1


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/s_icon14.png





OEBPS/Images/i-0057_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon06.png





OEBPS/Images/i-0187_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon15.png





OEBPS/Images/s_icon16.png





OEBPS/Images/s_icon07.png





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg





OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		第一章／刺殺事件



		第二章／極秘事項　



		第三章／可視化



		第四章／人工知能



		第五章／脆弱性攻撃



		第六章／“こんにちは世界”



		エピローグ／Epilogue



		あとがき



		奥付













OEBPS/Images/i-0143_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon12.png





OEBPS/Images/i-0006-0008_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon08.png





OEBPS/Images/i-0269_01.jpg
A /N B\
& 4%\/%
2
M’,'






OEBPS/Images/i-0009_01.jpg
CHARA

wNS

DNy
&,y Ay

o S

CTERS

EAR. BR=F,
RARURBE, 7—NE2—F4,

BROBE . BRAS—r2Y—Fr—13&,

o RRLPFFEMB F OB ICH,

Sl

&

@ T S g R

m;mro
Do
Bl o BT

3

£

P 3

5

_

Py
X o

\
7

EROBRIZERTIRLVK. FHREFE.

VIRBYAERREDD R, — KR,

BRPOR, (VY72 0BRIROMER.

[NPO Zykrkit) n@ K.

ERORBETH L LA,

9636b0fbc86427265616

466

FLICK & BREAK

ESSTIROIANS NN






OEBPS/Images/s_icon13.png





OEBPS/Images/i-0165_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon09.png





OEBPS/Images/s_icon01.png





OEBPS/Images/i-0087_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon02.png





OEBPS/Images/i-0195_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon11.png





OEBPS/Images/i-0003-0005_01.jpg
AU

B
o
2
]

D

7

u

7

7

f:,
; )

Q8 AN R R






OEBPS/Images/s_icon03.png





OEBPS/Images/i-0002_01.jpg
CONTENTS

. Phantom Killer -

BN NERBH 010 ¥
*
. Strictly _ Confidential ,’
E_ENBWBIF 020 ,*
*
B Data Visualization
E=FN¥& TRt 053
Artificial \memgence '
FOUEN ATHEE 100 o

. Zero-day Exploit . . :
ERAEN I/ UERE 174 .

L , Hello, worldr o
BRBN"ZAIZHIZER" 258 L
EED—Z 264

® 9
®°
9

FYA v /2 A% (LALA HANDS)





OEBPS/Images/i-000a.jpg
GAGAGA






OEBPS/Images/s_icon04.png





OEBPS/Images/i-0031_01.jpg





OEBPS/Images/s_icon05.png





